


➨㸰ᮇ㸳ᖺ┠࡚ࡗࡓ࠶ࡿ࠼⤊ࢆ 

 

� � � � � � � � � � � � � � � � �  ΎᚰᏛᅬΎᚰዪᏊ㧗➼Ꮫᰯ࣒ࢲࣝࢺ࣮ࣀ

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �    ᰯ㛗   ୕� Ꮿ� ⪷� Ꮚ 

 

� ᖺᗘࡣ㹑㹑㹆ࡢᣦᐃ࡚ࡅཷࢆ㸯㸮ᖺ┠ࠊ➨㸰ᮇ㸳ᖺ┠ࡢᴗࡇࡿ࠼⤊ࢆ

࡛ࡲࡇࡇࡒࡃࡼዪᏊᰯ࡛ࡢᑠつᶍࠊࡿぢࢆࡳṌࡢ㸯㸮ᖺ㛫ࡢࡇࠋࡍࡲࡾ࡞

ឤ៓῝ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀࡢࡶ࠸➨㸰ᮇࠊࡣ➨㸯ᮇ࡞㇏ࡢᐇ㊶య㦂ࡢࡑᡂᯝࢆ㋃

ࠊ⏕୰Ꮫࡿ࠶ᚋ㍮࡛ࠊࡶఙ㛗ࡿ࡞ࡽࡉࡢ㐨࡛ࡢᏛ⛉ࡢᚐ⮬㌟⏕ࠊ࠼ࡲ

 ࠋࡓࡋࡲࡋᣦ┠ࢆࡇࡿࡆᣑࢆ㐨ࡢᏛ⛉⏺ୡࠊᅜࡽᆅᇦࡓࡲ

 

� ୡ⏺ὴ㐵ࡣࡽࡉࠊࡁࡔࡓ࠸ࢆ㈹ࡢࠎᩘࡢࣝ࣋ᅜࣞࡣ㸳ᖺ㛫ࡢࡇ

㧗࠸ホ౯ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡃࡔࡓ࠸ࢆᾏእ࡛ࡣ◊ಟࡃ࡞࡛ࡅࡔᏛ࡛ࡢⓎ⾲

ᅜࡣ㸟⌮⣔ዪᏊࠖࢀࡲ㞟ࠕࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ㈹ཷࡳ⤌ࡾྲྀࡶ

ᣑࠊࡋᖺࠎཧຍ⪅ࡸⓎ⾲ᩘࡀቑຍࠊࡋᮏᰯࡢ୰Ꮫ⏕ࡶཧຍ࡚ࡋࢆ่⃭࡞ࡁ

ࡳ㔜ࡢᖺ᭶࠺࠸㸯㸮ᖺࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࠺ࡼࡍᣦ┠ࢆ⣔⌮ࡀᚐ⏕ࡢࡃከࠊࡅཷ

ᡂ㛗࡛ࡲࡿ࡞ࣝࢹ࣮ࣔࣝࣟࡢࡕࡓዪᏊ⏕ᚐࡃ⥆ᚋࡀዪᏊ⏕ᚐࡔࢇᏛࠊࡣ

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀ⾲ࡶࡇࡓࡋ

 

㸯ᮇࡽ㸰ᮇ⥅ᢎࡓࢀࡉᮏᰯࡢ㹑㹑㹆ᴗࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊࡣࡽࡉ࠺࠸

࠺ࡼ࠼㏄ࢆᮇࡢᾐ㏱╔ᐃࡢ᪥ᖖᩍ⫱άືࡢᡂᯝࡢࡑࠊྠ㣕㌍ࡿ࡞

ࡾྲྀ㹑㹑㹆ᴗࡿࡵ㧗ࢆ⯡ᩍ⫱ࡢᮏᰯࡎࡽ࡞ࡳࡢ⫱Ꮫᩍ⛉ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡍࡲࡋ⾲ࢆᩗពດຊព⇕ࡢᩍ⫋ဨࡓࡁ࡛ࢇ⤌

 

᭱ᚋࠊࡀࡓࡋࡲࡾ࡞ᮏᰯࡢ㹑㹑㹆ᴗࡢࡇࠊࡵࡓࡢ㸯㸮ᖺ㛫 ࡲࠊࡃ

ᩥࠊඛ⏕᪉ࡢㅖᏛࡓࡗࡉࡔࡃ࡚࠼ࢆᶵࡢࡃከࠊࡾࡉࡔࡃᣦᑟࡈࡃࡋཝࡓ

㒊⛉Ꮫ┬ࠊ⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࡢⓙࡃ῝ࡲࡉឤㅰࠊࡋཌࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦♩࠾ࡃ 

 



ᖹᡂ㸰㸵ᖺᗘࠉ㹑㹑㹆◊✲㛤Ⓨᐇሗ࿌᭩ࠉ┠ḟ
ࡵࡌࡣ

㹑㹑㹆◊✲㛤Ⓨᐇሗ࿌㸦せ⣙㸧ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

㹑㹑㹆◊✲㛤Ⓨࡢᡂᯝㄢ㢟

㹑㹑㹆㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡢ⤌ྲྀࡓࡌᴫせࠉ

➨㸯❶�◊✲㛤Ⓨࡢᴫせ
ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉᴫせࡢᏛᰯࠉࠉ㸯㸫㸯ࠉࠉࠉ
ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ㛤Ⓨㄢ㢟✲◊ࠉࠉ㸯㸫㸰ࠉࠉࠉ
ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉᐇ㊶ෆᐜ࣐࣮ࢸ㛤Ⓨ✲◊ࠉࠉ㸯㸫㸱ࠉࠉࠉ

➨㸰❶�◊✲㛤Ⓨࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ⦌⤒ࡢ�

➨㸱❶�◊✲㛤Ⓨࡢෆᐜࠉࠉࠉ

Ϩࠉዪᛶ⛉Ꮫ◊✲⪅࡚ࡋᚲせ࡞ᇶ┙ࢆ⫱ᡂࡿࡍᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ

ࠉᐇࡢ✲◊D�Ꮫ㐃ᦠㄢ㢟ࠉࠉ
ࠉࠉ♏⛉Ꮫᇶ⏕ࠉࠉ㸱㸫㸯ࠉࠉࠉ
��✲◊⛉Ꮫㄢ㢟⏕ࠉࠉ㸱㸫㸰ࠉࠉࠉ
�✲◊Ꮫㄢ㢟⛉⌮ᩘࠉࠉ㸱㸫㸱ࠉࠉࠉ
��ࠉ✲◊㉁⛉Ꮫㄢ㢟≀ࠉࠉ㸱㸫㸲ࠉࠉࠉ

ࠉᐇࡢ✲◊ㄢ㢟ᩘ⌮ࡢ୰Ꮫᰯ࡛άືࣈࣛࢡᏛᢏ⾡⣔⛉ࡿࡼE�୰㧗㐃ᦠࠉࠉ
㒊࣭⛉Ꮫ㒊≀⏕ࠉࠉ㸱㸫㸳ࠉࠉࠉ
✲◊୰Ꮫᰯ⌮⛉ㄢ㢟◊✲࣭ᩘ⌮ㄢ㢟ࠉࠉ㸱㸫㸴ࠉࠉࠉ

ୖྥࡢ⦼Ⓨ⾲ᐇࡢᏛ࡛࣭ࢺࢫࢸࣥࢥF�⌮ᩘ⣔ࠉࠉ
����ࠉ�⾲Ꮫ➼Ⓨ࣭ࢺࢫࢸࣥࢥᏛ⛉ࠉࠉ㸱㸫㸵ࠉࠉࠉ

ϩ࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠉᒎᮃㄒᏛຊࢆᣢࡓࡗ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦࢆ⫱ᡂࡿࡍᣢ⥆Ⓨᒎᩍ⫱㸦(6'㸧ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨࠉࠉ

����D�⛉Ꮫⱥㄒ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢ㛤Ⓨ
ᐇ㊶ⱥㄒ㸦⛉Ꮫⱥㄒ㸧ࠉࠉ㸱㸫㸶ࠉࠉࠉ

㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉE�ᾏእ◊ಟࠉࠉ
᥈✲㸿↛⮬ࠉࠉ㸱㸫㸷ࠉࠉࠉ

✲◊㊶ᐇࡢF�㹃㹑㹂ࠉࠉ
ㄪᰝάືྠྜࡢ⏕୰Ꮫࡢ㞳ᓥࠉ㸱㸫㸯㸮ࠉࠉࠉ
ࣉ࣮ࢺ࢜ࣅᏛᰯࠉ㸱㸫㸯㸯ࠉࠉࠉ
������㸱㸫㸯㸰ᰯࠉෆ㔛ᒣ࡙ࠉࠉ��ࠉࡾࡃ

ϪࠉዪᏊ⏕ᚐࡢ⛉Ꮫⓗ⣲㣴ࢆ⫱ᡂࡿࡍ᥈✲࣭య㦂ᆺᏛ⩦ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ

����D�᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ᑐᛂࡢ⛉⌮ࡓࡋᩍᮦࡸᣦᑟ᪉ἲࡢ㛤Ⓨ
ࠉࠉᩍᮦ㛤Ⓨ⛉⌮ࠉ㸱㸫㸯㸱ࠉࠉࠉ

㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ⩦య㦂ᆺᏛࡓࡋ⏝άࢆ⩦ᐇࡸE�ほᐹࠉࠉ
ࠉࠉ᥈✲Ϩ↛⮬ࠉ㸱㸫㸯㸲ࠉࠉࠉ
᥈✲ϩ↛⮬ࠉ㸱㸫㸯㸳ࠉࠉࠉ
⩦⛉Ꮫᐇ⏕ࠉ㸱㸫㸯㸴ࠉࠉࠉ

㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱Ꮫᩍ⛉ࡓࡋ㐃ᦠᶵ㛵✲◊ࡸF�Ꮫࠉࠉ
⏕ࠉ㸱㸫㸯㸵ࠉࠉࠉ

ϫࠉ⌮ᩘዲ࡞ࡁᏊࡢࡶ〈㔝ᣑࡓࡋࡊࡵࢆᆅᇦ㐃ᦠࡢ᥎㐍

����D�ᆅᇦࡢඣ❺⏕ᚐ࣭ᕷẸᑐ㇟ࡢ⛉Ꮫᩍᐊࡢ㛤ㅮ
�������Ꮫᩍᐊ⛉ࠉ㸱㸫㸯㸶ࠉࠉࠉ

����E�ᆅᇦࡢᑠ୰㧗ᩍဨᑐ㇟ࡢ⌮ᩘᩍ⫱◊✲࣭ᤵᴗබ㛤ࡢ㛤ദ
ᖹᡂࠉ㸱㸫㸯㸷ࠉࠉࠉ �� ᖺᗘ 66+ ◊✲ᡂᯝⓎ⾲
➨ࠉ㸱㸫㸰㸮ࠉࠉࠉ �ᅇ୰㧗㐃ᦠ⌮⛉ᩍᮦ◊✲�

ϬࠉᏛ࣭◊✲ᶵ㛵➼㐃ᦠࡓࡋዪᏊ⏕ᚐࡢ⌮⣔㐍㊰㑅ᢥࢆᨭࣜࣕ࢟ࡿࡍᩍ⫱ࡢ᥎㐍

㛤ദࡢᏛ◊✲Ⓨ⾲ὶ⛉ࡿࡼD�ዪᏊ⏕ᚐࠉࠉ
������㸱㸫㸰㸯ࠉ㞟ࢀࡲ㸟⌮⣔ዪᏊࠉ➨ �ᅇዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶ

����E�Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵➼㐃ᦠࡓࡋ⌮⣔ዪᏊᑐ㇟ࣜࣕ࢟ᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ
㛤ദࡢὶࡢ⏕⣔ዪᏊᏛ㝔⌮ࠉ㸱㸫㸰㸰ࠉࠉࠉ
+66ࠉ㸱㸫㸰㸱ࠉࠉࠉ ༞ᴗ⏕ࡢ㐃ᦠ࣒ࣛࢢࣟࣉ

➨㸲❶ࠉᐇࡢຠᯝࡢࡑホ౯
��ኚᐜࡢᚐ⏕ࠉࠉ㸲㸫㸯ࠉࠉࠉ
�ኚᐜࡢ⏕༞ᴗࠉࠉ㸲㸫㸰ࠉࠉࠉ
�ኚᐜࡢ⪅ಖㆤࠉࠉ㸲㸫㸱ࠉࠉࠉ
������ኚᐜࡢᩍ⫋ဨࠉࠉ㸲㸫㸲ࠉࠉࠉ

➨㸳❶66ࠉ+ ୰㛫ホ౯࡚࠸࠾ᣦࡓࡅཷࢆ㡯ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢᨵၿ࣭ᑐᛂ≧ἣ

➨㸴❶ᰯࠉෆࡿࡅ࠾ 66+ ⓗ᥎㐍యไ⧊⤌ࡢ

➨㸵❶ࠉ◊✲㛤Ⓨᐇୖࡢㄢ㢟ཬࡧᚋࡢ◊✲㛤Ⓨࡢ᪉ྥ࣭ᡂᯝࡢᬑཬ

➨㸶❶ࠉ㛵ಀ㈨ᩱ
ࢱ࣮ࢹ✀ྛࠊ➼᪂⪺グ࣭㞧ㄅࠊグ㘓ࡢ㐠Ⴀᣦᑟጤဨࠊᡂ⦆ࡢ⛬ᩍ⫱ㄢࠉࠉࠉࠉ
ᖹᡂࠉࠉࠉࠉ �� ᖺᗘ 66+ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩㸦⡆᫆∧㸧ࢻ࢞�+1�66,+6,)6ࠊ ����

�
�
�

3

�
�
��
��

��
��

��

��

��

��
��
��

��

��
��
��

��

��

��
��

��

��
��

��
��
��
��
��

��
��

��



別紙様式１− １	 

ノートルダム清心学園  清心女子高等学校 指定第２期目 23～27

	 

❶平成２７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）	 

 ① 研究開発課題	 	 

	 次代の科学技術を担う女性研究者としての基盤育成をめざした教育モデルの構築と成果普及・地域連携の

強化による、科学技術分野における男女共同参画の推進	 

 ② 研究開発の概要	 	 

我が国の科学技術分野への女性の参画状況は、他の先進国と比べて依然として不十分であることが指摘されてい

る。本研究では次のような仮説に基づき、女性の科学技術分野での活躍促進と参画拡大をめざす。①中高大連携型

の理数教育プログラムを構築することにより、女子の理数分野の才能を見いだし伸ばすことができる。②初等中等

教育段階から理数への関心を高める教材と学習機会を充実させることにより、理数好きな女子の裾野を拡大するこ

とができる。③女子教育の中にESDを位置づけ、科学的な見地からのアプローチで取り組むことにより、科学技術
の発展と社会との関わりを再構築することができる。④女子校における先進的な理数教育プログラムを普及・発信

することにより、女子の理系進路選択に対する理解の促進と社会の意識改革を推進することができる。 
以上の仮説にもとづき、次のようなテーマで研究開発を行う。 

（Ⅰ）女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 
（Ⅱ）グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成するＥＳＤプログラムの開発 
（Ⅲ）女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発 
（Ⅳ）理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進 
（Ⅴ）大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進	 

 ③ 平成２７年度実施規模	 	 

	 本研究は１年次から理系分野への進学をめざした「生命科学コース」の生徒および２年次から文系・理系

分野の科目を選択する教育課程となっている「文理コース」理系生徒を主たる対象として、全校生徒を対象

に実施する。また、理数教育における中学校との連携を強化するために、併設中学校３年生を対象とした理

科・数学課題研究などの取組も行う。 
SSH主対象である理数系の生徒数は、第２学年145名の内62名、第３学年118名の内28名。	 

 ④ 研究開発内容	 	 

○研究計画	 上記の研究開発テーマ（Ⅰ）～（Ⅴ）に関連する年次ごとの実践内容・評価方法は次の通りである。

	 研究テーマ（Ⅰ）～（Ⅴ）に関する実践内容	 評価方法	 

第

１

年

次	 

第１期SSHでの取組の充実発展と新規事業の開始。新規事
業として学校設定科目「自然探究Ⅰ」「自然探究Ａ」開

設、キャリア教育「理系女子大学院生交流会」実施。成

果普及として「科学英語研究会」「理系女子研究発表交

流会」「中高連携理科教材研究会」開催。 

○内部評価 
生徒の変容からの評価、学習意欲・学力

状況・進路状況にもとづく評価、教員に

よる評価、保護者による評価。 
 
○外部評価 
連携先大学・研究機関等による評価、研

究授業・発表会・交流会参加者による評

価、ホームページへのアクセス分析、科

学コンテスト・学会等での発表に対する

評価、運営指導委員会による評価。 

第

２

年

次	 

１年次の実践を踏まえた学校設定科目の改善。単位化し

た「自然探究Ⅱ」の新規実施。併設中学校での理科課題

研究の開始。ユネスコスクールの認定。ビオトープの新

設。理科教材開発に向けた企業との連携開始。 
SSH卒業生との連携方法の検討。 

第

３

年

次	 

２年次の実践を踏まえた学校設定科目の改善。併設中学

校での理科課題研究の改善と数学課題研究の開始。ユネ

スコスクールとしての活動とESDにもとづく授業研究の
開始。科学教室の定期的な開催。理系女子研究発表交流

会の改善。SSH卒業生との連携の充実。 
第

４

年

次	 

３年次の実践をふまえた学校設定科目の改善。ユネスコ

スクール世界大会への参加。開発したESD教材や中学校
での探究的活動指導モデルの成果普及。SSH卒業生との連
携プログラムの充実。 



第

５

年

次 

（Ⅰ）「生命科学基礎」「課題研究」中学校理科・数理

課題研究の改善と校内での発表交流の強化。理数系コン

テスト・学会での発表実績の向上と国際学会での発表。

生徒の変容調査、進路選択状況に基づく

評価。教員・保護者・連携機関の評価。

学会・コンテスト等での評価。連携機関

による評価。	 

（Ⅱ）「実践英語」における英語ディベート指導法の改

善。ESDをテーマにした外国人学生との協働実習と離島
との研修交流。 

生徒の変容調査、英語運用能力の調査。

「自然探究Ａ」「自然探究Ⅰ」参加者に

よる評価。	 

（Ⅲ）「生命科学実習」「自然科学Ⅰ・Ⅱ」の改善。学

習指導要領に対応した指導方法の開発。外国人学生との

協働実習。	 	 	 

生徒の変容調査、PISA型学力調査、連携
機関による評価。研究会・成果発表会で

の評価。	 

（Ⅳ）地域の施設、自治体と連携した科学教室の企画。

科学英語研究会・理科教材研究会・SSH研究成果発表会に
よる成果普及と情報交換の強化。 

科学教室の参加人数。研究会・発表会参

加者による評価、ホームページへのアク

セス分析。	 

（Ⅴ）「集まれ！理系女子」の京都開催による社会への

発信の強化。理系女子大学院生との交流会の改善。 
SSH卒業生とのネットワークの構築。	 

生徒の変容調査、連携機関による評価、

交流会参加者による評価、SSH卒業生の追
跡調査。	 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

生命科学コース（１クラス）では、第１学年において「保健」（１単位）を、第２学年において「社会と情

報」（２単位）を減じ、代わりに学校設定科目「生命科学基礎」（第１学年、１単位）および「生命科学課題

研究」（第２学年、２単位）を設定する。「保健」の内容は、第１学年の「現代社会」「家庭基礎」（各２単

位）で補充するとともに、学校設定科目「生命」（第２学年、２単位）の学習内容に含める。「社会と情報」

の内容は、「現代社会」で補充するとともに「生命科学基礎」「生命科学課題研究」の学習内容に含める。

○平成２７年度の教育課程の内容 

	 上記の研究開発テーマ（Ⅰ）～（Ⅴ）に取り組むために行った実践は次の通りである。	 
	 実	 践	 内	 容	 研究テーマ 対	 象	 実施時期	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

学校設定科目	 	 	 	 

「生命科学基礎」	 (Ⅰ)	 生命科学コース１年	 １単位	 

「生命科学課題研究」	 (Ⅰ)	 生命科学コース２年	 ２単位	 

「生命」	 (Ⅲ)	 生命科学コース２年	 ２単位	 

「自然探究Ⅰ・Ⅱ」（野外実習）	 (Ⅲ)	 生命科学コース１・２年	 各１単位	 

「自然探究Ａ」（海外研修）	 (Ⅱ)	 生命科学・文理コース１・２年	 １単位	 

「数理科学課題研究」	 (Ⅰ)	 文理コース２・３年	 各２単位	 

「物質科学課題研究」	 (Ⅰ)	 文理コース２・３年	 各２単位	 

「実践英語」（科学英語）	 (Ⅱ)	 生命科学コース１・２・３年	 各１単位	 

教材開発	 

	 理科教材開発	 

	 

(Ⅲ)	 

	 

生命科学・文理コース、中学生	 

	 

年間	 

	 ESD教材開発	 (Ⅱ)	 生命科学・文理コース	 年間	 

体験型実習	 	 	 	 

	 生命科学実習	 (Ⅲ)	 生命科学コース１年	 ６月、９月、12月

	 研修旅行	 (Ⅲ)	 文理コース２年	 10月上旬	 

キャリア教育	 

	 理系女子大学院生との交流会	 

	 

(Ⅴ)	 

	 

生命科学コース１・２年	 

	 

８月中旬	 

	 理系女子研究発表交流会	 (Ⅴ)	 生命科学・文理コース、中学生	 10月下旬	 

	 SSH卒業生連携プログラム (Ⅴ)	 文理コース２・３年	 年３回	 

科学系クラブ・中高連携	 

生物部	 

	 

(Ⅰ)	 

	 

生命科学・文理コース、中学生	 

	 

放課後、土曜日等

科学部	 (Ⅰ)	 生命科学・文理コース、中学生	 放課後、土曜日等

中学校理科課題研究	 (Ⅰ)	 併設中学校３年	 年間	 

中学校数理課題研究	 (Ⅰ)	 併設中学校３年	 年間	 



研究発表	 

	 科学ｺﾝﾃｽﾄ・学会での発表	 

	 

(Ⅰ)	 

	 

生命科学・文理コース、中学生	 

	 

年20回程度	 

	 国際学会での発表	 (Ⅰ) (Ⅱ)	 生命科学コース	 11月	 

成果普及・社会連携	 

	 理数教育研究会・成果発表	 

	 

(Ⅳ)	 

	 

県内外の教員	 

	 

年３回	 

	 理系女子研究発表交流会	 (Ⅴ)	 女子生徒、女性研究者、一般	 10月下旬	 

科学教室	 (Ⅳ)	 地域の児童生徒・一般	 ８月、２月	 

○具体的な研究事項・活動内容 

（１）学校設定科目	 

①「生命科学基礎」…２年次の課題研究の準備として、研究に必要とされるコンピュータを用いた情報処理

技術の習得や表現・伝達技能の養成をめざした。また、大学等の研究者よる研究紹介を行い、科学研究に

対する興味関心を喚起し、両生類の飼育体験で観察眼と科学的思考力を養成した。	 

②「生命科学課題研究」…１年次の「生命科学基礎」で培われた能力・技能を活かし、生物・化学分野につ

いて、科学研究として課題に取り組む。生徒は研究テーマごとにグループに分かれ、大学との連携を取り入

れた課題研究を行い、真理を探究する姿勢や研究手法、実験技術を身に付け、創造力や問題解決能力の育成を

目指した。学会等に積極的に参加し、研究成果を発信していく。国際学会における英語による口頭発表・ポス

ター発表をおこなった。	 

③「数理科学課題研究」…数学・物理分野について、高校教科書の内容を超えた研究をおこなった。数学的

モデルの作成から検証に取り組み、自然界の中にある法則を見つけ、現象の本質を理解することを目指し

た。３年生でも希望者は継続して研究し、探究力、問題解決能力、創造性を養い、進路選択の動機づけと

した。研究発表会にも積極的に参加した。	 

④「物質科学課題研究」…身近な物質の測定分析をおこない相関関係や因果関係を研究した。文系生徒も含

めた対象生徒に実験技術や科学的思考力、プレゼンテーション能力の育成を図り、課題研究に取り組む姿

勢を養った。生徒が研究報告として論文をまとめる指導を実施した。大学と連携した研究とし、連携大学

においてSSH事業卒業生が指導した。	 
⑤「生命」…生物学、自然保護、医学等の専門家の講義により、多様な視点から生命に対する理解を深め、

生命に科学的に接していく上で必要な学び方・考え方を身につけることを目指した。講師には女性を多用

し、キャリアモデルを提示することで理系への進路・職業選択の意欲を高めた。	 

⑥「実践英語（科学英語）」…科学的なテーマの英語ディベートを軸として、１年次に基礎学習としてのプ

ロセスライティング、２年次にディベート実践、３年次に質疑応答のあるプレゼンテーションに取り組み、

科学英語に親しむとともに、客観的思考力、英語による論理構成力、や主体的表現力を育成する。コミュ

ニケ―ション英語Ⅰ、Ⅱにおいて「内容言語統合型学習」を導入した。	 

⑦「自然探究Ⅰ・Ⅱ」…従来の蒜山や沖縄での野外実習を学校設定科目として単位化。自然探究Ⅰでは森林

生態系をテーマとして鳥取大学蒜山の森で、自然探究Ⅱでは亜熱帯生態系をテーマとして沖縄本島および

座間味島で体験型学習プログラムを実施。専門家の指導の下で様々な角度から自然について学び、多様性

の理解を目指した。自然探究Ⅰに外国人大学院生との協働研修を導入した。	 

⑧「自然探究Ａ」…従来のボルネオ海外研修を学校設定科目として単位化。マレーシアの大学と連携した環

境学習と国際理解をテーマとした研修を行う。英語での講義や熱帯雨林でのフィールドワークなどを通し

て、国際的な視点で環境問題を見る眼を養うとともに、英語運用能力の向上を図る。	 

（２）体験型実習	 

①生命科学実習…福山大学生命工学部を連携先として、生物工学科・海洋生物科学科・生命栄養科学科で専

門的な実験をすることで、科学に対する興味・関心を喚起するとともに、大学での学びに対する理解を深

めことを目指した。実験は小グループに分かれ、大学の研究者や大学院生が指導した。	 

②研修旅行…文系生徒も対象にして、北海道で多様な自然を教材としたフィールドワークや専門的な知識を

持つ指導者のもとでの体験型学習プログラムを実施し、自然環境に対する理解を深めることを目指した。

（３）教材開発	 

①理科教材開発…ICT機器を用いた探究的活動を取り入れた教材開発をおこない、中学校と高校が連携して
開発し公開授業を通して発信した。ICTは双方向の発信をおこないアクティブラーニングの手法を取り入
れた。	 

②ESD教材開発…学校ビオトープの活動や校内里山づくりを通して、水辺環境の保全意識や自然との持続的
な共生の概念を育成する教材を、校内の自然環境を対象として開発。	 



（４）中高連携	 

中学校理科・数学課題研究…高校での課題研究につながる中学校での取組をクラス、希望者、部活動を対

象に実施する。理科においては、クラス全体で共通のテーマについて課題研究に取り組む。数学において

は、自発的な課題研究に取り組もうとしている生徒に対する指導を行う。校内課題研究発表会を実施。

（５）キャリア教育	 

理系女子大学院生との交流会…大阪府立大学と連携し、理系女子大学院生との実習を中心とした交流会、

生命科学コース１・２年生を対象に実施。理系に進学した年齢の近い女性を身近に感じることによって、

女子生徒に理系分野への進学を促した。	 

（６）成果普及・社会連携	 

①公開授業研究会…本校の学校設定科目の授業、科学英語の研究授業、生徒による課題研究の発表、開発し

た理科教材による研究授業などを、地域の教育関係者や保護者に公開することによって、研究成果の地域

への普及を図り、地域の理数教育を支援する。	 

②理系女子科学研究発表交流会…女子生徒および女性研究者による科学研究のポスター発表、女性研究者の

キャリアに関する講演を実施。理系女子の連携の輪を広げるとともに、女子生徒に理系女性のロールモデ

ルを提示するキャリア教育としても位置づけた。	 

③科学教室…小学生や地域市民対象の科学教室を開講し、科学を身近なものとして伝えていく教材や方法を

開発する。地域の科学館や自治体と連携し、SSHの取組が地域をつなぐ契機とする。	 
 ⑤ 研究開発の成果と課題	 	 

○実施による成果とその評価 

今年度は、本校SSH事業第２期の５年目、通算10年目の年であった。これまで多様なSSH研究開発を進め
てきた。特に大きな成果があったものとして、次の４点があげられる。 

（１）科学的な探究活動の成果：仮説を証明するために粘り強くデータを集め、論理的に考察し分かり易く

伝える学びは大きな力になり、研究を続ける支えになっている。課題研究を教育課程上に設定することは、

生徒の進路選択に影響を与えるとともに、進学後必要な力を身につけることによって、女性科学研究者とし

て必要な基盤を育成する効果があると言える。また、中学３年次での課題研究・発表および交流が、高校で

の理系コースである生命科学コースや課題研究につながるようになった生徒が増加した。 

（２）語学力を持った科学技術人材の育成：科学英語研究会では「ディベート公開授業」を継続してきた。

科学的論題を用いた英語ディベート学習が科学の興味付けや科学英語の習得に有効であると評価されたの

みならずディベート学習というアクティブラーニングの手法を用いて英語による論理力、表現力を高めた。

生徒は英語で考えて表現することに慣れ、外国人大学生・大学院生との協働研修で科学的な内容のコミュニ

ケーションを容易にとれるなど効果を感じている。 

（３）探究・体験型学習による生徒の変容：１年生においては、学習に対する自主性・興味の向上、協働的

な学び・思考過程を重視する姿勢の育成に、体験型学習の効果がみられた。２年生においては情報の集め方

や成果の発表方法の習得に、探究学習の効果がみられた。共通のテーマのもとに国内外の異なるフィールド

で実習することでグローバルな視野を持つようになった。 

（４）女子の理系進路選択支援：「集まれ！理系女子」を広島（福山大学）、京都（京都大学）、東京（慶

應義塾大学）において開催し、参加校・参加者数共に毎年伸ばした。互いに刺激し合いながら研究への意欲

を高めることや、理系分野へのキャリア意識を高めることにより、女子中高生の科学技術系への進路選択を

支援する目的はある程度達成できた。女性の理系進出の必要性に対する社会的な認識を広げる効果もあった。

○実施上の課題と今後の取組	 

今後は２期10年の成果をもとに、課題研究活動をさらに広げ、国際的なネットワークを活用した共同研修
交流により、グローバル社会で活躍できる女性科学者の基盤を育成するプログラムを開発したい。さらに地

球規模の課題解決に向けたESDプログラムの開発と女子の理系進学を支援できる社会変容を目指してさらに
大きな努力を行っていく意欲を強く持っている 
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�平成２７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

�

 ① 研究開発の成果� 㸦᰿ᣐࡣ➼ࢱ࣮ࢹࡿ࡞ሗ࿌᭩ᮏᩥࡢ➨㸱❶࣭➨㸲❶グ㍕㸧 
（１）第２期 SSH 5 年間を通じた取り組みの概要 
� ᖺᗘ࡛➨㸰ᮇ SSH ◊✲㛤Ⓨࡀ⤊ࠋࡿࡍᖹᡂ 18 ᖺᗘࡽ㸰ᮇ 10 ᖺ㛫ࡿࡓࢃ◊✲㛤Ⓨࡢ୰࡛ዪᏊ

Ꮫ⛉ࡢዪᛶࡿࡍฟⓎࡽᑟධࡢࠖࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ⏕ࠕ࠙ࡣ㸯ᮇ࡛➨ࠋࡓࡁᚓ࡚ࢆ㐍ᒎ࡞ࡁ⫱Ꮫᩍ⛉ࡢ

ᢏ⾡ศ㔝࡛ࡢά㌍ࢆᨭ࡛ࡿࡁዪᏊᰯ࡛ࡢᩍ⫱ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ࢆࠚ◊✲㛤Ⓨㄢ㢟ࠋࡓࡋዪᏊ⏕ᚐࠕ⏕

ࠖࢆ⛉Ꮫⓗࡿ࠼ࡽどⅬࢆᇶ┙ࠕ࡚ࡋయ㦂ᆺᐇ⩦ࠖࢆቑࠕࠊࡋࡸㄢ㢟◊✲ࠖࠕࡳ⤌ࡾྲྀ⛉Ꮫⱥ

ㄒࠖࡢᣦᑟἲࢺ࣮࣋ࢹࢆᏛ⩦ࢆᡭἲࡇࡿࡍ❧☜㔜Ⅼ࡚࠸⨨ࢆ◊✲㛤Ⓨࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ➨㸰ᮇ࡛

ᮏᰯࡣ SSH ◊✲㛤Ⓨࡢ୰࡛᭱ࡶ⏕ᚐࢆኚᐜࠕ࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡏࡉㄢ㢟◊✲ࠖࢆᰕᤣࠊ࠼ESD ࢆどⅬࡢ

㔜どࠕࡿ࡞ࡽࡉࠋࡓࡋㄢ㢟◊✲ࠖࡢ㐍ᒎࢆồేࠊ࡚ࡵタ୰Ꮫᰯ㸱ᖺࠕࡶ⌮ᩘㄢ㢟◊✲ࠖࡢᐇࢆᗈࠊࡆ

㧗ᰯධᏛ⌮⣔㑅ᢥࢆᕼᮃࡿࡍ⏕ᚐࡢቑຍࢆ┠ᣦࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࡋ⌧ᅾࡢ᪥ᮏࡀ┤㠃ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡿࡍ

యࠕࡽࡉࠊࡋᏛⱥㄒࠖ⛉ࠕ࡞⬟ྍࡀᐹ⪄࡞Ꮫⓗ⛉ࠊࡏࡉ㐍ࢆ⩦Ꮫࢺ࣮࣋ࢹ࠺ࡼࡿᚓ࠼ᛂせㄳࡢ

㦂ᆺᐇ⩦ࠖࣝࣂ࣮ࣟࢢࢆ࡚ࡋㄢ㢟◊✲ࡿࡅ࠾ᅜ㝿ὶࢆ┠ᣦࠋࡓࡁ࡚ࡋࡢࡶࡓࡋ᪥ᮏࡢᑗ᮶

♫ࡢࡑࠋࡿ࠶㏻ᛕ࡛♫ࡣࡢ࠸᰿ᙉ࡚ࡋせᅉࡴ㜼ࢆ㐍ฟࡢᏛᢏ⾡⣔ศ㔝⛉ࡢዪᏊࡿ࡞㔜せ࡚ࡗ

㏻ᛕࡢኚᐜࢆ┠ᣦ࡚ࡋᅜ SSH ᰯ⌮⣔ዪᏊࡢὶࡸ SSH ༞ᴗ⏕ࡢὶࠊᆅᇦ♫ࡢ㐃ᦠࡢᶵࢆቑ

ᅾ⌧ࠋࡓࡁ࡚ࡋⓎಙ♫ࠊࡋࡸ SSH ༞ᴗ⏕ࡀᏛ㝔ಟኈㄢ⛬ࢆಟࡋ༤ኈㄢ⛬㐍Ꮫࡿࡍᮇࠊࡾ࡞

ࡢ࡞ࡿࡍᣦᑟࢆࠖ✲◊ㄢ㢟ࠕࡢᏛ◊✲ᐊ࡛ᮏᰯ⏕ᚐࠊࡋᢸᙜࢆㅮ₇ㅮᖌࡢ࡚ࡋࣝࢹ࣮ࣔࣝࣟ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡁฟ࡚ࡀ
 
（２）第２期 SSH の研究開発課題と成果 

➨㸰ᮇ SSH ◊✲㛤Ⓨㄢ㢟࠙ࡣḟ௦ࡢ⛉Ꮫᢏ⾡ࢆᢸ࠺ዪᛶ◊✲⪅ࡢ࡚ࡋᇶ┙ᩍ⫱ࡓࡋࡊࡵࢆᩍ⫱ࣔࢹ

ලࠊࡾ࠶࡛ࠚ᥎㐍ࡢ⏬ዪඹྠཧ⏨ࡿࡅ࠾Ꮫᢏ⾡ศ㔝⛉ࠊࡿࡼᙉࡢᡂᯝᬑཬ࣭ᆅᇦ㐃ᦠᵓ⠏ࡢࣝ

యⓗࡣ௨ୗࡢ㸳ࢆ࣐࣮ࢸࡢࡘᥖ࡚ࡆ◊✲㛤Ⓨࠋࡓࡁ࡛ࢇ⮫ 
㸦Ϩ㸧ዪᛶ⛉Ꮫ⪅࡚ࡋᚲせ࡞ᇶ┙ࢆ⫱ᡂࡿࡍᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
㸦ϩ㸧࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢᒎᮃㄒᏛຊࢆᣢࡓࡗ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦࢆ⫱ᡂࡿࡍ ESD  㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ
㸦Ϫ㸧ዪᏊ⏕ᚐࡢ⛉Ꮫⓗ⣲㣴ࢆ⫱ᡂࡿࡍ᥈✲࣭య㦂ᆺᏛ⩦ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
㸦ϫ㸧⌮ᩘዲ࡞ࡁᏊࡢࡶ〈㔝ᣑࡓࡋࡊࡵࢆᆅᇦ㐃ᦠࡢ᥎㐍 
㸦Ϭ㸧Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵➼㐃ᦠࡓࡋዪᏊ⏕ᚐࡢ⌮⣔㐍㊰㑅ᢥࢆᨭࣜࣕ࢟ࡿࡍᩍ⫱ࡢ᥎㐍 

 ࠚϨ࣐࣮ࢸ࠙
� 㹼ዪᛶ⛉Ꮫ⪅࡚ࡋᚲせ࡞ᇶ┙ࢆ⫱ᡂࡿࡍᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ㹼 
㹟Ꮫ㐃ᦠㄢ㢟◊✲ࡢᐇ 
� � ᮏᰯࡢㄢ㢟◊✲ࡣ⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸰ᖺḟࠕࡢ⏕⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࢆ୰᰾࡚ࡋ㸯ᖺḟࠕࡢ⏕⛉Ꮫ

ᇶ♏࡚ࠖࡗࡼᑟධࡢࢫ࣮ࢥ⌮ᩥࠊ࠸࡞ࡇ࠾ࢆ⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢ㛫ᩘࠕ⌮⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࠕ≀㉁⛉

Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࢆタᐃᩥ࡚ࡋ⣔⏕ᚐ࡚ࡵྵࡶㄢ㢟◊✲ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡵ⤌ࡾྲྀᮇేࡣタ

୰Ꮫᰯ㸱ᖺ⏕ࢆᩘ⌮ᑐ㇟ࠕࡿࡍ୰Ꮫᰯㄢ㢟◊✲ࠖࢆタ࡚ࡅ๓ᮇ୰➼ᩍ⫱ࡢᗈࢆࡾࡀᐇ⌧ࠋࡓࡋ

Ϫ࣐࣮ࢸࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆ✲◊࡞ⓗ⥆⥅ࡵྵࢆᨺㄢᚋ࡚ࡋάືࡢᏛ㒊ࠖ⛉ࠕ㒊ࠖ≀⏕ࠕࡽࡉ

࡛㛤Ⓨࠕࡓࡋ⏕⛉Ꮫᐇ⩦ࠖࠕ⮬↛᥈✲Ϩࠖࠕ⮬↛᥈✲ϩࠖ≉ࡣᩍ⫱ࡢ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛵㐃ࡀ

ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢᮏᰯࠋ࠸῝ SSH ◊✲㛤Ⓨࡢ୰࡛ࠊㄢ㢟◊✲ࡴ⤌ࡾྲྀ㐣⛬࡛ࡢ⏕ᚐࡢ࡞ࡁኚᐜᡂ㛗

⥆⥅࣐࣮ࢸ✲◊ࡾࡼ㐃ᦠࡢᏛࡽẁ㝵ࡢᮇึࡣᚩ≉ࡢ✲◊ㄢ㢟ࡢᮏᰯࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋᐇឤࢆ

ᛶࢆ࣐࣮ࢸࠊࡏࡓࡶࢆⓎᒎࠋࡿ࠶ࡇࡓࡁ࡚ࡏࡉᏛ◊✲⪅ࡢᣦᑟࡾࡼඛ➃ⓗ࡞⛉Ꮫ◊✲࡛ࡲ

Ⓨᒎࢆࡇࡿࡏࡉ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
� � ࠊࡋ㸴ᅇ⛬ᗘタᐃࢆ⤂✲◊ࡢ⪅✲◊ࡢ➼Ꮫ࡛ࢇ୪ᚓ⩦ࡢ⾡ሗฎ⌮ᢏࡣ࡛ࠖ♏⛉Ꮫᇶ⏕ࠕ

⛉Ꮫ◊✲ᑐࡿࡍ⯆㛵ᚰ୍ࢆᒙႏ㉳ࢆࡇࡿࡍ┠ᣦࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ◊✲⤂࡚ࡋ⪅✲◊࠺࡞ࡇ࠾ࢆ

Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬ᅾᏛࡿࡍ SSH ༞ᴗ⏕ࢆ㉳⏝࡛ࠕࠋࡓࡁ⏕⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࡣ⎔ቃᏛࠊࣉ࣮ࣝࢢ

㛫⏕≀Ꮫࠊࣉ࣮ࣝࢢⓎ⏕⏕≀Ꮫࣉ࣮ࣝࢢ㸦୧⏕࣭∐㢮ࠊ㓝ẕࠊ᳃ᯘ㸧࡛ᮏ᱁ⓗ࡞⛉Ꮫ◊✲ࢆ┠ᣦࡋ



�

�

ࠊ㔊ᡂࡢ㈐௵ឤࡾࡀ⧄ࡢᏛᖺ㛫ࠊࡾࡃࡘࢆ࣒ࢸࢫࢩࡃ࠸࡚ࡋ㒊⥅ᢎ୍ࢆ✲◊࡛ࣉ࣮ࣝࢢࢀࡒࢀࡑࠋࡓ

ෆᐜࡢ῝ࡢ✲◊ࠊࡓࡲࠋࡓࡗࡣࢆ㐣⛬࡛⏕ࡿࢀࡲ᪂࠸ࡋၥࢆ㏣ồ࡛ࡇࡿࡍ⥅⥆ᛶࡢ୰࡛ࡢෆ

ᐜࡢᗈࢆࡾࡀᅗࠊࡽࡉࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿᚋ࡞࠺ࡼࡿࡵࡲእ㒊Ⓨ⾲ཷࡿࡼ㈹ࡣ⏕ᚐࡢບࡳ⮬

ಙࡾࡀ࡞ࡘᣦᑟ⪅ࡢᡂ㛗ᩘࠕࠋࡓࡗࡀ࡞ࡘࡶ⌮⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࠕ≀㉁⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࡶ࡚࠸࠾

 ࠋࡓࡵ㧗ࢆຠᯝࡋ⏝ࢆᡭἲࡓࡗ⛉Ꮫㄢ㢟◊✲࡛ࠖᇵ⏕ࠕ࡞ㄽᩥసᡂࠊᛶ⥆⥅ࡢ࣐࣮ࢸ✲◊
㹠୰㧗㐃ᦠࡿࡼ⛉Ꮫᢏ⾡⣔ࣈࣛࢡάື୰Ꮫᰯ࡛ࡢ⌮ᩘㄢ㢟◊✲ࡢᐇ 

✲◊࠸῝ࡾࡼࠊࡋ㐃ືࠖ✲◊ㄢ㢟ࠕࡓࡋタᐃୖ⛬ᨺㄢᚋάື࡛ᩍ⫱ㄢࡢᏛ㒊ࠖ⛉ࠕ㒊ࠖ≀⏕ࠕ

㸯ᖺḟࢆ㣫⫱య㦂ࡢ୧⏕㢮ࠊࡋᡤᒓࡢ㒊ࠖ≀⏕ࠕࢆ⏕ࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ⏕ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ

ᖹᡂࠋࡓࡋ⫱ᇶ♏ᩍࡿࡍ㛵ࠖ⏕ࠕ࡛ࡇࡿࡏࡉ 25 ᖺᗘేࡾࡼタ୰Ꮫᰯࠕ࡚࠸࠾⌮ᩘㄢ㢟◊

ᖹᡂࠊࡋ༢࡛ᑟධࢫࣛࢡ㛫ࡢ⛉⌮ࢆࠖ✲ 26 ᖺᗘࡣࡽᕼᮃࣉ࣮ࣝࢢࡿࡍ⌮⛉ཬᩘࡧᏛ࣮ࢸࢆ

ࠋึࡓࡗ⾜୰ᚰࢆᨺㄢᚋࢆ✲◊ㄢ㢟ࡿࡍ࣐ ᖺᗘࡣ㸱ࢫࣛࢡ༢࡛ࡀ✲◊ࡢᖹᡂ 27 ᖺᗘࡣ㸵௳࡞

✲◊ࡾࡼ㸯ᖺḟ㧗ᰯධᏛᚋࠋࡓࡋᐇ㇟୰Ꮫᰯᰯ⏕ᚐᑐࢆ୰Ꮫᰯᰯෆ⌮⛉ㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲ࠊࡾ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘቑຍࡢ⪅⣔ᕼᮃ⌮ࡢ㧗ᰯ㐍Ꮫᡂ⫱ࡢ⣲ᆅࡴ⤌ࡾྲྀ
㹡⌮ᩘ⣔࣭ࢺࢫࢸࣥࢥᏛ࡛ࡢⓎ⾲ᐇ⦼ୖྥࡢ 

SSH ᣦᐃ➨㸰ᮇࡢᖹᡂ 23㸦2011㸧ᖺᗘ௨㝆ᖹᡂ 27㸦2115㸧ᖺᗘࠊ࡛ࡲẖᖺ25ࠊ ࡽ௳ 30 ㄢ㢟ࡢ௳

ࡢࡢࡶ࡞௦⾲ⓗࡕ࠺ࡢ㈹Ṕ㸦⏕ᚐ࣭ᩍဨ㸧ཷࡢࠖ✲◊⛉Ꮫㄢ㢟⏕ࠕࠋࡿ࠸࡚ࡋ⾲Ꮫ➼࡛Ⓨࢆ✲◊

 ࠋࡿࡆ࠶ࢆࡳ
࣭⏕ᚐࡢㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲ཷ㈹Ṕ 

ᖹᡂ 23㸦2011㸧ᖺᗘ 
Japan Science &Engineering Challenge(JSEC)2011�  ㈹࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ࣭ࢺࣥࣞࢪ
➨ 55 ᅇ᪥ᮏᏛ⏕⛉Ꮫ㈹� ᒸᒣ┴ᑂᰝ� ᒸᒣ┴▱㈹࣭ඃ⚽㈹ 

ᖹᡂ 24㸦2012㸧ᖺᗘ 
Japan Science &Engineering Challenge(JSEC)2012 ᑂᰝဨዡບ㈹ 
➨ 56 ᅇ᪥ᮏᏛ⏕⛉Ꮫ㈹� ᒸᒣ┴ᑂᰝ� ᒸᒣ┴▱㈹ 
➨㸷ᅇ㧗ᰯ⏕Ꮫࢺࢫࢸࣥࢥࢻࣥࣛࢢ� ᑂᰝጤဨ㛗㈹ 
➨ 21 ᅇ㧗ᰯ⏕࢜ࣂࡿࡼ◊✲Ⓨ⾲� Ꮚᅬ⏥࢜ࣂ 2012� ❧ 30 ࿘ᖺグᛕዡບ㈹ 
ᮍ᮶ࡢ⛉Ꮫ⪅㣴ᡂㅮᗙ࣭ḟୡ௦⛉Ꮫ⪅㣴ᡂㅮᗙᅜཷㅮ⏕◊✲Ⓨ⾲� ඃ⚽㈹ 

ᖹᡂ 25㸦2013㸧ᖺᗘ 
Japan Science &Engineering Challenge(JSEC)2013  ዡບ㈹ࣝࢸࣥ
➨ 57 ᅇ᪥ᮏᏛ⏕⛉Ꮫ㈹� ᒸᒣ┴ᑂᰝ� � ᒸᒣ┴▱㈹� ዡບ㈹ 
➨ 22 ᅇ㧗ᰯ⏕࢜ࣂࡿࡼ◊✲Ⓨ⾲� Ꮚᅬ⏥࢜ࣂ 2013� ඃ⚽㈹ 
ᮍ᮶ࡢ⛉Ꮫ⪅㣴ᡂㅮᗙ࣭ḟୡ௦⛉Ꮫ⪅㣴ᡂㅮᗙᅜཷㅮ⏕◊✲Ⓨ⾲� ඃ⚽㈹ 

ᖹᡂ 26㸦2014㸧ᖺᗘ 
ᖹᡂ 26 ᖺᗘ࣮ࣝࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ⏕ᚐ◊✲Ⓨ⾲� ⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓ⌮㛗㈹ 
Japan Science & Engineering Challenge(JSEC)2014� ెస 
➨ 58 ᅇ᪥ᮏᏛ⏕⛉Ꮫ㈹� ᒸᒣ┴ᑂᰝ� ᒸᒣ┴▱㈹� ୰ኸᑂᰝ� ධ㑅㸯➼ 
➨ 23 ᅇ㧗ᰯ⏕࢜ࣂࡿࡼ◊✲Ⓨ⾲� Ꮚᅬ⏥࢜ࣂ 2014� ඃ⚽㈹ 
ᮍ᮶ࡢ⛉Ꮫ⪅㣴ᡂㅮᗙ࣭ḟୡ௦⛉Ꮫ⪅㣴ᡂㅮᗙᅜཷㅮ⏕◊✲Ⓨ⾲� ඃ⚽㈹ 

ᖹᡂ 27㸦2015㸧ᖺᗘ 
ᖹᡂ 27 ᖺᗘ࣮ࣝࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ⏕ᚐ◊✲Ⓨ⾲�  ㈹࣭⏕ᚐᢞ⚊㈹࣮ࢱࢫ࣏
Japan Science & Engineering Challenge(2015)� ඃ➼㈹ 
➨ 59 ᅇ᪥ᮏᏛ⏕⛉Ꮫ㈹� ᒸᒣ┴ᑂᰝ� ᒸᒣ┴▱㈹� ୰ኸᑂᰝ� ⛉Ꮫᢏ⾡ᨻ⟇ᢸᙜ⮧㈹ 
➨㸳ᅇࢺࢵ࣑ࢧ࢜ࣂ in 㭯ᒸ� ㎰ᯘỈ⏘⮧㈹ 
International Conference on Biodiversity at Universti Tun Hussein Onn Malaysia 

                                                               Best Poster Award 㸦2 ௳㸧 
࣭ᩍဨࡢᩍ⫱㈹ཷ㈹Ṕ 

ᖹᡂ 26 ᖺᗘ� ➨ 46 ᅇᮾࣞ⌮⛉ᩍ⫱㈹ᮏ㈹ 
ᖹᡂ 26 ᖺᗘ� ᖹᡂᇶ♏⛉Ꮫ㈈ᅋ� ➨ 11 ᅇᑠᰘᫀಇ⛉Ꮫᩍ⫱㈹ዡບ㈹ 
ᖹᡂ 27 ᖺᗘ� ➨㸳ᅇ㧗ᰯ⏕ࢺࢵ࣑ࢧ࢜ࣂ in 㭯ᒸ� ඃ⚽◊✲ᣦᑟ⪅㈹ 

➨ 64 ᅇ� ㄞᩍ⫱㈹� ⌮⛉ᩍ⫱㒊㛛ඃ⚽㈹ 
 
 



�
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 ࠚϩ࣐࣮ࢸ࠙
� 㹼࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢᒎᮃㄒᏛຊࢆᣢࡓࡗ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦࢆ⫱ᡂࡿࡍᣢ⥆Ⓨᒎᩍ⫱㸦㹃㹑㹂㸧ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ㹼   
㹟⛉Ꮫⱥㄒ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢ㛤Ⓨ 
� � ➨㸯ᮇᘬࠊࡁ⥆ࡁ⛉Ꮫⓗ࡞ㄽ㢟ࡢࢺ࣮࣋ࢹࡿࡼᐇ㊶ࢆ㏻࡚ࡌ⛉Ꮫⱥㄒࡢᣦᑟἲࠕࢆᐇ㊶ⱥㄒࠖ

≉ࡣ࡚࠸࠾㸰ᮇ➨ࠋࡓࡁ࡚ࡋ㛤Ⓨ࡛࡞ࡢᤵᴗࡢ CLIL㸦ෆᐜゝㄒ⤫ྜᆺᏛ⩦㸧ࡢ⌮ㄽᇶ࡙ࠊ࡚࠸

Ꮫ⛉ࡾࡼᡂ⫱ࡢホ౯ຊ┦ࠊ㥍ຊࡸⓎಙຊࡓ࠸⏝ࢆㄽᣐࠊ࡚࡚࠶ࢆⅬ↔⛬ᣦᑟ㐣ࡢࢺ࣮࣋ࢹ

ⓗ࡞ㄽ㢟ࡢࡢࡶࡢࡑ㛵ᚰࢆ㧗ࡽࡉࠊࡵⱥㄒࡿࡼᛮ⪃ຊࢆ㣴ᡂ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡍ㐍ࠋࡓࡏࡉ

㧗ᰯ㸱ᖺḟࡣㄢ㢟◊✲ࡢෆᐜࢆ⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥဨࡀⱥㄒ࡛ࠋࡓࡋࡇࡿࡍࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ

ࡀᚐ⏕ࡿࡍࠖࠋࡓ࠸ࢃࡀពḧࡿࡍ⌧⾲ⱥㄒ࡛ࠕ 7 ࢆ㉸ࢺ࣮࣋ࢹࠊࡓࡲࠊ࠼Ꮫ⩦ࢆ⤒㦂ࡓࡋ⏕ᚐ

࡚ẚᚐ⏕ࡓࡗ࡞ࢃ⾜ࡣ GTEC for student ࡢࣥࣙࢩࢡࢭࢢࣥࢸࣛࡢఙࠊࡓࡲࠋ࠸ࡋࡲࡊࡵࡀࡧ

ㄽ㢟ࡓࡆୖࡾྲྀ࡚ࡋ⛉Ꮫⓗ࡞ၥ㢟ࡢ㛵ᚰࠕࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ῝ࡀᐇ㊶ⱥㄒ࡛ࠖ᥇⏝ࡿ࠸࡚ࡋⱥㄒࢹ

ࢹഛᆺ‽ࠕ࠺࡞ࡇ࠾࡚ࡋഛ‽ࢆពぢᵓ⠏ࡸሗ㞟࡞༑ศ๓࡛ࢇ㑅ࢆㄽ㢟࡞Ꮫⓗ⛉ࠊࡣࢺ࣮࣋

㉁ࡿࡅ࠾⾲ᏛⓎࠊሙ㠃ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡞᪥ᖖⓗࠊ᪉୍࡛ࠋࡿ࠶㸦Policy Debate㸧࡛ࠖࢺ࣮࣋

ᛂ⟅ࡣ࡛࡞༶ᗙ㐺ษࡶࡇࡿࡍࢆ࠼⟆ࡅཷ࡞ᚲせ࡛ࠋࡿ࠶ 
㹠ᾏእ◊ಟࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
� � ➨㸯ᮇᖹᡂ 18㸦2006㸧ᖺᗘࢩ࣮࣐ࣞࠊࡾࡼᅜ❧ࣂࢧᏛ㸦࢜ࢿࣝ࣎ᓥࣝࣂࢼ࢟ࢱࢥ㸧⇕ᖏ⏕≀ಖ

◊✲ᡤ㐃ᦠ࢜ࢿࣝ࣎ࡓࡋ◊ಟࢆᐇࠋࡓࡁ࡚ࡋ➨㸰ᮇᖹᡂ 23㸦2011㸧ᖺᗘࡾࡼ◊ಟෆᐜࢆᐇࡉ

࣭ࣥࢭࣇ࣭ࣥࢶᏛࣂࢧࡣᅾ㐃ᦠᏛ⌧ࠋࡓࡋᐇ࡚ࡋ᥈✲㸿ࠖ↛⮬ࠕ┠⛉Ꮫᰯタᐃࡢ⛉⌮ࡏ

ⱥㄒࡢᏛ࡛ࡢእᅜࠊ⩦ᐇࡢከᵝᛶ≀⏕ࡢᖏ⇕ࠋࡿ࠸࡚ࡗࢃຍࡀ㸧࣮ࣝ࣍ࣙࢪᓥ༙࣮࣐ࣞᏛ㸦ࣥ࢜

ࠊ⯆ࡢࡢ▱ᮍࠊẖᖺࠊࡾ࠾࡚ࡋෆᐜࢆὶࡢ⏕ᆅᰯ⌧ࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࠊ⩏ㅮࡿࡼ

ほᐹࡸほ ࡢ⯆ࠊ␗ᩥࢆᩗ࠺Ẽᣢࡢࡕఙ㛗ࡀ 100㸣ࠊࡓࡲࠊⱥㄒ࡛ࢀྲྀࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ

ࡢᐇ๓ࡀᚐ⏕ࡿ 80㸣ᙅࡽᐇᚋ 90㸣㉸ቑຍࠋࡿ࠸࡚ࡋᖺᗘࡣ㐃ᦠᏛࡢዪᏊᏛ㝔⏕ࡃࡉࢆ

ᅜ㝿ᏛࡢែᏛ⏕ࡓࢀࡉ㐃ᦠᏛ࡛㛤ദࡓࡲࠊᐇࢆ⩦༠ാᐇ࡚ࡋ⪸ᴗ࡛ᣍࢫ࢚ࣥࢧࡽ

㸦International Conference On Biodiversity㸧⏕ᚐࡀཧຍཱྀࠊࡋ㢌Ⓨ⾲࣮ࢱࢫ࣏Ⓨ⾲ࡕ࠺ࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆ

㸰௳ࡀ Best Poster Award ࠋࡓࡗࡣࢆᒎ㛤ࣉࢵࢸࢫࡢḟࡓࡅࡴὶ࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢ࡞ࡿࡍ㈹ཷࢆ

㹡ESD  ✲◊㊶ᐇࡢ
� � ᮏᰯࡢ ESD ࡣ㊶ᐇࡢ 1980 ᖺ௦ᚋ༙⏕≀㒊ࡢ࡞࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧ࣑ࢫ࢝ࡿࡼᕼᑡ୧⏕㢮ࡢ㣫⫱

࣭ಖㆤάືጞࡕࡢࡢࡑࠋࡓࡗࡲ ESD ᖹᡂࡣ㒊≀⏕ࡾࡲᗈ♫ࡀᴫᛕࡢ 19 ᖺᗘ㸦2007㸧ࠊࡣᒸ

ᒣᆅᇦࠕᣢ⥆ྍ⬟࡞㛤Ⓨࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ࠖ᥎㐍ᴗࡢ㔜Ⅼྲྀ⤌⤌⧊ᣦᐃࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 24 ᖺᗘ㸦2012㸧6 ᭶ࣘࡢ࣮ࣝࢡࢫࢥࢫࢿㄆᐃ࣮ࣝࢡࢫࢥࢫࢿࣘࠊࡅཷࢆ㐃ᦠࡓࡗࢆ ESD ࢆ

ᒎ㛤ᰯࠊࡶࡿࡍෆᕼᑡ✀ࡢಖㆤࢆ┠ⓗ࡚ࡋタႠࡢࣉ࣮ࢺ࢜ࣅࡓࡋᩍᮦࢆ㐍ࠋࡓࡵෆᐜⓗ

᳃ᯘ㸦ⵛᒣ㸧ࡧࡼ࠾ࠊㄪᰝࡢ࣓࣑࣑࢞࢝ࣆࢵࢩࢩ࣑ࡸ⫱㣫ࡢ࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧ࡚ࡋձ⎔ቃ⣔ศ㔝ࡶ

ࣂࢧࡢࢩ࣮࣐ࣞࠊ࡚ࡋղᅜ㝿⣔ศ㔝ࠊάືࡢಖㆤ࣭⎔ቃಖ↛⮬ࡓࡋ㏻ࢆほᐹࡢᾏὒ㸦Ἀ⦖㸧ࡸ

Ꮫ࣭ࣥ࢜ࣥࢭࣇ࣭ࣥࢶࠊᏛ㐃ᦠࡓࡋ⎔ቃᏛ⩦ࠊὥỈࢲࣥࣛ࢜ࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆ Were DI ࣮ࢡࢫ

ዪࠕㅮᗙࡍࡊࡵࢆᡂ⫱ࡢዪᛶࡓࡋ❧⮬࡚ࡋճ♫⣔ศ㔝࡚ࡋࡑࠊᐇࡢࢢࣥࢸ࣮࣑ࣉ࢝ࢫࡢࣝ

ᛶࠖࡢタ⨨ࡽࡉࠊ⌮⣔ዪᏊࡢ㐃ᦠࢆᙉࡿࡵ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶࡢ㛤ദࡲࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ

࡛ᅜ㝿⌮ゎࠊேᶒ㛵ࡿࢃᩍ⫱࡚ࡋᐇࢆࡢࡶࡓࡁ࡚ࢀࡉ ESD యⓗ࣭༠ാⓗࠊ࠼ࡳ⤌どⅬ࡛ࡢ

Ꮫ⩦ෆᐜࡢࡶࡿࢀࡲྵࡀᨵၿࡽࡉࠋࡓࡗ࠸࡚ࡋᖹᡂ 27 ᖺᗘ㸦2015㸧ࡣ⎔ቃ⣔ศ㔝࡛࡛ࡲࢀࡇ 10
ᖺ㛫ࡢⵛᒣ࡛ࡢ᳃ᯘᐇ⩦ࠊࡵࡲࢆࢱ࣮ࢹࡢἈ⦖┴ஂ⡿ᓥஂࡢ⡿ᓥす୰Ꮫᰯ㐃ᦠࠊࡋ⎔ቃᏛ⩦ࢆ㏻

࣮ࣝࢡࢫࢫ࢚ࣥࢧ࣮࣐ࢧࠕࡿࡍὶ୰Ꮫᰯࡢ㞳ᓥ࡚ࡋ in ஂ⡿ᓥ ࠺࠸ቃಖ⎔ࠋࡓࡋᐇࠖࢆ ESD
⧄ࡢ⏺ୡࡣ࡚࠸࠾እᰯࠊࡾࡀᗈࡢ⛉Ꮫ⣔ศ㔝♫ࡶ࡚࠸࠾ෆᰯ࡚ࡋฟⓎࡽ⤌ྲྀࡢศ㔝୍ࡢ

ὶࡢ⏕୰Ꮫࡢ㞳ᓥࠊࡾࡀ ESD  ࠋࡓࡗ࠸࡚ࡋᵓ⠏ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡿࡅ࠾

 ࠚϪ࣐࣮ࢸ࠙
㹼ዪᏊ⏕ᚐࡢ⛉Ꮫⓗ⣲㣴ࢆ⫱ᡂࡿࡍ᥈✲࣭య㦂ᆺᏛ⩦ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ㹼 

㹟᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ᑐᛂࡢ⛉⌮ࡓࡋᩍᮦࡸᣦᑟ᪉ἲࡢ㛤Ⓨ 
� � 㧗➼ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࡢᨵゞకࡢ⛉⌮ࠊ࠸ᩍ⛉ࡿࡅ࠾୰㧗ࡢ㐃ᦠࡸ᥈✲㸦᥈ồ㸧άືࡢᙉࢆ

ព㆑ࡓࡋ◊✲ᤵᴗࠊ࠸࡞ࡇ࠾ࢆ୰㧗㐃ᦠࡓࡋᤵᴗᨵၿ࡚ࡅྥⓎಙࠋࡓࡁ࡚ࡋᖹᡂ 22 ᖺᗘ㸦2010㸧ࡢ

ᖹᡂࠊሷࠖ୰ࠕ 23 ᖺᗘ㸦2011㸧࡛࣐࣮ࢸࡌྠ࠺࠸ࠖࣥ࢜ࠕࡢ୰㧗ࡢ⛉⌮ࡢබ㛤ᤵᴗࠊ࠸⾜ࢆ

㧗ᰯᩍဨࡢฟ๓ᤵᴗྍࡢ⬟ᛶࢆᥦࡓࡲࠋࡓࡋᖹᡂ 24 ᖺᗘ㸦2012㸧ࠕࡣᴗㅮᖌࡿࡼᤵᴗࡢ㛤Ⓨࠖ

ᖹᡂࠋࡓࡗ᥈ࢆ㐃ᦠࡢ⫱ᩍ⛉⌮ᆅᇦᴗࠊࡳヨࢆ 25 ᖺᗘ㸦2013㸧ࠕࡣ᥈ồάືࡗࡶࠊࡣẼ㍍ጞ

᥈ࡿࡅ࠾㧗➼ᏛᰯᏛࡧࡼ࠾ࠊ㛤Ⓨࡢᣦᑟἲࡢ✲◊ㄢ㢟ࡿࡅ࠾⛉⌮୰Ꮫᰯ࣐࣮ࢸࢆࠖࡿࢀࡽࡵ



�

�

✲άືࡾྲྀࡢ㎸ࠊࡳᖹᡂ 26 ᖺᗘ㸦2014㸧ࠕࡣ⊂❧ኚᩘ࣭ᚑᒓኚᩘࢆព㆑ࡓࡋᤵᴗ࡙ࢆࠖࡾࡃ୰㧗࡛ᒎ

㛤ࠋࡓࡋᖹᡂ 27 ᖺᗘ㸦2015㸧ࢺࢵࣞࣈࢱࡣ➃ᮎ࡚࠸⏝ࢆᐇ㦂㐣⛬ࡢሗࢆ⏕ᚐ㛫࡛ඹ᭷࡛ࡇࡿࡍᛮ

⪃ຊࢆࡇࡿࡵ῝ࢆඹ㏻ࠋࡓࡋ࣐࣮ࢸᆅᇦࡢᑠ୰㧗➼Ꮫᰯࡢᩍဨࡀཧຍࠊࡋᤵᴗᨵၿ㛵ࡿࡍᐇ㊶

ὶࡢሙ࡚ࡋᡂᯝࠋࡓࡆ࠶ࢆ 
㹠ほᐹࡸᐇ⩦ࢆά⏝ࡓࡋయ㦂ᆺᏛ⩦ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
� � Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ⮬↛᥈✲Ϩ� ᳃ᯘ⏕ែ⣔ࠖ㸦⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸯ᖺ⏕ࠊ㸯༢㸧ࠕ⮬↛᥈✲ϩ� ள⇕

ᖏ⏕ែ⣔ࠖ㸦⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸰ᖺ⏕ࠊ㸯༢㸧ࠕ⮬↛᥈✲㸿� ⇕ᖏ⏕ែ⣔ࠖ㸦⏕⛉Ꮫᩥ࣭ࢫ࣮ࢥ⌮

㫽ྲྀᏛ㎰ࠊ࡚ࡋ࣐࣮ࢸࢆ᳃ᯘ⏕ែ⣔ࠖࠕࠊࡣ᥈✲Ϩ࡛ࠖ↛⮬ࠕࠋࡓࡋᐇࢆ㸯㸪㸰ᖺ⏕㸧ࢫ࣮ࢥ

Ꮫ㒊㝃ᒓ࣮ࢱࣥࢭࢫ࢚ࣥࢧࢻ࣮ࣝࣇᩍ⫱◊✲ᯘ㸦ⵛᒣࡢ᳃㸧࡛ᐇ⩦ࡢࡇࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆᐇ⩦ࡣ➨

㸯ᮇึᖺࡢᖹᡂ 18 ᖺᗘ㸦2006㸧ࡾࡼ㫽ྲྀᏛࡢᩍဨ࣭ዪᏊᏛ㒊⏕ TA ࡋஈࡢ᳃ᯘయ㦂ࠊࡅཷࢆᣦᑟࡢ

ែໃࡿࢀゐ≀⏕࡛ࡇࡿࡏࡉయ㦂ࢆ⩦᳃ᯘᐇࡾࡓࢃᮇ㛫ࡢࡾ࡞ኟࡢ㧗ᰯ㸯ᖺḟዪᏊ⏕ᚐ࠸

ほࡢ≀⏕ࠊ᪉ࡾࢃ㛵ࡢ↛⮬ࡏࡉᐇࡶᮇ㛫࣭ෆᐜࠊ࠸క༢ࡣ㸰ᮇ࡛➨ࠋࡓࡁ࡚ࡋᡂ⫱ࢆ

ᐹࡢ᪉ࠊࡁࡽࡓࡣࡢ≀⏕ࠊ᳃ᯘࡢㄪᰝ᪉ἲࢆᏛࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿ⮬↛᥈✲Ϩࡢ᳃ᯘㄪᰝ࡛ᚓࡓ᳃ᯘ

⏕ែ㛵ࡿࡍㄪᰝࡣࢱ࣮ࢹẖᖺᘬࠕࠊࢀࡀ⥅ࡁ᳃ᯘࡢ㓟Ⅳ⣲྾㔞ࠖࡿࡍ࣐࣮ࢸࢆᏛᖺࡢᯟࢆ

㉸ࡓ࠼ㄢ㢟◊✲ࠊࢀࡽࡵࡲ࡚ࡋ◊✲ᡂᯝࡣᏛ➼࡛Ⓨ⾲ࠊࡋㄽᩥࠋࡿ࠸࡚ࡋᖺࡣᅜ❧◊✲㛤

Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࡢ᪥ᮏ࣭ࢪ㟷ᑡᖺࢫ࢚ࣥࢧὶᴗ㸦ࣥࣛࣉࢫ࢚ࣥࢧࡽࡃࡉ㸧᥇

ᢥࠊࢀࡉᣍ⪸ࡢࢩ࣮࣐ࣞࡓࡋዪᏊᏛ⏕࣭㝔⏕㫽ྲྀᏛ࣮ࢱࣥࢭࢫ࢚ࣥࢧࢻ࣮ࣝࣇ᳃ᯘ⏕ែ

⣔ࡢಖ࡞ ESD ⌧ᐇࢆ⩦༠ാᐇࡢ⏕Ꮫࡢᾏእࡓࡋඹ㏻ㄒࢆⱥㄒࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ⩦᳃ᯘᐇࡢどⅬ࡛ࡢ

ࣇ㫽ྲྀᏛ㎰Ꮫ㒊㝃ᒓࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺㣴ࢆࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡣ⪅ཧຍ࡚ࡌ㏻ࢆάືࣉ࣮ࣝࢢࡓࡲࠊࡋ

�᥈✲ϩ↛⮬ࠕࠋࡿ࠶Ẽೃ࡛ࡿࡍᒓᖏ ࡢᮏᕞ୰ᅜᆅ᪉ࡣᩍ⫱◊✲ᯘ࣮ࢱࣥࢭࢫ࢚ࣥࢧࢻ࣮ࣝ ள

⇕ᖏ⏕ែ⣔࡛ࠖࡣἈ⦖ᮏᓥࡧࡼ࠾ᗙ㛫ᓥࡋࢻ࣮ࣝࣇࢆள⇕ᖏ⏕≀ࡢᐇ⩦ࠕࢆ⮬↛᥈✲㸿� ⇕ᖏ

⏕ែ⣔࡛ࠖ࢜ࢿࣝ࣎ࡣᓥ༙࣮࣐ࣞࡧࡼ࠾ᓥ࡛ࡢ⇕ᖏ⏕≀ᐇ⩦ὶࢩ࣮࣐ࣞࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆᅜࡣ⏕

≀ከᵝᛶࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿ࠶࡛ࢺࢵ࣏ࢫࢺࢵ࣍ࡢከẸ᪘ከᩥඹ⏕ࡢᅜ࡛ࠊࡾ࠶ࡶ␗ᩥ⌮ゎࡶ㈉⊩࡛

⯆ࡢ ほࡸほᐹࠕࠖ⯆ࡢࡢ▱ᮍࠕࡣ⪅ẖᅇཧຍࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࣒ࣛࢢࣟࣉ⩦య㦂ᆺᏛࡿࡁ

ࠖ㛵࡚ࡋ 100㸣ࡢఙ㛗ࢆឤࠋࡿ࠸࡚ࡗྲྀࡌ 
� � ࡓࡗᩚࡢタഛࠊᖺ㸱ᅇࢆᐇ㦂ࡢෆᐜ࡞㧗ᗘࡿ࠼ࡇࢆෆᐜࡿࡍ⩦㧗➼Ꮫᰯ࡛Ꮫࡣ࡛ࠖ⩦⛉Ꮫᐇ⏕ࠕ

Ꮫ࡛ࠊᑓ㛛ᩍဨ࣭Ꮫ⏕ࡢᣦᑟࡶࡢయ㦂ࡢࡇࠋࡿࡍయ㦂ࡾࡼ⌮⛉ᐇ㦂ࡢ⯆ࡢ㧗ࢆࡾࡲឤ࡚ࡌ

ࡀᚐ⏕ࡿ࠸ 90㸣ࡽࡉࠊ㧗ᰯ㸯ᖺḟࡢᐇ⩦࡛ࡶࡿ࠶㛵90ࠊࡎࡽࢃ㸣௨ୖࡢ༞ᴗ⏕ࡢࡇࡣᐇ⩦య㦂ࡀ

Ꮫ࡛ࡢຮᙉᙳ㡪ࡿ࠸࡚ࡋᅇ⟅ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
� � �⾜ಟ᪑◊ࠕ ⮬↛࣭⎔ቃࠖࢫ࣮ࢥ㸦ᩥ⌮ࢫ࣮ࢥ㸰ᖺ⏕ᕼᮃ⪅㸧ࡣ 10 ᭶ᐇࠊࢀࡉᾏ㐨ࡢᗈ࡞

ᆅࠊࢆ↛⮬ᑓ㛛ⓗ࡞▱㆑ࢆᣢࡘᣦᑟ⪅ࡶࡢయ㦂ࡸ↛⮬ࡋ⎔ቃᑐࡿࡍ⌮ゎ࡛ࡀࡇࡿࡵ῝ࢆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡁ
㹡Ꮫࡸ◊✲ᶵ㛵㐃ᦠࡓࡋ⛉Ꮫᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
� � Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ⏕ࠖ㸦⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸰ᖺ⏕ࠊ㸰༢㸧࡛ࡣ⛉Ꮫⓗ࡞どⅬࢆᇶ♏ࠕ⏕ࠖࡘ

ᖹᡂࡣࡾࡲጞࡢࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᐇࡾࡼSSH㸯ᮇึᖺᗘࠋࡓࡁ࡚ࡏࡉ࠼⪄ࡾࡗࡋ࡚࠸ 11 ᖺᗘ㸦1999㸧
 ࠋࡿ࠶ᤵᴗ࡛ࡿ࡞ᚰᲬࡢࠖࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ⏕ࠕᮏᰯࡾࡰࡢࡉ

⏕≀Ꮫࠊ⮬↛ಖㆤࠊ་Ꮫࠊ་⒪⚟♴ࡢ࡞ᑓ㛛ᐙࡢㅮ⩏࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡅཷࢆどⅬࠕࡽ⏕ࠖᑐ

ࡿࡅ㌟ࢆ᪉࠼⪄ࡸ᪉ࡧᏛ࡞ᚲせ࡛ୖࡃ࠸࡚ࡋ᥋Ꮫⓗ⛉ࠖ⏕ࠕࠊࡶࡿࡵ῝ࢆゎ⌮࡚ࡋ

ࡼࡇࡿࡍ♧ᥦࢆࣝࢹࣔࣜࣕ࢟ࠊࡁᣍᴟⓗ✚ࢆ⪅✲◊ዪᛶࡣㅮᖌࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇ

ࣙࢩࢡ࣮࣡ࠋࡓࡁ࡚ࡗᅗࢆពḧྥୖࡢ㐍㊰㑅ᢥ࣭⫋ᴗ㑅ᢥ࣭ே⏕タィࡢ⣔ศ㔝⌮ࡢዪᏊ⏕ᚐࠊ࡚ࡗ

 ࠋࡓࡋࡶᶵࡪᏛᐇ㊶ⓗࢆᡭἲࡢ࡞㔝እㄪᰝࠊࣉࢵ
� � Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕⓎᒎ⛉┠㸦㧗㐃ᦠㅮᗙ㸧࡛ࠖࡣ་⒪⚟♴㛵࡚ࡋ⥲ྜⓗᏛࡿㅮᗙࢆᕝᓮ་⒪

⚟♴ᏛࠊࡓࡲዪᛶᏛ㛵࣒ࢲࣝࢺ࣮ࣀ࡚ࡋΎᚰዪᏊᏛ㐃ᦠࡓࡋㅮᗙࢆタࠋࡿ࠸࡚ࡅ⣔ิᏛ

ᖹᡂࢆ㧗᥋⥆ㅮᗙࡣΎᚰዪᏊᏛ࣒ࢲࣝࢺ࣮ࣀࡿ࠶࡛ 26 ᖺᗘ㸦2014㸧ࡾࡼ㛤ጞࠋࡓࡋ 

 ࠚϫ࣐࣮ࢸ࠙
㹼⌮ᩘዲ࡞ࡁᏊࡢࡶ〈㔝ᣑࡓࡋࡊࡵࢆᆅᇦ㐃ᦠࡢ᥎㐍㹼 

㹟ᆅᇦࡢඣ❺⏕ᚐ࣭ᕷẸᑐ㇟ࡢ⛉Ꮫᩍᐊࡢ㛤ㅮ 
� � ᑠᏛ⏕ࡸᆅᇦᕷẸᑐ㇟ࡢ⛉ᏛᩍᐊࢆᏛࡸᆅᇦࡢබẸ㤋࣭⛉Ꮫ࣭࣮ࢱࣥࢭᴗ࡞㐃ᦠ࡚ࡋ㛤ㅮ

⢝ࠕࡣ࣐࣮ࢸࡢㅮᗙࠋࡓࡋ㛤Ⓨࢆ᪉ἲࡸᩍᮦࡿࡀ࡞ࡘពḧ࠺࠸ࠖ࠸ࡓࡋຮᙉࡗࡶࢆᏛ⛉ࠕࡋ

Ỉࢆసࢆ⋣ࣥ࣎ࣕࢩࠕࠖ࠺ࢁ⛉Ꮫࢆࡃࡑ࠺ࢁࠕࠖࡿࡍ⛉Ꮫࠕࠖࡿࡍගࢆ⛉Ꮫࠕࠖࡿࡍぬࢆ⛉Ꮫࠖࡿࡍ

ࠊࡣࡇࡃ࠸࡚ࢀ㛤࡚ࡗᆅᇦᕷẸࡸ⏕ᑠᏛᏛᰯ௨እࡀሙᡤࡪᏛࢆᏛ⛉ࠋࡓࡋࡢࡶ࡞㌟㏆࡞



�

�

⛉Ꮫࢆ㌟㏆ឤࡿࡌ♫ࡢኚᐜ࡚ࡗษ࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶㧗ᰯ⏕ࡢࡇࡣබ㛤ㅮᗙ࡛ࡣᐇ㦂ᣦᑟဨ

ୖྥࡢᏛ⩦ពḧࡢ㌟⮬ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࢀࡉᚲせࡽ⪅ࠊࡾᅇഃࡿ࠼ᩍࡽ⮬ࠊࡾࢃ㛵࡚ࡋ

�ࠋࡓࡗࡀ࡞ࡘ � � � �  
㹠ᆅᇦࡢᑠ୰㧗ᩍဨᑐ㇟ࡢ⌮ᩘᩍ⫱◊✲࣭ᤵᴗබ㛤ࡢ㛤ദ 
� � ⌮ᩘዲ࡞ࡁᏊࡢࡶ〈㔝ᣑࡓࡋࡊࡵࢆᆅᇦ㐃ᦠࡢ᥎㐍ࡓࡲࠊ࡚ࡋ◊✲ᡂᯝࡢᬑཬ㛵ྲྀࡿࡍ⤌

�ᖺ㸱ᅇࠊ࡚ࡋ බ㛤ᤵᴗ࣭◊✲ࢆᐇࠋࡓࡋ㸴᭶ SSH ⛉Ꮫⱥㄒ◊✲10ࠊ ᭶ SSH ◊✲ᡂᯝ

Ⓨ⾲11ࠊ ᭶ SSH ᑠ୰㧗㐃ᦠ⌮⛉ᩍᮦ◊✲ࠋࡓࡋᮏᰯ࡛ࡣ⛉Ꮫⱥㄒࡢᐇຊ㣴ᡂࡵࡓࡢᏛᰯタ

ᐃ⛉┠ࠕᐇ㊶ⱥㄒࠖࢆタ⨨ࠊࡋ➨㸯ᮇࢺ࣮࣋ࢹࡾࡼᏛ⩦ࡿࡼᩍᮦࡧࡼ࠾ᤵᴗ㛤Ⓨࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ

➨㸰ᮇࡣ࡚࠸࠾ CLIL㸦ෆᐜゝㄒ⤫ྜᆺᏛ⩦㸧ࡢ⌮ㄽᇶ࡙ࠊ࡚࠸⛉Ꮫⓗ࡞ㄽᣐᇶ࡙ࡃ⣲ᮦࢆά⏝

࡛࣐࣮ࢸࡿ࡞␗ẖᖺࠊⓗ┠ࢆࡇࡿࡍᡂ⫱ࢆᢈุⓗ࣭ㄽ⌮ⓗᛮ⪃ຊຊ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊࡋ

ᤵᴗබ㛤ࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆෆᐜࡣ௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 
ᖹᡂ 23 ᖺᗘ㸸ࡢࢺࢵ࣌ࠕẅฎศࠖࢺ࣮࣋ࢹࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆᏛ⩦ࡢබ㛤ࠋ 

Team Teaching ࡛⏕ᚐࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⬟ຊࢆ㌟ࡿࡅࡘ㐣⛬ࢆ㔜どࠋ 
ᖹᡂ 24 ᖺᗘ㸸ࠕ⮚ჾ⛣᳜ࠖࢺ࣮࣋ࢹࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆᏛ⩦ࡢබ㛤ࠋ 

㸱ᖺ㛫ᵝࢺ࣮࣋ࢹ࡛࣐࣮ࢸ࡞ࠎᏛ⩦ࠋ❧☜ࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡍ⥆⥅ࢆ 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘ㸸ࠕฟ⏕๓デ᩿ࠖࢺ࣮࣋ࢹࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆᏛ⩦ࡢබ㛤ࠋ 

┦ᡭࡢᙇࢆṇ☜ࠊࡾྲྀࡁ⪺༶ⓗⓗ☜࡞㉁ၥࡸㄽ࠺࡞ࡇ࠾ࢆゝㄒάື↔Ⅼ

 ࠋࡓ࡚࠶ࢆ
ᖹᡂ 26 ᖺᗘ㸸ࠕ㓟Ⅳ⣲ฟ㔞ࡢ๐ῶࠖࢺ࣮࣋ࢹࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆᏛ⩦ࡢබ㛤ࠋ 

⏕ᚐࡢ┦ホ౯ࡢࢺ࣮࣋ࢹ࠸ࢆᨵၿ࡚࠸ࡘࡍ⏕↔Ⅼࠋࡓ࡚࠶ࢆ 
ᖹᡂ 27 ᖺᗘ㸸ࠕಖ⏕≀Ꮫࠖࢺ࣮࣋ࢹࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆᏛ⩦ࡢබ㛤ࠋ 

ⱥㄒᨺ㏦࡛⏝ࢆ❶ᩥࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸㢟ᮦࠕ㆟ㄽࠖࠕࡸㄽ㢟ࠖࢆぢࡅࡘฟ࣮࣋ࢹࠊࡋ

ᢈุⓗࢆⱥᩥࡢෆᐜࡓࡗࡲࡲࠋࡓ࡚࠶ࢆⅬ↔ࡇࡿࡍẚ㍑ࢆࡉᙉࡢᙧᘧ࡛ㄽⅬࢺ

ࠊࡾ࡞ࡳヨࡔࢇ㎸ࡳ㋃ᮏ㉁ⓗ᪉ἲࡿࡍᡂ⫱ࢆㄽ⌮ຊ࣭⾲⌧ຊࡿࡼⱥㄒࠊࡳㄞ

ᚋࡶⓎᒎࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡏࡉ 
� � SSHࠊ࠾࡞ ⛉Ꮫⱥㄒ◊✲ࢆ㛤ദࡾࡼࡇࡓࡋᮏᰯࡢ⛉Ꮫⱥㄒᩍ⫱㛵ࡿࡍၥࢆࡏࢃྜ࠸ᅜࡢ

SSH  ࠋࡓࡁ࡚࠸ࡔࡓ࠸᮶ᰯどᐹࡢಶูࡓࡲࠊࡁࡔࡓ࠸ࡽᰯ
SSH ◊✲ᡂᯝⓎ⾲ࡣᮏᰯࡢ SSH ᴗෆᐜేࢆタ୰Ꮫᰯࡓࡵྵࡶ⏕ᚐ࣭ಖㆤ⪅࣭ᆅᇦ୍⯡ᗈࡃබ

㛤ࡋᡂᯝࡢᬑཬࢆࡇࡿࡣࢆ┠ⓗࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ᖹᡂ 27 ᖺᗘ࣒ࢲࣝࢺ࣮ࣀࡌྠࡣΎᚰᏛᅬࡢ

ጜጒᰯ࣒ࢲࣝࢺ࣮ࣀΎᚰዪᏊᏛࢆሙࠊࡓࡲࠋࡓࡋ➨㸰ᮇ࡛ࡣ SSH ᴗ༞ᴗ⏕ࢆ✚ᴟⓗㅮᖌ

ᖹᡂࠋࡓࡋᕤኵ࠺ࡼࡿ࡞ࣝࢹࣔࡢ⏕ᅾᰯࠊࡋ⤂ࢆᚋࡢࡑࡢ⏕༞ᴗࠊࡁᣍ࡚ࡋ 24 ᖺᗘࡽᖹᡂ 27
ᖺᗘࡢ࡛ࡲᮇ㛫ᗈᓥᏛ⌮Ꮫ㒊ࠊி㒔ᏛᏛ㝔⌮Ꮫ◊✲⛉ࠊᒸᒣᏛ⌮Ꮫ㒊ࠊᕞᏛእᅜㄒ

Ꮫ㒊ࠊ㤶ᕝᏛ㎰Ꮫ㒊ࠊ㜰ᏛᏛ㝔⌮Ꮫ◊✲⛉ࠊᒸᒣᏛ་Ꮫ㒊་Ꮫ⛉ᅾ⡠ࡿ࠸࡚ࡋ༞ᴗ⏕ࡢ

ㅮ₇ࢆᐇࠋࡓࡋᚋࠊᮏᰯ SSH ༞ᴗ⏕ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢᵓ⠏ࠊࡋ㐃ᦠ࣒ࣛࢢࣟࣉཧຍࡿࡍ⏕ᚐ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᮇᚅࢆࡇࡿࢀࡽ࠼㏄ࢆ⏕༞ᴗࡓࡋ❧⮬࡚ࡋ⪅✲◊ࠊࡋࡸቑࢆ

 ࠚϬ࣐࣮ࢸ࠙
㹼Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵㐃ᦠࡓࡋዪᏊ⏕ᚐࡢ⌮⣔㐍㊰㑅ᢥࢆᨭࣜࣕ࢟ࡿࡍᩍ⫱ࡢ᥎㐍㹼 

a ዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶࡢ㛤ദ 
� � ➨㸯ᮇࡢᖹᡂ 21 ᖺᗘࠕࡾࡼዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲࣮ࢱࢫ࣏ࡢⓎ⾲ࠖࠕ⌮⣔ዪᛶࡁ⏕ࡢ᪉ࢻ࢞

ㅮ₇࡛ࠖᵓᡂࡓࡋὶࠕ㞟ࢀࡲ㸟⌮⣔ዪᏊ� ዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶࠖࢆẖᖺ㛤ദࡋ

 ࠋࡿࡆ࠶ࢆⅬ୕ࡢḟ࡚ࡋⓗ┠ࡢὶࠋࡓ
ձ⛉Ꮫ◊✲ࡴ⤌ࡾྲྀዪᏊ⏕ᚐⓎ⾲ࡢᶵ⏕ᚐྠኈࡢὶࡢሙࢆタࠊ࡛ࡇࡿࡅྜࡋ่⃭࠸

ࠊࡽࡉࠋࡃ࠸࡚ࡆ࡞ࡘᡂ⫱ࡢ⪅✲◊ዪᛶ࠺ᢸࢆ⾡Ꮫᢏ⛉ࡢḟୡ௦ࠊࡵ㧗ࢆពḧࡢ✲◊ࡽࡀ࡞࠸

⌮⣔ዪᏊྠኈࡢዲࠊࡵ῝ࢆ⌮⣔㐍㊰ࢆ┠ᣦࡍ௰㛫ព㆑ࠋࡴ⫱ࢆ 
ղᏛ㝔➼࡛◊✲ࡿࡅ⥆ࢆዪᛶ◊✲⪅ዪᏊ⏕ᚐࡢὶࡢሙࢆタࠊࡶࡿࡅ◊✲ෆᐜࡸ⤒Ṕ㛵

⣔ศ㔝⌮ࡢዪᏊ⏕ᚐࠊࡋ᥋ࣝࢹ࣮ࣔࣝࣟࡢ⣔ዪᛶ⌮ࠊ࡚ࡋ㏻ࢆㅮ₇ࡸ⾲㢌Ⓨཱྀࡢ⪅✲◊ዪᛶࡿࡍ

 ࠋࡿࡵ㧗ࢆព㆑ࣜࣕ࢟ࡢ
ճዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲⯡୍ࢆබ㛤ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ୰Ꮫ⏕ࡴྵࢆ⏕ᚐ࡚ࡅࡴ⌮⣔ศ㔝

ࢆࡇࡃ࠸࡛ࢇ㐍࡚ࡗࡶࢆክᏛᢏ⾡ศ㔝⛉ࡀዪᏊ⏕ᚐࠊࡽࡉࠋࡿࡍႏ㉳ࢆ࣭㛵ᚰ⯆ࡿࡍᑐ

✚ᴟⓗཷᐜ࡛ࡿࡁ♫ኚᐜࡢࡵࡓࡿࡍព㆑ᨵ㠉ࡸၨⓎάືࡢ࡚ࡋᙺࢆᯝࠋࡍࡓ 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘ࡛ࡲ㸳ᅇ࡚ࡗࡓࢃ⚟ᒣᏛ♫㐃ᦠ◊✲᥎㐍࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤ദࠊࡀࡓࡋᖹᡂ 26 ᖺᗘࡣ



�

�

ி㒔Ꮫⓒ࿘ᖺィྎグᛕ㤋ࢆሙࠊ࡚ࡋ㛵す᪉㠃࡛ࡢᬑཬࠋࡓࡵࡘᖹᡂ 27 ᖺᗘࡣ᠕⩏ሿ

Ꮫ୕⏣ࢆࢫࣃࣥࣕ࢟ሙࠊ࡚ࡋᅜࡢ⌮⣔㐍㊰ࡍࡊࡵࢆዪᏊ⏕ᚐዪᛶ◊✲⪅ࡢ㞟ࡿࡲὶࡋ

ᣦᐃ➨㸰ᮇᖹᡂࠋࡓࡋᙉࢆⓎಙࡢ♫ࠊ࡚ 23㸦2011㸧ᖺᗘࡽᖹᡂ 27㸦2015㸧ᖺᗘࡢ࡛ࡲཧຍ⪅

ᖹᡂࡣᩘ 23㸦2011㸧ᖺᗘ 257 ᖹᡂࠊྡ 24㸦2012㸧ᖺᗘ 261 ᖹᡂࠊྡ 25㸦2013㸧ᖺᗘ 307 ᖹᡂࠊྡ 26
㸦2014㸧ᖺᗘ 353 ᖹᡂࠊྡ 27㸦2015㸧ᖺᗘ 385 ᖹᡂࡣᩘ௳⾲Ⓨ✲◊ࠊྡ 23㸦2011㸧ᖺᗘ 69 ᖹᡂࠊ௳

24㸦2012㸧ᖺᗘ 68 ᖹᡂࠊ௳ 25㸦2013㸧ᖺᗘ 75 ᖹᡂࠊ௳ 26㸦2014㸧ᖺᗘ 87 ᖹᡂࠊ௳ 27㸦2015㸧ᖺᗘ

98 ࡃ࠸࡚ࡅ⥆ࢆ✲◊ࠕࡣᯝ㸦2015㸧࡛⤖ࡢࢺ࣮ࢣࣥཧຍ⏕ᚐࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡆᣲࢆᡂᯝࡋቑຍ௳

ཧ⪃࠺࠸ࠖࡓࡗ࡞㡯┠㛵࡚ࡋ 100㸣࠺ࡑࡶ࡚ࠕࡀᛮ࠺ࡑࠕࠖ࠺ᛮ࠺࠸ࠖ࠺⫯ᐃⓗ࡞ᅇ⟅ࡋࢆ

㸟⌮⣔ࢀࡲ㞟ࠕࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠸ฟ࡚ࡀᡂᯝᐇ☜ࢺ࣓࣮ࣥ࣡ࣃ࢚ࣥࡢࡕࡓ⣔ዪᏊ⌮ࡓࡋཧຍࠊࡾ࠾࡚

ዪᏊ� ዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶࠖ㛵ࡣ࡚ࡋ⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓ㸦JST㸧2014ࠕࡢ㸫2015� ࢫ

�࣮ࣝࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࣃ࣮ ࢡࢵࣈࢻ࢞ ࠸࠾ࠖ SSHࠕ࡚ ᣦᐃᰯࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ ᪂ࠕࠖ

 ࠋࡓࢀࡉ⤂࡚ࡋࠖࡳ⤌ࡾྲྀ࠸ࡋ
㹠Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵➼㐃ᦠࡓࡋ⌮⣔ዪᏊᑐ㇟ࣜࣕ࢟ᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
� � ዪᛶ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂຊࢆධࡿ࠸࡚ࢀᏛ㐃ᦠࠊࡋᏛࡢタࡸ◊✲ᐊ࡛ዪᛶ◊✲⪅ࡿࡼㅮ⩏ࢆ

⣔⌮ዪᏊ⏕ᚐࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿࡌឤ㌟㏆ࢆ⪅✲◊⣔ዪᛶ⌮ࡣࡇࡿࡅཷࢆᣦᑟࡢ⩦ᐇ㦂࣭ᐇࠊࡅཷ

ศ㔝ࡢ㐍Ꮫࠊࡓࡲࠋࡿࡀ࡞ࡘࡇࡍಁࢆ㏆࠸ୡ௦ࡢዪᏊᏛ⏕࣭ዪᏊᏛ㝔⏕ࢸ✲◊ࡽࡿࡼ

ᶵࡃᥥ࠸ᛮලయⓗࢆ㐍㊰ࡢࡽ⮬ὶ࡛ࡢᚋࡢࡑࠊࡅཷࢆᐇ⩦ᣦᑟࡢࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡸ⤂ࡢ࣐࣮

ࠋࡓࡋ⌧ᅾࠊ㜰ᗓ❧Ꮫዪᛶ◊✲⪅ᨭ࣮ࢱࣥࢭ㐃ᦠࠊࡋ⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸯ࠊ㸰ᖺࡀཧຍࠊࡋ

ㅮ⩏࣭◊✲⤂ᐇ㦂࣭ᐇ⩦ࢆ㝸ᖺ࡛ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

� ᭱ᚋࠊ㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡢ࡚ࡌ⏕ᚐࡢኚᐜࢆᴫほࡃ࠸࡚ࡋ㸦ᮏᩥཧ↷㸧ࠋSSH ᴗࡢᑐ㇟ࡿ࡞⏕⛉

Ꮫࢫ࣮ࢥຍࡢࢫ࣮ࢥ⌮ᩥ࡚࠼⏕ᚐẖᖺࠕᏛ⩦㛵ࡿࡍព㆑ࡢኚࠖࢆᖺ㸰ᅇㄪᰝࠋࡿ࠸࡚ࡋㄪᰝ㡯

┠ղᏛ⩦࡛᪂࠸ࡋ⯆ࠊࡓࡗ▱ࢆմᡂᯝࡢⓎ⾲᪉ἲࠊࡿࢃࡀն⟅࠼⪄ࡃ࡞࡛ࡅࡔ࠼᪉ࡀษࡓࡲࠊշ

ոչⱥㄒ࣭ᩘᏛ࣭⌮⛉ࡢᏛ⩦⯆ࡿ࠶ࡀ� 1ࠊ࡚࠸ࡘ ᖺḟࠊ⏕⛉Ꮫ⏕ࢫ࣮ࢥ⌮ᩥࡣ⏕ࢫ࣮ࢥẚ㍑

2ࠊࡋࡋࠋࡿࡍఙ㛗ࡃࡋⴭ࡚ࡋ ᖺ⏕ࠕࠊࡾ࡞ㄢ㢟◊✲ࠖࡀᮏ᱁ࡋ㧗ᗘ࡞◊✲ෆᐜࠊࡸᏛ࡛せồࡉ

ࢆ᪼ୖ࡞ࡸ⦅ࡧࠊᚋࡢࡑࠋࡿࡍ᪦పୗ୍ࡀ್ᩘࡢ┠㡯ࡢࡽࢀࡇࠊࡋࡾࡓᙜࡢ┠ࢆ‽Ỉࡢ⾲Ⓨࡿࢀ

ࡗࡘࡪᅔ㞴ࠊࡽࡀ࡞ࡌឤࢆࡧ႐ࡢ⩦Ꮫ࡞ࡓ᪂ࠊ࡚ࡌ㏻ࢆయ㦂࡞ࡲࡊࡲࡉࡀᚐ⏕ࠋࡿ࠶ഴྥࡿࡏࡳ

ࠊ࡚࠼ຍ┠㡯ࡢղմࠊࡓࡲࠋࡿ࠼ゝࡿ࠸࡚ࡋᚓ⋓ࢆຊࡃ࠸࡚࠼㉺ࡾࢆࢀࡑࠊࡶࡽࡀ࡞ࡳᝎࡁࡓ

ሗࡢ㞟ࡵ᪉ࡀศࠊࡿኻᩋࢇࡔࢇࡔࡶ࡚ࡋⰋ࠺࠸࠸ࡼࡤࢀࡍࡃ㡯┠ࡿࡅ࠾㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌഴྥ

SSHࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࡃ㧗ࡀホ౯ࡶ⏕ࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ࣭ᩥ⌮୧⏕࡚ࢀࡘࡴࡍࡍࡀᖺᗘࠊ࡚ࡋ ᴗࡢ୰࡛≉

ᰯࡀຠᯝ࡚࠸࠾┠㡯ࡢࡽࢀࡇ࠸῝ࡀࡾࢃ㛵ࠖ✲◊ㄢ㢟ࠕ࡞⬟ྍࡀ㒊㑅ᢥᒚಟ୍ࡶ⏕ࢫ࣮ࢥ⌮ᩥ

SSHࠕ㸰ᖺḟࡢࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ࣭ᩥ⌮୧⏕ࠊࡓࡲࠋ࠸ࡓ࠼ࡽࡿ࠸࡚ࡋἼཬ άືࡢᮇᚅຠᯝ

ཧຍࡳ⤌ࡾྲྀ࠸㠃ⓑࡢᩘ࣭⌮㡯┠ձ࡚࠸࠾㛵ಀࡢຠᯝᮇᚅࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇࢆព㆑ㄪᰝࡢ࡚ࠖ࠸ࡘ

�ࡿࡍୖྥࡀࢫࣥࢭࡢᩘ࣭⌮ղࠊࡿࡁ࡛ ᮇࠊࡓࡲࠋࡿ࠸ฟ࡚ࡃ㧗ࡶຠᯝࡶẖᖺᮇᚅࡣ࡚ࡋ㛵┠㸰㡯ࡢ

ᚅࡶࡾࡼࡓࡋຠᯝࡿࡍࡓࡗ࠶ࡀ㡯┠࡚ࡋմᏛᚋࡢᚿᮃศ㔝᥈ࡋᙺ❧ࠊࡘյᑗ᮶ࡢᚿᮃ⫋᥈ࡋ

ᙺ❧ࠊࡘնᅜ㝿ᛶྥୖᙺ❧ࡘ� ճࡣ┠㡯࠸࡞࠸࡚ࢀࡽࡌឤࡀຠᯝ࡚ࡋᑐᮇᚅࠊ၏୍ࠋࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀ

⌮⣔Ꮫ㒊ࡢ㐍Ꮫᙺ❧ࡘ� ࡍࡘ❧ᙺ㐍Ꮫ࡚ࡗࡶࢆఱࠊ࡛ࡢ࠸࡞ࡣ㦂ᣦᑟ࡛ཷ࡞᥋ⓗ┤ࠋࡿ࠶㡯࡛ࡢ

10ࠊࡣ㸱ᖺḟ࡛࡚ࡋ㛵ࢀࡇࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡵᗈࢆゎ⌮ࡢࡿ 㡯┠ࠕࡢSSH άືࡀᕼᮃ㐍㊰

㐍㊰ࡀᚐ⏕ࡢ100㸣ࠊⅬ࡛ࡓࡋ๓┠ࢆ༞ᴗࡢ㧗㸱ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆㄪᰝࡢࠖࡓࡋᗘᙳ㡪⛬ࡢ

ᏛࠊࢺࢫࢸࣥࢥᏛ⛉ࠕࠖ✲◊ㄢ㢟࠺⾜࡛⌜ࡸෆ࡛ಶேᰯ⮬ࠕࡀࡢࡿ࠸࡚࠼⪄ࡓࡋࡰཬࢆᙳ㡪

ࡢࡃከࠊࡽࡇࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡘ㸰ࡢཧຍࠖࡢ SSH ୰᰾ࡢࢢࣥࢽ࣮ࣛࣈࢸࢡࡶ୰࡛ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ

ཧຍࠖࡢᏛࠊࢺࢫࢸࣥࢥᏛ⛉ࠕࡢ࡚ࡋሙࡢ⾲Ⓨࡢࡑࡳ⤌ࡾྲྀࡢࠖ✲◊ㄢ㢟ࠕࡘᣢࢆせ⣲ࡿ࡞

 ࡿ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡢࡶࡿ࠼ᨭࢆ㐍Ꮫࡢព࡛⌮⣔Ꮫ㒊ࡢ┿ࡓࡲࠊ࠼ࢆᙳ㡪ᚐ⏕ࡶ᭱ࡀ
༞ᴗ⏕ᑐࡿࡍ㏣㊧ㄪᰝࢆẖᖺᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ⌧ᅾ SSH10 ᖺ┠ࡢᮏᰯ࡛ࡣ⌧ᅾ࡛ࡲ 7 Ꮫᖺࡀ༞ᴗࡋ

ࡕ࠺ࡢ⏕༞ᴗࠋࡿ࠸࡚ 83㸣ࡀ SSH ࠼㉸ࢆ50㸣ࠋࡿ࠸࡚࠼⟆ࡿ࠸࡚࠼ࢆᙳ㡪ά⏕ࡢᅾ⌧ࡀ㦂⤒ࡢ࡛

SSHࠊࡀ⏕༞ᴗࡿ άືࢆ㏻ࠕ࡚ࡌᚲせ࡛ࡓࡋୖྥࡶ࡚ࠊຊࠖࡿ࠸࡚࠼⟆㡯┠ࠕࡀዲወᚰࠖࠕᐇ㦂

ࠊၥ㢟Ⓨぢຊࠖࠕࠊᛶࠖ⊃ࠕࠊࠖࡉᙉࡾ⢓ࠕࠊ༠ㄪᛶࠖࠕࠊᛶࠖ⮬ࠕࠊࠖ⯆ࡢ⏝ᛂࠕࠊࠖ⯆ࡢ

ᮏᰯࠊࡣせ⣲ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶ຊ࡛ࠖࡿ࠼⪄ࠕࠊ᥈ồᚰࠖࠕ SSH ᴗࡢ㔜どࡿࡍᐇ⩦࣭◊ಟ࣮ࣇࡴྵࢆ

ࡃ㛗⏕ேࡢ༞ᴗᚋࠊࡶࡽࡇࡢࡇࠋࡿࡍᐹ⪄ࡢࡶࡓࢀࢃ㣴ࡽ⾲ㄢ㢟◊✲࣭ᏛⓎࢡ࣮࣡ࢻࣝ

ᙳ㡪ࢆࠕࡀࡢࡿ࠸࡚࠼ㄢ㢟◊✲ࠖࡀࡇࡿ࠶࡛ࡳ⤌ࡾྲྀࡢศࠋࡿ 
௨ୖࠊ➨㸰ᮇ㸳ᖺ㛫ࡢ⤌ྲྀࡢᡂᯝࢆ㏙ྛࠊࡀࡓࡁ࡚ᴗ࡛タᐃࡓࡋ௬ㄝࠊࡣ࡚࠸ࡘᐇࡃ࠸࡚ࡋ

୰࡛ᴫࡡ㐩ᡂࡾ࠾࡚ࢀࡉ㸦ᮏᩥཧ↷㸧ࠊ➨㸰ᮇ SSH  ࠋࡿ࠼ఛࡀࡇࡓ࠸࡚ࡋᐇ࡚ࡌ⥲ࡀࡳ⤌ࡾྲྀࡢ



�

�

 ② 研究開発の課題�  
➨㸰ᮇ SSH  ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡢḟࡣㄢ㢟ࡁࡴ⤌ࡾᚋྲྀࠊ࠼⤊ࢆ
㸯㸬ࠕㄢ㢟◊✲ࠖࢆ⌮ᩘ⣔ࡣ࡚࠸࠾㧗ᗘࢆࡢࡶ࡞ồࠊࡽࡀ࡞ࡅ⥆ࡵேᩥ⛉Ꮫ⣔ศ㔝ࠊ♫⛉Ꮫ⣔ศ㔝

ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡍ㣴ᡂࢆ㈨㉁ࡿ࡞♏ᇶࡢࡑࡽపᏛᖺࡢ୰Ꮫᰯࡢタేࠊࡸࡇࡿࡍ㊶ᐇ࡚ࡆᗈ࡛ࡲ

 ࠋࡿࡍᵓ⠏ࢆ࣒
㸰㸬⌧ᅾ࡛ࡲ㛤Ⓨࡓࡋⱥㄒࢺ࣮࣋ࢹᏛ⩦ࠕࠊ࡚࠸࠾༶⯆ᆺࢺ࣮࣋ࢹ㸦Parliamentary Debate㸧ࠖࡢ

ᡭἲࡾྲྀࡶධࡾࡼࠊ࡚ࢀᐇ㊶ⓗࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡞⬟ຊࡢ⫱ᡂດࠋࡿࡵᅜ㝿Ꮫ࡛ࡢⓎ⾲㉁

ᛂ⟅ᑐᛂ࡛ࡿࡁⱥㄒ㐠⏝⬟ຊࢆୖྥࡢ┠ᣦࠊࡋⱥㄒᤵᴗᨵ㠉Ⓨᒎࠊࡓࡲࠋࡿࡏࡉ࡛ࡲ㛤Ⓨ

SSHࠊ࡞ࡿࡍᥦ౪⯡୍ࢆᩍᮦࡓࡁ࡚ࡋ ᴗ࡚࠸࠾ᚓࡓࢀࡽᡂᯝࡢᬑཬ㈉⊩ຊࢆධࠋࡿࢀ 
㸱㸬⏕ᚐࡢព㆑ㄪᰝࠕࠊ࡚࠸࠾ᚲせ࡛ࡢࠖࡎࡏୖྥࡾࡲ࠶ࠊᅇ⟅㑅ࠕࡀࡢࡓࢀࡤᅜ㝿ᛶ࡛ࠖࡗ࠶

ᐇ㊶ⱥࠕ┠⛉Ꮫᰯタᐃࠊࡵࡓࡿࡏࡉୖྥࢆⱥㄒ㐠⏝⬟ຊࡸタᐃࡢࠖ✲᥈↛⮬ࠕࡢᾏእ࡛ࡶ࡛ࡲࠋࡓ

ㄒࠖࡢෆᐜᨵၿࠊࡀࡓࡁ࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ⌧ᅾࡢ᪥ᮏࡢႚ⥭ࡢㄢ㢟࡛ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡿ࠶ࠊ࡚ࡅྥᚋࠊ

 ࠋ࠺⾜ࢆ㛤Ⓨࡢෆᐜ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞ຠᯝⓗࡽࡉ
㸲㸬⎔ቃᏛ⩦ࡽฟⓎࡓࡋᮏᰯࡢ ESD ᛮࡿ࡞┙ᇶࡢᩍ⫱άືࡢ࡚ࡍ࡚࠸࠾ព࡞ᮏ᮶ⓗࡢࡑࡣ

ࠊ⫱ᩍࡿࡍ㛵࣮ࢲ࢙ࣥࢪࠊ⫱ᖹᩍࠊ⫱ᩍࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊᅾ⌧ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞࠸࡚࡚⫱࡚ࡋ

Ꮫᰯࡢᡤᅾࡿࡍ㔛ᒣࡢ⥔ᣢάື࡞ᗈࠊࡀࡿ࠸࡚ࡆḟᮇ◊✲࡛ࡣ SSH ┙ᇶࡢάືࡢ࡚ࡿࢃ㛵

ESD  ࠋ࠺⾜ࢆᵓ⠏࡚ࡋࡢࡶࡓ࠸࠾ࢆどⅬࡢ
㸳㸬ࠕ㞟ࢀࡲ㸟⌮⣔ዪᏊ� ዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘᚋࡽࡉࠊⓎᒎᐃ╔ࡉ

 ࠋࡃ࠸࡚ࡋࡢࡶࡿࡍ㈨ኚᐜࡿ࡞ࡽࡉࡢㄆ㆑ࡢ᪥ᮏ♫ࡿࡍᑐ⪅✲◊⣔ዪᏊ⌮ࠊࡏ
㸴㸬⌮⣔ศ㔝㐍Ꮫࡓࡋ༞ᴗ⏕ࢆᚋࡶ✚ᴟⓗㅮ₇ㅮᖌᣍࠊ࡛ࡇࡃᚋ㍮࡛ࡿ࠶ᅾᰯ⏕ࡢពḧࢆႏ

㉳ࢆࣝࢹ࣮ࣔࣝࣟࠊࡋᥦ౪ࠊࡓࡲࠋࡿࡍᮏᰯ SSH ᴗ༞ᴗ⏕ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢᵓ⠏ࠋࡿࡍ 
㸵㸬ᴗࡢホ౯㛵≉ࠊࡣ࡚ࡋ⏕ᚐࡢኚᐜ㛵ྛࠊ࡚ࡋᴗࡢᐇ๓ࡢ⏕ᚐࡢព㆑ㄪᰝ㸦デ᩿ⓗホ౯㸧

ࢸࢡࡿࡅ࠾୰➼ᩍ⫱ẁ㝵ࠊࢆࠖ✲◊ㄢ㢟ࠕࠋࡓࡁ࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆព㆑㸦⥲ྜⓗホ౯㸧ࡢᐇᚋ

ࠊ࡛ࡢࡿࡃ࡚ࡗ࡞ᚲせࡀᙧᡂⓗホ౯ࠊ࡚࠼ຍホ౯ἲࡢᅾ⌧ࠊࡓ࠼ࡽ࡚ࡋ୰ᚰࡢࢢࣥࢽ࣮ࣛࣈ

᪂ࡃࡋ㛤Ⓨࠋ࠺⾜ࢆ 
㸶㸬⌮ᩘ⣔࡛ᐇࡓࡁ࡚ࡋㄢ㢟◊✲ࠊࢆศ㔝࡛ࡾྲྀࡶධࠊࢀ᥈✲ⓗ࡞Ꮫ⩦࡛ࡇ࠺⾜ࢆᛮ⪃ຊࡸ⾲⌧

ຊࢆ㣴ᡂࡿࡍᩍ⫱◊✲ࡽࡉࢆ㐍ࡃ࠸࡚ࡵᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 
 

๓㏙ࡢ㸯㹼㸶ࡢ࡚࠸ࡘㄢ㢟ࢆゎỴࠊࡽࡀ࡞ࡋᚋࠊ⌮⣔㐍㊰ࢆ㑅ᢥࡓࡋᮏᰯ SSH ᴗ༞ᴗ⏕ࠊࡀ

ఱࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍ࡞᭷ຠࡵࡓࡍࡓᯝࢆ❧⮬ࡢ࡚ࡋ⪅✲◊ዪᛶ┿ࠊࡢࡃ࠸࡚ࡋά㌍࠺ࡼࡢ

 㹑㹂㸦Sustainable࡚࠸࠾⣔ศ㔝⌮ࠊࡋᙉࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡵࡃࡩࡶタ୰Ꮫᰯేࠊࡽࡀ࡞ࡋド᳨ࢆ
Development㸧ࡢどⅬࢆᣢࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊࡕά㌍࡛ࡿࡁዪᏊ⏕ᚐࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡁ࠸࡚࡚⫱ࢆ 

 



ＳＳＨ５年間を通じた取組の概要 

 

諸言 

ᖺᗘࡣ➨㸰ᮇ SSH ᭱⤊ᖺ࡛ࠋࡓࡗ࠶ᖹᡂ 18 ᖺᗘࡽ㸰ᮇ 10 ᖺ㛫ࡢᮏᰯࡢ◊✲㛤ⓎࠊࡣዪᏊ⏕ᚐࡢ

⌮⣔㐍㊰ᨭࡢࡵࡓࡢᩍ⫱㐍ᒎࠋࡓࡋࡽࡓࡶࢆ➨㸯ᮇࠊࡣ࡚࠸࠾⏕ほࢆ❧☜ࡢᇶ┙ࠊࡋయ㦂ᆺᏛ⩦

㸰ᮇ㸳➨ࠊࡁᇶ࡙ᡂᯝࡢ㸯ᮇ➨ࠋࡓࡋ୰ᚰࡢ✲◊ࢆ㛤ⓎࡢᏛⱥㄒᩍ⫱ἲ⛉ࡧࡼ࠾ࠊᣦᑟἲࡢ✲◊ㄢ㢟

ᖺ㛫ࡣㄢ㢟◊✲ࡢᣑࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊಁࡢ㐍ࠊ♫㏻ᛕࡢኚ㠉ࠋࡿ࠼࠸ࡓࡁ࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ 
➨㸯ᮇ◊✲ᡂᯝࠊࡾࡼㄢ㢟◊✲ࡣࡳ⤌ࡾྲྀࡢ⏕ᚐࡶ᭱ࢆኚᐜࠊࡏࡉᡂ㛗ࡀࡇࡿࡏࡉ᫂ⓑ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶

࡛ᮇࠊࡣSSH ᑐ㇟ࡿ࡞⏕ᚐࡢㄢ㢟◊✲ࡾࡼࢆ㐍ࠊࡏࡉඛ➃⛉Ꮫࢆ┠ᣦྠࠋࡓࡋࡢࡶࡍ⌮ᩘ⣔

ㄢ㢟◊✲ࡢ㑅ᢥᩥࢆ⛉⣔⏕ᚐేࡸタ୰Ꮫᰯ㸱ᖺ⏕ࡶᣑࠋࡓࡋㄢ㢟◊✲ࡀࡑࡇ⬟ືⓗ࣭యⓗᏛࡾ࠶ࡢࡧ

᪉ࡢࡑࠊ࠼ࡽᣦᑟἲࡢ◊✲㛤Ⓨὀຊࡋᡂᯝࢆᚓࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊࡓࡲࠋࡓಁࡢ㐍ࠊࡣ᪥ᮏ࡚ࡗႚ⥭

༠࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡶ࡚࠸࠾⩦య㦂ᆺᏛࠊࡋ⥆⥅ࢆᣦᑟἲ㛤Ⓨࡢⱥㄒຊࡿࡍ⏝㏻⏺ୡ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛ࡢ

ാࢆど㔝ධࠊࡽࡉࠋࡓࢀዪᏊࡢ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝ࡢ㐍ฟࢆ㜼ࡴせᅉࠊࢆ᪥ᮏࡿࡅ࠾♫㏻ᛕࠊ࠼ࡽ

 ࠋࡓࡋⓎಙ♫ࡃᗈࠊࡅタࢆሙࡢᏛ◊✲Ⓨ⾲ὶ⛉ࡢ⣔ዪᏊ⌮ࠊ࡚ࡋ㐃ᦠᶵ㛵✲◊ࠊࡋࡊࡵࢆኚ㠉ࡢࡑ
⌧ᅾ SSH ➨㸯ᮇ⏕ࡀ༞ᴗ࡚ࡋ㸵ᖺࠊᏛ㝔ಟኈㄢ⛬ࠊ࠼⤊ࢆ༤ኈㄢ⛬㐍Ꮫࡿࡍᮇࠋࡓࡗ࡞ᚋ㍮ࡢ

ᡂ⫱ࡢ⪅✲◊ዪᛶ┿ࠋࡿ࠶ࡶࡢࡶࡿࡍຓຊᣦᑟࡢ✲◊ㄢ㢟ࡓࡲࠊࡵࡘࢆ⪅ㅮ₇࡚ࡋࣝࢹ࣮ࣔࣝࣟ

㈨ࡿࡍᩍ⫱ࢆồࡵᚋࡶ◊✲㛤Ⓨࠋ࠸ࡓࡅ⥆ࢆ 
 

現状の分析と第２期 SSH 研究開発における仮説 

⌧ᅾࠊዪᛶࡢ♫ཧ⏬࡞ࡲࡊࡲࡉࡣศ㔝࡛ࠊࡀࡿ࠸࡛ࢇࡍࡍ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝ࡢዪᛶࡢཧ⏬ࡣࡢඛ㐍ᅜ

ẚ࡚౫↛࡚ࡋప࠸≧ἣ࡛ࠋࡿ࠶ᡃࡀᅜࡀᅜ㝿➇தຊࢆ⥔ᣢ࣭ᙉࡋ୰㛗ᮇⓗ࡞Ⓨᒎࢆᅗࠊࡾᆅ⌫つᶍࡢ

ᣢ⥆ྍ⬟࡞㛤Ⓨ㈉⊩ࠊࡣࡵࡓࡿࡍḟ௦ࡢ⛉Ꮫᢏ⾡ࢆᢸ࠺ዪᛶ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂ⛉Ꮫᢏ⾡ࡢศ㔝ࡿࡅ࠾⏨

ዪඹྠཧ⏬ࡢᐇ⌧ࡀㄢ㢟࡛ࠋࡿ࠶ᮏᰯ࡛ࡢ㸯ᮇ㸳ᖺ㛫ࡢ◊✲㛤Ⓨࡢᡂᯝࠊ࠼ࡲࡩࢆዪᏊᑐࡿࡍ⌮ᩘᩍ⫱ࡢ

㡬ࡾࡼࢆ㧗ࠊࡇࡿࡍࡃ〈㔝ࡾࡼࢆᗈࢆࡇࡿࡆ┠ⓗࡓࡋᩍ⫱ࣔࢆࣝࢹ㛤Ⓨࡢࡑࠊࡋᡂᯝࢆᬑཬࡇࡿࡍ

ㄢ㢟࡞࠺ࡼࡢḟࡵࡓࡢࡑࠊ࠼⪄ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ᥎㐍ࢆ⏬ዪඹྠཧ⏨ࡿࡅ࠾Ꮫᢏ⾡ศ㔝⛉ࠊࡾࡼ

 ࠋࡓࡋࡇࡴ⤌ࡾྲྀ
㸯� 㧗㐃ᦠᆺࡢ⌮ᩘᩍ⫱ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉᵓ⠏ࠊࡾࡼࡇࡿࡍዪᏊࡢ⌮ᩘศ㔝ࡢᡯ⬟ࢆぢฟࡋఙࠋࡍࡤ 
㸰� ึ➼୰➼ᩍ⫱ẁ㝵ᩘ⌮ࡽᑐࡿࡍ㛵ᚰࢆ㧗ࡿࡵᩍᮦࢆ㛤ⓎࡋᏛ⩦ᶵࢆᐇࠊࡾࡼࡇࡿࡏࡉ⌮

ᩘዲ࡞ࡁዪᏊࡢ〈㔝ࢆᣑࠋࡿࡍ 
㸱� ዪᏊᰯࡿࡅ࠾ඛ㐍ⓗ࡞⌮ᩘᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ◊✲㛤Ⓨࢆᬑཬ࣭Ⓨಙࠊࡾࡼࡇࡿࡍᅛᐃⓗ࡞ᛶู

ᙺศᢸព㆑ࢆᡶᣔࠊࡋዪᏊࡢ⌮⣔㑅ᢥᑐࡿࡍ⌮ゎಁࡢ㐍♫ࡢព㆑ᨵ㠉ࢆ᥎㐍ࠋࡿࡍ 
㸰ᮇ➨ࡶࡢ௬ㄝἣศᯒ≦࡞࠺ࡼࡢࡇ SSH ◊✲㛤Ⓨㄢ㢟࠙ࢆ ḟ௦ࡢ⛉Ꮫᢏ⾡ࢆᢸ࠺ዪᛶ◊✲⪅࡚ࡋ

ዪඹ⏨ࡿࡅ࠾Ꮫᢏ⾡ศ㔝⛉ࠊࡿࡼᙉࡢᡂᯝᬑཬ࣭ᆅᇦ㐃ᦠᵓ⠏ࡢࣝࢹࣔ⫱ᩍࡓࡋࡊࡵࢆ⫱ᇶ┙ᩍࡢ

ྠཧ⏬ࡢ᥎㐍ࠊࡋࠚලయⓗࡣ௨ୗࡢ㸳ࢆ࣐࣮ࢸࡢࡘᥖ࡚ࡆ◊✲㛤Ⓨࠋࡓࡁ࡛ࢇ⮫ 
㸦Ϩ㸧ዪᛶ⛉Ꮫ⪅࡚ࡋᚲせ࡞ᇶ┙ࢆ⫱ᡂࡿࡍᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
㸦ϩ㸧࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢᒎᮃㄒᏛຊࢆᣢࡓࡗ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦࢆ⫱ᡂࡿࡍ㹃㹑㹂ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
㸦Ϫ㸧ዪᏊ⏕ᚐࡢ⛉Ꮫⓗ⣲㣴ࢆ⫱ᡂࡿࡍ᥈✲࣭య㦂ᆺᏛ⩦ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 
㸦ϫ㸧⌮ᩘዲ࡞ࡁᏊࡢࡶ〈㔝ᣑࡓࡋࡊࡵࢆᆅᇦ㐃ᦠࡢ᥎㐍 
㸦Ϭ㸧Ꮫ࣭◊✲ᶵ㛵➼㐃ᦠࡓࡋዪᏊ⏕ᚐࡢ⌮⣔㐍㊰㑅ᢥࢆᨭࣜࣕ࢟ࡿࡍᩍ⫱ࡢ᥎㐍 
 
 



各研究テーマごとの実践と評価 

【テーマⅠ】 

～女性科学者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発～ 

ᮏࡿࡅ࠾࣐࣮ࢸせ࡞ᐇ㊶ࠊࡣㄢ㢟◊✲࡛ࠋࡿ࠶ᮏᰯࡢㄢ㢟◊✲ࡣ⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸰ᖺḟࠕࡢ⏕⛉Ꮫ

ㄢ㢟◊✲ࠖࢆ୰᰾࡚ࡋ㸯ᖺḟࠕࡢ⏕⛉Ꮫᇶ♏࡚ࠖࡗࡼᑟධࡢࢫ࣮ࢥ⌮ᩥࠊ࠸࡞ࡇ࠾ࢆ⥲ྜⓗ࡞Ꮫ⩦ࡢ

㛫ᩘࠕ⌮⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ ࠺ࡼࡿࡵ⤌ࡾྲྀ✲◊ㄢ㢟࡚ࡵྵࡶ⣔⏕ᚐᩥ࡚ࡋタᐃࢆࠖ✲◊㉁⛉Ꮫㄢ㢟≀ࠕࠖ

⫱๓ᮇ୰➼ᩍ࡚ࡅタࢆࠖ✲◊୰Ꮫᰯㄢ㢟ࠕࡿࡍ㇟ᑐࢆᩘ⌮⏕タ୰Ꮫᰯ㸱ᖺేࡣᮇࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋ

㒊≀⏕ࠕࡽࡉࠋࡓࡋ⌧ᐇࢆࡾࡀᗈࡢ ᨺㄢᚋ࡚ࡋάືࡢᏛ㒊ࠖ⛉ࠕࠖ

⛉⏕ࠕࡓࡋϪ࡛㛤Ⓨ࣐࣮ࢸࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆ✲◊࡞ⓗ⥆⥅ࡵྵࢆ

Ꮫᐇ⩦ ᥈✲Ϩ↛⮬ࠕࠖ ࡢ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ⫱ᩍ≉ࡣ᥈✲ϩࠖ↛⮬ࠕࠖ

㛵㐃ࠋ࠸῝ࡀᮏᰯࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢ SSH ◊✲㛤Ⓨࡢ୰࡛ࠊㄢ㢟◊✲ࡾྲྀ

◊ㄢ㢟ࡢᮏᰯࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋᐇឤࢆᡂ㛗ኚᐜ࡞ࡁࡢ㐣⛬࡛⏕ᚐࡴ⤌

ࢆᛶ⥆⥅࣐࣮ࢸ✲◊ࡾࡼ㐃ᦠࡢᏛࡽẁ㝵ࡢᮇึࡣᚩ≉ࡢ✲

ࡾࡼᣦᑟࡢ⪅✲◊Ꮫࠋࡿ࠶ࡇࡓࡁ࡚ࡏࡉⓎᒎࢆ࣐࣮ࢸࠊࡏࡓࡶ

ඛ➃ⓗ࡞⛉Ꮫ◊✲࡛ࡲⓎᒎࢆࡇࡿࡏࡉ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
◊Ꮫ⛉ࠊࡋ㸴ᅇ⛬ᗘタᐃࢆ⤂✲◊ࡢ⪅✲◊ࡢ➼Ꮫ࡛ࢇ୪ᚓ⩦ࡢ⾡ሗฎ⌮ᢏࡣ࡛ࠖ♏⛉Ꮫᇶ⏕ࠕ

Ꮫ㝔ಟኈㄢ࡚ࡋ⪅✲◊࠺࡞ࡇ࠾ࢆ⤂✲◊ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆࡇࡿࡍᒙႏ㉳୍ࢆ㛵ᚰ⯆ࡿࡍᑐ✲

ࡿࡍᅾᏛ⛬ SSH ༞ᴗ⏕ࢆ㉳⏝࡛ࠕࠋࡓࡁ⏕⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࡣ⎔ቃᏛࠊࣉ࣮ࣝࢢ㛫⏕≀Ꮫࠊࣉ࣮ࣝࢢ

Ⓨ⏕⏕≀Ꮫࣉ࣮ࣝࢢ㸦୧⏕࣭∐㢮ࠊ㓝ẕࠊ᳃ᯘ㸧࡛ᮏ᱁ⓗ࡞⛉Ꮫ◊✲ࢆ┠ᣦ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡋ◊

ࡢ✲◊ࠊࡓࡲࠋࡓࡗࡣࢆ῝ࡢෆᐜࠊ㈐௵ឤࡾࡀ⧄ࡢᏛᖺ㛫ࠊࡾࡃࡘࢆ࣒ࢸࢫࢩࡃ࠸࡚ࡋ㒊⥅ᢎ୍ࢆ✲

㐣⛬࡛⏕ࡿࢀࡲ᪂࠸ࡋၥࢆ㏣ồ࡛ࡇࡿࡍ⥅⥆ᛶࡢ୰࡛ࡢෆᐜࡢᗈࢆࡾࡀᅗࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿᚋ

Ꮫ⛉⌮ᩘࠕࠋࡓࡗࡀ࡞ࡘࡶᡂ㛗ࡢ⪅ᣦᑟࡾࡀ࡞ࡘಙ⮬ࡳບࡢᚐ⏕ࡣ㈹ཷࡿࡼ⾲እ㒊Ⓨ࡞࠺ࡼࡿࡵࡲ

ㄢ㢟◊✲ ࡗ⛉Ꮫㄢ㢟◊✲࡛ࠖᇵ⏕ࠕ࡞ㄽᩥసᡂࠊᛶ⥆⥅ࡢ࣐࣮ࢸ✲◊ࡶ࡚࠸࠾ࠖ✲◊㉁⛉Ꮫㄢ㢟≀ࠕࠖ

ேᩥࠊࡽࡀ࡞ࡅ⥆ࡵồࢆࡢࡶ࡞㧗ᗘࡣ࡚࠸࠾⣔ᩘ⌮ࢆࠖ✲◊ㄢ㢟ࠕࡣᚋࠋࡓࡵ㧗ࢆຠᯝࡋ⏝ࢆᡭἲࡓ

⛉Ꮫ⣔ศ㔝ࠊ♫⛉Ꮫ⣔ศ㔝࡛ࡲᗈ࡚ࡆᐇ㊶ేࡸࡇࡿࡍタࡢ୰ᏛᰯࡢపᏛᖺࡢࡑࡽᇶ♏ࡿ࡞㈨㉁ࡢ

㣴ᡂࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢᵓ⠏ࡀࡇࡿࡍㄢ㢟࡛ࠋࡿ࠶ 

【テーマⅡ】 

～グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成する持続発展教育（ESD）プログラムの開発～   
ࡧࡼ࠾㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᾏእ◊ಟ㛤Ⓨ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢᏛⱥㄒ⛉ࡣࡳ⤌ࡾྲྀ࡞せࡿࡅ࠾࣐࣮ࢸࡢࡇ

ESD  ࠋࡿ࠶࡛✲◊㊶ᐇࡢ
➨㸯ᮇᘬࠊࡁ⥆ࡁ⛉Ꮫⓗ࡞ㄽ㢟ࡢࢺ࣮࣋ࢹࡿࡼᐇ㊶ࢆ㏻࡚ࡌ⛉Ꮫⱥㄒࡢᣦᑟἲࠕࢆᐇ㊶ⱥㄒࠖࡢᤵ

ᴗࢆ㏻࡚ࡌ㛤Ⓨࠋࡓࡁ࡚ࡋ➨㸰ᮇ≉ࡣ࡚࠸࠾ CLIL㸦ෆᐜゝㄒ⤫ྜᆺᏛ⩦㸧ࡢ⌮ㄽᇶ࡙࣋ࢹࠊ࡚࠸

ࡢࡑㄽ㢟࡞Ꮫⓗ⛉ࡾࡼᡂ⫱ࡢホ౯ຊ┦ࠊ㥍ຊࡸⓎಙຊࡓ࠸⏝ࢆㄽᣐࠊ࡚࡚࠶ࢆⅬ↔⛬ᣦᑟ㐣ࡢࢺ࣮

ㄢࡣ㧗ᰯ㸱ᖺḟࠋࡓࡏࡉ㐍࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡍ㣴ᡂࢆᛮ⪃ຊࡿࡼⱥㄒࡽࡉࠊࡵ㧗ࢆ㛵ᚰࡢࡢࡶ

㢟◊✲ࡢෆᐜࢆ⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥဨࡀⱥㄒ࡛ࠋࡓࡋࡇࡿࡍࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉㄽ㢟ࡓࡆୖࡾྲྀ࡚ࡋ⛉

Ꮫⓗ࡞ၥ㢟㛵ࡶ࡚ࡋ㛵ᚰࠕࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ῝ࡀᐇ㊶ⱥㄒ࡛ࠖ᥇⏝ࡿ࠸࡚ࡋⱥㄒࠊࡣࢺ࣮࣋ࢹ⛉Ꮫⓗ࡞ㄽ㢟ࢆ

㑅࡛ࢇ๓༑ศ࡞ሗ㞟ࡸពぢᵓ⠏ࢆ‽ഛࠕ࠺࡞ࡇ࠾࡚ࡋ‽ഛᆺࢺ࣮࣋ࢹ㸦Policy Debate㸧ࠖ ࠋࡿ࠶࡛

⟆ࡅཷ࡞㐺ษ༶ᗙࡣ࡛࡞⟆㉁ᛂࡿࡅ࠾⾲ᏛⓎࠊሙ㠃ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡞᪥ᖖⓗࠊ᪉୍࡛࠺ࡶ

㸦Parliamentary Debate㸧ࠖࢺ࣮࣋ࢹ༶⯆ᆺࠕᚋࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡶࡇࡿࡍࢆ࠼ ࡾྲྀࡶᡭἲࡢ

ධࡾࡼࠊ࡚ࢀᐇ㊶ⓗࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡞⬟ຊࡢ⫱ᡂດࠋ࠸ࡓࡵᅜ㝿Ꮫ࡛ࡢⓎ⾲㉁ᛂ⟅ᑐᛂ࡛ࡁ

SSHࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛ࡢᚋࡀࡇࡿࡏࡉⓎᒎⱥㄒᤵᴗᨵ㠉ࠊࡋᣦ┠ࢆୖྥࡢⱥㄒ㐠⏝⬟ຊࡿ ⛉Ꮫⱥ

ㄒ◊✲ࢆ㛤ദࡾࡼࡇࡓࡋᮏᰯࡢ⛉Ꮫⱥㄒᩍ⫱㛵ࡿࡍၥࢆࡏࢃྜ࠸ᅜࡢ SSH ࡓࡲࠊࡁࡔࡓ࠸ࡽᰯ

生命科学課題研究 



ಶูࡢどᐹࠋࡓࡁ࡚࠸ࡔࡓ࠸ࡶᚋࠊసᡂࡓࡁ࡚ࡋᩍᮦ⯡୍ࢆᥦ౪࡞ࡿࡍᬑཬ㈉⊩ຊࢆධࡁ࠸࡚ࢀ

 ࠋ࠸ࡓ
ᾏእ◊ಟࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ㛵ࠊࡣ࡚ࡋ➨㸯ᮇᖹᡂ 18㸦2006㸧ᖺᗘࢩ࣮࣐ࣞࠊࡾࡼᅜ❧ࣂࢧᏛ㸦ࣝ࣎

㸰ᮇᖹᡂ➨ࠋࡓࡁ࡚ࡋᐇࢆಟ◊࢜ࢿࣝ࣎ࡓࡋ㐃ᦠ㸧⇕ᖏ⏕≀ಖ◊✲ᡤࣝࣂࢼ࢟ࢱࢥᓥ࢜ࢿ 23㸦2011㸧
ᖺᗘࡾࡼ◊ಟෆᐜࢆᐇࡢ⛉⌮ࡏࡉᏛᰯタᐃ⛉┠ࠕ⮬↛᥈✲㸿࡚ࠖࡋᐇࠋࡓࡋ⌧ᅾ㐃ᦠᏛࣂࢧࡣᏛ

࠸࡚ࡗࢃຍࡀ㸧࣮ࣝ࣍ࣙࢪᓥ༙࣮࣐ࣞᏛ㸦࣭ࣥ࢜ࣥࢭࣇ࣭ࣥࢶ

ࣞࣉࠊ⩏ㅮࡿࡼⱥㄒࡢᏛ࡛ࡢእᅜࠊ⩦ᐇࡢከᵝᛶ≀⏕ࡢᖏ⇕ࠋࡿ

ᖹᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋෆᐜࢆὶࡢ⏕ᆅᰯ⌧ࠊࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮ 27 ᖺᗘࡣ

㐃ᦠᏛࡢዪᏊᏛ㝔⏕ࢫ࢚ࣥࢧࡽࡃࡉࢆᴗ࡛ᣍ⪸࡚ࡋ༠ാᐇ⩦

 ᅜ㝿Ꮫ㸦InternationalࡢែᏛ⏕ࡓࢀࡉ㐃ᦠᏛ࡛㛤ദࡓࡲࠊᐇࢆ
Conference On Biodiversity㸧⏕ᚐࡀཧຍཱྀࠊࡋ㢌Ⓨ⾲࣮ࢱࢫ࣏Ⓨ

ࡀ௳㸰ࡕ࠺ࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆ⾲ Best Poster Award ࣮ࣟࢢ࡞ࡿࡍ㈹ཷࢆ

 ࠋࡓࡗࡣࢆᒎ㛤ࣉࢵࢸࢫࡢḟࡓࡅࡴὶ࡞ࣝࣂ
ᮏᰯࡢ ESD ࡣ㊶ᐇࡢ 1980 ᖺ௦ᚋ༙⏕≀㒊ࡢ࡞࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧ࣑ࢫ࢝ࡿࡼᕼᑡ୧⏕㢮ࡢ㣫⫱࣭ಖㆤ

άືጞࡢࡑࠋࡓࡗࡲᚋ ESD ᖹᡂࡣ㒊≀⏕ࡾࡲᗈࡀᴫᛕࡢ 19 ᖺᗘ㸦2007㸧ࠊࡣᒸᒣᆅᇦࠕᣢ⥆ྍ⬟࡞㛤

Ⓨࡢࡵࡓࡢᩍ⫱ࠖ᥎㐍ᴗࡢ㔜Ⅼྲྀ⤌⤌⧊ᣦᐃࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 24 ᖺᗘ㸦2012㸧6 ᭶ࣘࡢ࣮ࣝࢡࢫࢥࢫࢿㄆᐃ࣮ࣝࢡࢫࢥࢫࢿࣘࠊࡅཷࢆ㐃ᦠࡓࡗࢆ ESD ᒎ㛤ࢆ

ձ⎔ቃࡶෆᐜⓗࠋࡓࡵ㐍ࢆᩍᮦࡢࣉ࣮ࢺ࢜ࣅࡓࡋタႠ࡚ࡋⓗ┠ࢆಖㆤࡢ✀ᕼᑡෆᰯࠊࡶࡿࡍ

⣔ศ㔝ࡢ࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧ࡚ࡋ㣫⫱ࡢ࣓࣑࣑࢞࢝ࣆࢵࢩࢩ࣑ࡸㄪᰝࡧࡼ࠾ࠊ᳃ᯘ㸦ⵛᒣ㸧ࡸᾏὒ㸦Ἀ⦖㸧

࣭ࣥࢭࣇ࣭ࣥࢶࠊᏛࣂࢧࡢࢩ࣮࣐ࣞࠊ࡚ࡋղᅜ㝿⣔ศ㔝ࠊάືࡢಖㆤ࣭⎔ቃಖ↛⮬ࡓࡋ㏻ࢆほᐹࡢ

ࢲࣥࣛ࢜ࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆὥỈࠊ⩦ቃᏛ⎔ࡓࡋ㐃ᦠᏛࣥ࢜ Were DI ࡢࢢࣥࢸ࣮࣑ࣉ࢝ࢫࡢ࣮ࣝࢡࢫ

ᐇ࡚ࡋࡑࠊճ♫⣔ศ㔝ࡓࡋ❧⮬࡚ࡋዪᛶࡢ⫱ᡂࡍࡊࡵࢆㅮᗙࠗዪᛶ࠘ࡢタ⨨ࠊ⌮⣔ዪᏊࡢ㐃ᦠࢆᙉࡵ

࡚ࢀࡉᐇ࡚ࡋ⫱ᩍࡿࢃ㛵ேᶒࠊᅜ㝿⌮ゎ࡛ࡲࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ㛤ദࡢᏛ◊✲Ⓨ⾲ὶ⛉ࡿ

ࢆࡢࡶࡓࡁ ESD ᖹᡂࡽࡉࠋࡓࡗ࠸࡚ࡋᨵၿࡢࡶࡿࢀࡲྵࡀయⓗ࣭༠ാⓗᏛ⩦ෆᐜࠊ࠼ࡳ⤌どⅬ࡛ࡢ

27 ᖺᗘ㸦2015㸧ࡣ⎔ቃ⣔ศ㔝࡛࡛ࡲࢀࡇ 10 ᖺ㛫ࡢⵛᒣ࡛ࡢ᳃ᯘᐇ⩦ࠊࡵࡲࢆࢱ࣮ࢹࡢἈ⦖┴ஂ⡿ᓥࡢ

ஂ⡿ᓥす୰Ꮫᰯ㐃ᦠࠊࡋ⎔ቃᏛ⩦ࢆ㏻࡚ࡋ㞳ᓥࡢ୰Ꮫᰯὶ࣮ࣝࢡࢫࢫ࢚ࣥࢧ࣮࣐ࢧࠕࡿࡍ inஂ⡿ᓥࠖ

࠺࠸ቃಖ⎔ࠋࡓࡋᐇࢆ ESD ࠊࡾࡀᗈࡢ⛉Ꮫ⣔ศ㔝♫ࡶ࡚࠸࠾ෆᰯ࡚ࡋฟⓎࡽ⤌ྲྀࡢศ㔝୍ࡢ

ᰯእࡣ࡚࠸࠾ୡ⏺ࠊࡾࡀ⧄ࡢ㞳ᓥࡢ୰Ꮫ⏕ࡢὶ ESD ⎔ࠋࡓࡗ࠸࡚ࡋᵓ⠏ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡿࡅ࠾

ቃᏛ⩦ࡽฟⓎࡓࡋᮏᰯࡢ ESD ⫱࡚ࡋᛮࡿ࡞┙ᇶࡢᩍ⫱άືࡢ࡚ࡍ࡚࠸࠾ព࡞ᮏ᮶ⓗࡢࡑࡣ

ࡿࡍᡤᅾࡢᏛᰯࠊ⫱ᩍࡿࡍ㛵࣮ࢲ࢙ࣥࢪࠊ⫱ᖹᩍࠊ⫱ᩍࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊᅾ⌧ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞࠸࡚࡚

㔛ᒣࡢ⥔ᣢάື࡞ᗈࠊࡀࡿ࠸࡚ࡆḟᮇ◊✲࡛ࡣ SSH ┙ᇶࡢάືࡢ࡚ࡿࢃ㛵 ESD ࡓ࠸࠾ࢆどⅬࡢ

 ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋᵓ⠏࡚ࡋࡢࡶ

【テーマⅢ】 

～女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発～ 

㧗➼ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࡢᨵゞకࡢ⛉⌮ࠊ࠸ᩍ⛉ࡿࡅ࠾୰㧗ࡢ㐃ᦠࡸ᥈✲㸦᥈ồ㸧άືࡢᙉࢆព㆑ࡋ

ࠊࡋཧຍࡀᩍဨࡢᑠ୰㧗➼Ꮫᰯࡢᆅᇦࠋࡓࡁ࡚ࡋⓎಙ࡚ࡅྥᤵᴗᨵၿࡓࡋ୰㧗㐃ᦠࠊ࠸࡞ࡇ࠾ࢆᤵᴗ✲◊ࡓ

ᤵᴗᨵၿ㛵ࡿࡍᐇ㊶ὶࡢሙ࡚ࡋᡂᯝࠋࡓࡆ࠶ࢆ 
Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ⮬↛᥈✲Ϩ� ᳃ᯘ⏕ែ⣔ 㸦ࠖ⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸯ᖺ⏕ࠊ㸯༢㸧ࠕ⮬↛᥈✲ϩள⇕ᖏ⏕ែ⣔ࠖ

㸦⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸰ᖺ⏕ࠊ㸯༢㸧ࠕ⮬↛᥈✲㸿� ⇕ᖏ⏕ែ⣔ 㸦ࠖ⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ⌮ᩥ࣭ࢫ࣮ࢥ㸯ࠊ㸰ᖺ⏕㸧

࢚ࣥࢧࢻ࣮ࣝࣇ㫽ྲྀᏛ㎰Ꮫ㒊ᒓࠊ࡚ࡋ࣐࣮ࢸࢆ᳃ᯘ⏕ែ⣔ࠖࠕࠊࡣ᥈✲Ϩ࡛ࠖ↛⮬ࠕࠋࡓࡋᐇࢆ

ᖹᡂࡢ㸯ᮇึᖺ➨ࡣ⩦ᐇࡢࡇࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ⩦᳃㸧࡛ᐇࡢᩍ⫱◊✲ᯘ㸦ⵛᒣ࣮ࢱࣥࢭࢫ 18 ᖺᗘ㸦2006㸧ࡼ

≀⏕ࠊ᪉ࡢほᐹࡢ≀⏕ࠊ᪉ࡾࢃ㛵ࡢ↛⮬ࡏࡉᐇࡶᮇ㛫࣭ෆᐜࠊ࠸క༢ࡣ㸰ᮇ࡛➨ࠊࡵጞࡾ

自然探究Ａ サバ大学での講義 



࣮ࢹㄪᰝࡿࡍ㛵᳃ᯘ⏕ែࡓ᳃ᯘㄪᰝ࡛ᚓࡢ᥈✲Ϩ↛⮬ࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿᏛࢆㄪᰝ᪉ἲࡢ᳃ᯘࠊࡁࡽࡓࡣࡢ

㓟Ⅳ⣲྾㔞ࡢ᳃ᯘࠕࠊࢀࡀ⥅ࡁẖᖺᘬࡣࢱ ࡽࡵࡲ࡚ࡋ✲◊ㄢ㢟ࡓ࠼㉸ࢆᯟࡢᏛᖺࡿࡍ࣐࣮ࢸࠖࢆ

ࢪ᪥ᮏ࣭ࡢᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࡣᖺࠋࡿ࠸࡚ࡋㄽᩥࡋ⾲Ꮫ➼࡛Ⓨࡣᡂᯝ✲◊ࠊࢀ

㟷ᑡᖺࢫ࢚ࣥࢧὶᴗ㸦ࣥࣛࣉࢫ࢚ࣥࢧࡽࡃࡉ㸧᥇ᢥࠊࢀࡉᣍ⪸ࡢࢩ࣮࣐ࣞࡓࡋዪᏊᏛ⏕࣭㝔

࡞ಖࡢ᳃ᯘ⏕ែ⣔࣮ࢱࣥࢭࢫ࢚ࣥࢧࢻ࣮ࣝࣇ㫽ྲྀᏛ⏕ ESD ⱥㄒࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ⩦᳃ᯘᐇࡢどⅬ࡛ࡢ

㣴ࢆࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡣ⪅ཧຍ࡚ࡌ㏻ࢆάືࣉ࣮ࣝࢢࡓࡲࠊࡋ⌧ᐇࢆ⩦༠ാᐇࡢ⏕Ꮫࡢᾏእࡓࡋඹ㏻ㄒࢆ

ᒓᖏ ࡢᮏᕞ୰ᅜᆅ᪉ࡣᩍ⫱◊✲ᯘ࣮ࢱࣥࢭࢫ࢚ࣥࢧࢻ࣮ࣝࣇ㫽ྲྀᏛ㎰Ꮫ㒊㝃ᒓࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺

�᥈✲ϩ↛⮬ࠕࠋࡿ࠶Ẽೃ࡛ࡿࡍ ள⇕ᖏ⏕ែ⣔࡛ࠖ ࡢ≀⏕ள⇕ᖏࡋࢻ࣮ࣝࣇࢆᗙ㛫ᓥࡧࡼ࠾Ἀ⦖ᮏᓥࡣ

ᐇ⩦ࠕࢆ⮬↛᥈✲㸿� ⇕ᖏ⏕ែ⣔࡛ࠖ ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆὶ⩦ᖏ⏕≀ᐇ⇕ࡢᓥ࡛༙࣮࣐ࣞࡧࡼ࠾ᓥ࢜ࢿࣝ࣎ࡣ

⌮ゎᩥ␗ࠊࡾ࠶ࡶᅜ࡛ࡢ⏕ከẸ᪘ከᩥඹࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿ࠶࡛ࢺࢵ࣏ࢫࢺࢵ࣍ࡢከᵝᛶ≀⏕ࡣᅜࢩ࣮࣐ࣞ

࡛ࠖ⩦⛉Ꮫᐇ⏕ࠕࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࣒ࣛࢢࣟࣉ⩦య㦂ᆺᏛࡿࡁ࡛⫣㈉ࡶ ࡿ࠼ࡇࢆෆᐜࡿࡍ⩦㧗➼Ꮫᰯ࡛Ꮫࡣ

㧗ᗘ࡞ෆᐜࡢᐇ㦂ࢆᖺ㸱ᅇࠊタഛࡓࡗᩚࡢᏛ࡛ࠊᑓ㛛ᩍဨ࣭Ꮫ⏕ࡢᣦᑟࡶࡢయ㦂ࠋࡓࡋࡢࡶࡿࡍᏛᰯ

タᐃ⛉┠ࠕ⏕ 㸦ࠖ⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ㸰ᖺ⏕ࠊ㸰༢㸧࡛ࡣ⛉Ꮫⓗ࡞どⅬࢆᇶ♏ࠕ⏕ࠖࡾࡗࡋ࡚࠸ࡘ

ᖹᡂࡣࡾࡲጞࡢࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᐇࡾࡼSSH㸯ᮇึᖺᗘࠋࡓࡁ࡚ࡏࡉ࠼⪄ 11 ᖺᗘ㸦1999㸧ࡾࡰࡢࡉᮏ

ࢆ⩏ㅮࡢᑓ㛛ᐙࡢ࡞♴⚟་⒪ࠊ་Ꮫࠊಖㆤ↛⮬ࠊᏛ≀⏕ࠋࡿ࠶ᤵᴗ࡛ࡿ࡞ᚰᲬࡢࠖࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ⏕ࠕᰯ

ᚲせ࡛ୖࡃ࠸࡚ࡋ᥋Ꮫⓗ⛉ࠖ⏕ࠕࠊࡶࡿࡵ῝ࢆゎ⌮࡚ࡋᑐࠖ⏕ࠕࡽどⅬ࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡅཷ

ࣔࣜࣕ࢟ࠊࡁᣍᴟⓗ✚ࢆ⪅✲◊ዪᛶࡣㅮᖌࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅ㌟ࢆ᪉࠼⪄ࡸ᪉ࡧᏛ࡞

࡚ࡗᅗࢆពḧྥୖࡢ㐍㊰㑅ᢥ࣭⫋ᴗ㑅ᢥ࣭ே⏕タィࡢ⣔ศ㔝⌮ࡢዪᏊ⏕ᚐࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ♧ᥦࢆࣝࢹ

 ࠋࡓࡋᶵࡪᏛᐇ㊶ⓗࢆᡭἲࡢ࡞㔝እㄪᰝࠊࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࠋࡓࡁ

 
自然探究Ⅰ 自然探究Ⅱ 生命科学実習 

【テーマⅣ】 

～理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進～ 

ᑠᏛ⏕ࡸᆅᇦᕷẸᑐ㇟ࡢ⛉ᏛᩍᐊࢆᏛࡸᆅᇦࡢබẸ㤋࣭⛉Ꮫ࣭࣮ࢱࣥࢭᴗ࡞㐃ᦠ࡚ࡋ㛤ㅮࠕࡋ⛉

Ꮫࡗࡶࢆຮᙉ࠺࠸ࠖ࠸ࡓࡋពḧࡿࡀ࡞ࡘᩍᮦࡸ᪉ἲࢆ㛤Ⓨࠋࡓࡋ� � � �  
⌮ᩘዲ࡞ࡁᏊࡢࡶ〈㔝ᣑࡓࡋࡊࡵࢆᆅᇦ㐃ᦠࡢ᥎㐍ࡓࡲࠊ࡚ࡋ◊✲ᡂᯝࡢᬑཬ㛵ࠊ࡚ࡋ⤌ྲྀࡿࡍ

ᖺ㸱ᅇබ㛤ᤵᴗ࣭◊✲ࢆᐇࠋࡓࡋ㸴᭶ SSH ⛉Ꮫⱥㄒ◊✲10ࠊ ᭶ SSH ◊✲ᡂᯝⓎ⾲11ࠊ ᭶

SSH ᑠ୰㧗㐃ᦠ⌮⛉ᩍᮦ◊✲ࠋࡓࡋ 

 
SSH 科学英語研究会 SSH 研究成果発表会 SSH 理科教材研究会 



【テーマⅤ】 

～大学・研究機関と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進～ 

ᖹᡂ 21 ᖺᗘࠕࡾࡼዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲࣮ࢱࢫ࣏ࡢⓎ⾲ࠖࠕ⌮⣔ዪᛶࡁ⏕ࡢ᪉ࢻ࢞ㅮ₇࡛ࠖᵓᡂ

�㸟⌮⣔ዪᏊࢀࡲ㞟ࠕὶࡓࡋ ዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶࠖࢆẖᖺ㛤ദࠋࡓࡋὶࡢ┠ⓗࡋ

࡚ḟ୕ࡢⅬࠋࡿࡆ࠶ࢆ 
ձ⛉Ꮫ◊✲ࡴ⤌ࡾྲྀዪᏊ⏕ᚐⓎ⾲ࡢᶵ⏕ᚐྠኈࡢὶࡢሙࢆタࠊ࡛ࡇࡿࡅࡀ࡞࠸ྜࡋ่⃭࠸

⣔ዪᏊྠ⌮ࠊࡽࡉࠋࡃ࠸࡚ࡆ࡞ࡘᡂ⫱ࡢ⪅✲◊ዪᛶ࠺ᢸࢆ⾡Ꮫᢏ⛉ࡢḟୡ௦ࠊࡵ㧗ࢆពḧࡢ✲◊ࡽ

ኈࡢዲࠊࡵ῝ࢆ⌮⣔㐍㊰ࢆ┠ᣦࡍ௰㛫ព㆑ࠋࡴ⫱ࢆ 
ղᏛ㝔➼࡛◊✲ࡿࡅ⥆ࢆዪᛶ◊✲⪅ዪᏊ⏕ᚐࡢὶࡢሙࢆタࠊࡶࡿࡅ◊✲ෆᐜࡸ⤒Ṕ㛵ࡿࡍዪ

ᛶ◊✲⪅ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲ࡸㅮ₇ࢆ㏻ࠊ࡚ࡋ⌮⣔ዪᛶࣝࢹ࣮ࣔࣝࣟࡢ᥋ࠊࡋዪᏊ⏕ᚐࡢ⌮⣔ศ㔝ࣜࣕ࢟ࡢ

ព㆑ࢆ㧗ࠋࡿࡵ 
ճዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲⯡୍ࢆබ㛤ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ୰Ꮫ⏕ࡴྵࢆ⏕ᚐ࡚ࡅࡴ⌮⣔ศ㔝ᑐࡍ

ᐜཷᴟⓗ✚ࢆࡇࡃ࠸࡛ࢇ㐍࡚ࡗࡶࢆክᏛᢏ⾡ศ㔝⛉ࡀዪᏊ⏕ᚐࠊࡽࡉࠋࡿࡍႏ㉳ࢆ࣭㛵ᚰ⯆ࡿ

 ࠋࡍࡓᯝࢆᙺࡢ࡚ࡋၨⓎάືࡸព㆑ᨵ㠉ࡢࡵࡓࡿࡍኚᐜ♫ࡿࡁ࡛
ᖹᡂ 25 ᖺᗘ࡛ࡲ㸳ᅇ࡚ࡗࡓࢃ⚟ᒣᏛ♫㐃ᦠ◊✲᥎㐍࡛࣮ࢱࣥࢭ㛤ദࠊࡀࡓࡋᖹᡂ 26 ᖺᗘࡣி㒔

Ꮫⓒ࿘ᖺィྎグᛕ㤋ࢆሙࠊ࡚ࡋ㛵す᪉㠃࡛ࡢᬑཬࠋࡓࡵࡘᖹᡂ 27 ᖺᗘࡣ᠕⩏ሿᏛ୕⏣ࣥࣕ࢟

ࢆⓎಙࡢ♫ࠊ࡚ࡋὶࡿࡲ㞟ࡢ⪅✲◊ዪᛶዪᏊ⏕ᚐࡍࡊࡵࢆ⣔㐍㊰⌮ࡢᅜࠊ࡚ࡋሙࢆࢫࣃ

ᙉࠋࡓࡋዪᛶ◊✲⪅ࡢ⫱ᡂຊࢆධࡿ࠸࡚ࢀᏛ㐃ᦠࠊࡋᏛࡢタࡸ◊✲ᐊ࡛ዪᛶ◊✲⪅ࡿࡼㅮ⩏

⣔ศ㔝⌮ዪᏊ⏕ᚐࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿࡌឤ㌟㏆ࢆ⪅✲◊⣔ዪᛶ⌮ࡣࡇࡿࡅཷࢆᣦᑟࡢ⩦ᐇ㦂࣭ᐇࠊࡅཷࢆ

✲◊ࡽࡿࡼ⏕ዪᏊᏛ⏕࣭ዪᏊᏛ㝔ࡢୡ௦࠸㏆ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿࡀ࡞ࡘࡇࡍಁࢆ㐍Ꮫࡢ

ᶵࡃᥥ࠸ᛮලయⓗࢆ㐍㊰ࡢࡽ⮬ὶ࡛ࡢᚋࡢࡑࠊࡅཷࢆᐇ⩦ᣦᑟࡢࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡸ⤂ࡢ࣐࣮ࢸ

◊࣭⩏ㅮࠊࡋཧຍࡀ㸰ᖺࠊ㸯ࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ⏕ࠊࡋ㐃ᦠ࣮ࢱࣥࢭ㜰ᗓ❧Ꮫዪᛶ◊✲⪅ᨭࠊᅾ⌧ࠋࡓࡋ

✲⤂ᐇ㦂࣭ᐇ⩦ࢆ㝸ᖺ࡛ᐇࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ⌮⣔ศ㔝㐍Ꮫࡓࡋ༞ᴗ⏕ࢆ✚ᴟⓗㅮ₇ㅮᖌᣍࡇࡃ

ᮏᰯࠊࡋႏ㉳ࢆពḧࡢ⏕ᅾᰯࡿ࠶ᚋ㍮࡛࡛ SSH ᴗ༞ᴗ⏕ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢᵓ⠏ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡋᚋࡢㄢ

㢟࡛ࠋࡿ࠶ 

 
集まれ！理系女子 発表交流会 

福山大学社会連携研究推進センター 

集まれ！理系女子 発表交流会 

京都大学百周年時計台記念館 

集まれ！理系女子 発表交流会慶

應義塾大学三田キャンパス 
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１－１ 学校の概要 

（１）学校名・校長名	 	 ノートルダム清心学園	 清心女子高等学校	    校長   三宅	 聖子 
（２）所在地・電話番号・FAX番号	 	 	  

岡山県倉敷市二子 1200番地	 	 電話	 086-462-1661	 	 FAX	 086-463-0223 
（３）課程・学科・学年別生徒数、学級数及び教職員数 
    	 ①	 課程・学科・学年別生徒数、学級数	 	 	 	 	 	 ※（	 ）内は、理数系の生徒数。 

課程 学科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

全日制 普通科 141 5 145（62） 5 118（28） 5 404 15
	 	 	 ②	 教職員数（併設中学校の教職員を含む） 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

校長 教頭 教諭 講師 養護教諭 非常勤講師 事務職員 司書 その他 計

1 1 39 5 1 28 7 1 2 85
       	 講師には外国人英会話講師を含む。その他は教務職員１名と寄宿舎舎監１名。   
 

１－２ 研究開発課題 

	 次代の科学技術を担う女性研究者としての基盤育成をめざした教育モデルの構築と 
 成果普及・地域連携の強化による、科学技術分野における男女共同参画の推進 
 

１－３ 研究開発テーマと実践内容 

平成 18年度からの第１期ＳＳＨ事業では、「女性の科学技術分野での活躍を支援する教育モデルの構築」
に取り組んできた。「生命科学コース」「文理コース」を開設し、理数分野に関心・能力のある女子生徒をさ
らに伸ばすための教育内容と、女子生徒の科学技術に対する興味・関心と科学的素養を高めるための教育内
容の研究開発を進めてきた。 
	 第２期ＳＳＨ事業最終年の 27年度は、次のようなテーマと方法によって研究開発を行なった。 

テーマⅠ 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 
方法	 Ⅰ− ａ	 大学連携型課題研究の充実 

	 	 	 	 	 Ⅰ− ｂ	 中高連携による科学技術系クラブ活動と中学校での理数課題研究の充実 
	 	 	 	 	 Ⅰ− ｃ	 理数系コンテスト・学会での発表実績の向上 

テーマⅡ グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成する持続発展教育（ESD）プログラムの
開発 

方法	 Ⅱ− ａ	 科学英語のカリキュラム開発 
	 	 	 	 	 Ⅱ− ｂ	 海外研修プログラムの開発 
	 	 	 	 	 Ⅱ− ｃ	 ESDの実践研究 

テーマⅢ 女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発 
方法	 Ⅲ− ａ	 新学習指導要領に対応した理科の教材や指導方法の開発 

	 	 	 	 	 Ⅲ− ｂ	 観察や実習を活用した体験型学習プログラムの開発 
	 	 	 	 	 Ⅲ− ｃ	 大学や研究機関と連携した科学教育プログラムの開発 

テーマⅣ 理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進 
方法	 Ⅳ− ａ	 地域の児童生徒・市民対象の科学教室の開講 

      	 	 Ⅳ− ｂ	 地域の小中高教員対象の理数教育研究会・授業公開の開催 

テーマⅤ 大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進 
方法	 Ⅴ− ａ	 女子生徒による科学研究発表交流会の開催 

	 	 	 	 	 Ⅴ− ｂ	 大学・研究機関等と連携した理系女子対象キャリア教育プログラムの開発 
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各研究テーマに取り組む方法として、平成 27年度に行った実践内容は次の通りである。 
実 践 内 容 テーマ 対  象 実施時期

【学校設定科目】   
「生命科学基礎」 Ⅰ－ａ 生命科学コース１年 １単位 
「生命科学課題研究」 Ⅰ－ａ 生命科学コース２年 ２単位 
「生命」 Ⅲ－ｃ 生命科学コース２年 ２単位 
「自然探究Ⅰ」 Ⅲ－ｂ 生命科学コース１年 １単位 
「自然探究Ⅱ」 Ⅲ－ｂ 生命科学コース２年 １単位 
「自然探究Ａ」（マレーシア研修） Ⅱ－ｂ 生命科学・文理コース１・２年 １単位 
「数理科学課題研究」 Ⅰ－ａ 文理コース２・３年 各２単位 
「物質科学課題研究」 Ⅰ－ａ 文理コース２・３年 各２単位 
「実践英語（科学英語）」 Ⅱ－ａ 生命科学コース１～３年 各１単位 
【教材開発】   
 理科教材開発 Ⅲ－ａ 生命科学・文理コース、中学生 年間 
 ＥＳＤ教材開発 Ⅱ－ｃ 生命科学・文理コース 年間 
【体験型実習】   
生命科学実習 Ⅲ－ｂ 生命科学コース１年 土曜日等,年３回程度
研修旅行 Ⅲ－ｂ 文理コース２年 10月上旬 

【キャリア教育】   
 理系女子大学院生との交流会 Ⅴ－ｂ 生命科学コース１・２年 ８月中旬 
 理系女子研究発表交流会 Ⅴ－ab 生命科学・文理コース、中学生 10月下旬 
 SSH卒業生連携プログラム Ⅴ－ｂ 文理コース２・３年 年３回程度 
【科学系クラブ、中高連携】   
 生物部 Ⅰ－ｂ 生命科学・文理コース、中学生 放課後、土曜日等
科学部 Ⅰ－ｂ 生命科学・文理コース、中学生 放課後、土曜日等
中学校理科課題研究 Ⅰ－ｂ 併設中学校３年 年間 
中学校数理課題研究 Ⅰ－ｂ 併設中学校３年 年間 

【研究発表】 
科学ｺﾝﾃｽﾄ・学会での発表 

 
Ⅰ－ｃ 生命科学・文理コース、中学生

 
年20回程度 

 国際学会での発表 Ⅰ－ｃ 生命科学コース２年 年１回 
【成果普及・社会連携】 
理数教育研究会・成果発表 
理系女子研究発表交流会

 
Ⅳ－ｂ 
Ⅴ－ab

県内外の教員 
SSH等の女子生徒、教員、一般

 
年３回 
10月下旬 

科学教室 Ⅳ－ａ 地域の児童生徒・一般 年２回 
 

清心女子高等学校ＳＳＨ 
研究開発の方向性と 
成果普及の概念図 
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今年度の研究開発の経緯を本校 SSHの研究テーマ（下）ごとに分け、コース・学年別に示す。なお、
研究テーマⅣに該当する事業には黄色、研究テーマⅤに該当する事業については朱色で表した。 

 
【研究テーマⅠ】 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 
【研究テーマⅡ】 グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成する持続発展教育（ESD）

プログラムの開発 
【研究テーマⅢ】 女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発 
【研究テーマⅣ】 理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進 
【研究テーマⅤ】 大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進 
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３－１ 生命科学基礎 

対象：生命科学コース第１学年（１単位） 

【仮  説】 

⏕⛉Ꮫࡢࢫ࣮ࢥ➨㸰Ꮫᖺタᐃࠕࡓࢀࡉ⏕⛉Ꮫㄢ㢟

◊✲ ࠸࡚ࡵࡲࢆ✲◊ࠊ๓ࡿࡵ㐍ࢆάື✲◊࡚࠸࠾ࠖ

ᚓ⩦ࡢ➼⾡ሗฎ⌮ᢏࡸ⾡グ㘓ᢏࡿࢀࡉᚲせࡵࡓࡃ

ෆ✲◊ࡸ᪉ࡵ㐍ࡢ✲◊ࡢ⪅✲◊ࡢ➼Ꮫࠊࡓࡲࠋࡍࡊࡵࢆ

ᐜ㛵ࡿࡍㅮ⩏ࢆ㏻ࡁ⏕ࡢ⪅✲◊ࠊ࡚ࡋ᪉ྜࡁྥ✲◊ࡸ

ᒙ୍ࢆ㛵ᚰ⯆ࡿࡍᑐ✲◊Ꮫ⛉ࠊࡣࡇࡿࡌឤࢆጼໃ࠺

ႏ㉳ࠊࡋㄢ㢟◊✲ࡢ⛉⌮ࡸᤵᴗࢆࣥࣙࢩ࣮࣋ࢳࣔࡢ㧗ࡵ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ
 
࠙内容・方法ࠚ 
� ⏕⛉Ꮫ࡚࠸࠾ࢫ࣮ࢥ➨㸯Ꮫᖺ࡛ᐇࠕࡿࢀࡉ⏕⛉

Ꮫᇶ♏ࠖ➨㸰Ꮫᖺ࡛ᐇࠕࡿࢀࡉ⏕⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࡢ

㛫࡛┠ᣦࡓࡋ㛵ಀᛶࢆᅗ࡛⾲ࡍḟࠋࡿࡁ࡛⌮ᩚ࠺ࡼࡢ 

 

ᅗࡓࡋ♧㛵ಀᛶࢆᣢ࠺࠸ࡿࡏࡓⅬࠊࡣ࡚࠸࠾㸳ᖺ

㛫ࢆ㏻࡚ࡋኚࡃ࡞ࡇࡿ࠼ᐇࡢࡑࠋࡓࡁ࡚ࡋෆᐜ㛵ࡋ

ᐇ㦂ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋᐇࡘࡘ࠼ຍࢆᨵⰋࡣⅬ࠸⣽ࠊࡣ࡚

⤖ᯝࡢሗฎ⌮ࡢࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡿࡅ࠾⏝ࡣㄢ㢟◊✲

࡛ᚲ㡲ࡃࡈࠊࡀࡿ࡞ᇶᮏⓗ࢙࢘ࢺࣇࢯࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ࡞

ᤵࡢ⛉ᢏ⾡࣭ᐙᗞࡿࡅ࠾୰Ꮫᰯࠊࡣ࡚ࡋ㛵⾡సᢏ᧯ࡢ

ᴗ࡚࠸࠾⩦ᚓ࡛࡚ࡋࡢࡶࡿ࠸࡚ࡁᒎ㛤ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ㐌

㸯ᅇࡢᤵᴗ࡛ࠊࡵࡓࡿ࠶ᤵᴗ㛫࡛࡛ࡣࡇࡿࡁ㝈ࡿࢀࡽ

ㄢእࠊࡣ࡚ࡋ㛵ㄢ㢟ࡢෆᐜ࠺ᢅ㸰Ꮫᮇ≉ࠊࡽࡇ

 ࠋࡓࡋ⾜㐍๓ᥦࢆࡇࡿࡍ⏝ࡶ㛫ࡢ
ᖺᗘࡓࡗᢅෆᐜࡣḟࡢ㏻ࠋࡾ 

１
学
期

情報社会におけるセキュリティ意識と対策 
電子メールの利用とその作法 
デジタルカメラと記録保存※1 

２
学
期 

レポート作成※2 
x 生命科学実習で実施した実験実習のまとめ 
プレゼンテーション実習※2 
x 自然探究Ϩで実施した野外実習内容のプレゼ
ンテーションの作成と発表・相互評価 
画像と表現※2 
x 写真を用いた表現課題に取り組み、立正大学
地球環境科学部主催の高校生地球環境科学写
真賞に応募 
課題研究を知る※３ 
x 集まれ！理系女子 第７回女子生徒による科
学研究発表交流会に参加 

３
学
期 

科学技術研究を知る（全５回）※4 
(1) 牛尾隆氏（株式会社テリムクリ） 
(2) 津田良夫先生（国立感染症研究所） 
(3) 富岡憲治先生（岡山大学） 
(4) 岩尾康宏先生（山口大学） 
(5) 伊藤敏幸先生（鳥取大学） 

ͤ1� ⏬ീࡿࡼグ㘓ಖᏑࡢ㔜せᛶ࣓ࣛ࢝ࣝࢱࢪࢹࠊࡽ

 ࠋࡓࡋᣦ┠ࢆࡇࡿࡅࡘ㌟ࢆ⾡ᙳᢏࡿࡼ
ͤ2� ࠸⏝ࢆ⟭ィ⾲ࡸ᭩సᡂᩥࡓ࠸⏝ࢆᅗࡿࡼࣟࣉ࣮࣡

⏝ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡓࡗ࠸సᡂࢻࣛࢫࠊ⌮ฎ್ᩘࡓ

┠ࢆୖྥࡢฎ⌮⬟ຊ࣭⌧⾲ࡓ࠸⏝ࢆ࢙࢘ࢺࣇࢯࡢ

ᣦࠋࡓࡋ 
ͤ3� ᮏᰯദࡢㄢ㢟◊✲ࡢⓎ⾲ὶཧຍࠊ࡛ࡇࡿࡍ

ᮏᰯཬࡧᰯࡢඛ㍮ࡀᐇ㝿ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ㄢ㢟◊

ㄢࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ࣭㛵ᚰ⯆ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿ▱ࢆ✲

㢟◊✲ࢪ࣮࣓ࡢࡇࡿࡍࢆ㔊ᡂࢆ┠ᣦࠋࡓࡋ 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 
充実 
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ͤ4� Ꮫࡢ࡞⌧ᙺࡸ⪅✲◊ࡢ㛤Ⓨ⪅⮬㌟ࡀㄒࡿ◊✲࣭

㛤Ⓨෆᐜࡢࡑ㐍ࡵ᪉࠼⪄ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿ▱ࢆ᪉

ࡇࡿࡌឤࢆ➃୍ࡢ㓬㓮ࡢ✲◊Ꮫ⛉ࠊࡆᗈࢆど㔝ࡸ

ᣦ┠ࢆࡇࡿࡵ㧗ࢆព㆑ࡴ⤌ࡾྲྀ✲◊ㄢ㢟ࠊ࡛

ࡣ⩏ㅮࡢࡇࠋࡓࡋ 90 ศ㛫࡛タᐃࠋࡓࡋ 
 

 
伊藤敏幸先生の講義 富岡憲治先生の講義 

 
࠙検証・評価ࠚ 

ࠊࡵࡓ࠸࡞࠸ࡣᚐ⏕ࡿᅔస᧯࡞ⓗ⯡୍ࡢࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ

ࡊࡵࢆୖྥࡢព㆑ࢸࣜࣗ࢟ࢭࡿࡅ࠾ሗ♫ࡣึ᭱

ࢺࢵࣞࣈࢱࡸ࢛ࣥࣇࢺ࣮࣐ࢫ᪥ᖖⓗࠊࡾධࡽෆᐜࡓࡋ

ࢸࣜࣗ࢟ࢭࡢ࡛ୖࡃ࠸࡚ࡋ⏝ࢆࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡓࡵྵࢆ

ࢽ࣑ࣗࢥࠊࡽࡉࠋࡓࡵ㐍࠺ࡼࡿࡏࡉࡅྥࢆ┠⟇ᑐ

⏝ࡃᗈࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓࡞ᡭ㍍࡚ࡋᡭẁࣥࣙࢩ࣮ࢣ

ࡀᶵࡢ⏝ᑗ᮶ⓗࠊࡽࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ

ከࡿ࡞ࡃண ࡿࢀࡉ㟁Ꮚ࣓࣮ࣝࡢ⏝ἲ୍࡚ࡋ

↔Ⅼࡢࡑࠊࡏࢃྜࢆసἲ࡚࠸ࡘࢆᣲ࡚ࡆ⏕ᚐࡶ⪃

࡞ࡋࢪ࣮࣓ලయⓗࡀᚐ⏕ࠊࡣࡇࡓࡋᵓᡂࡿࡏࡉ࠼

 ࠋࡓࡗ࠶ຠᯝⓗ࡛ࠊࡾ࡞ࡇࡿࡍཧຍᤵᴗࡽࡀ
� ࠊ᭩సᡂᩥࡿࡼࣟࣉ࣮࣡ࡸグ㘓ࡿࡼ࣓ࣛ࢝ࣝࢱࢪࢹ

ࡇࡍ㏉ࡾࡃࢆ⩦ᐇࠊࡣసᡂࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࢻࣛࢫ

ࡿࡳ࡚ࡗࡸᐇ㝿ࢆ⾲Ⓨࡸ⩦⦏ࠊࢀࡽぢࡀ㐩ୖ࡚ࡗࡼ

ࡢࡶࡿࡀ⧄ࡇࡃ☻ࢆ⬟ᢏ࡞ᚲせ✲◊ㄢ㢟ࡀࡇ

ゝࠋࡿ࠼㝈ࡓࢀࡽᤵᴗ㛫ෆ࡛ᅇᩘࢆ㔜ࡣࡇࡿࡡ㞴࠸ࡋ

ຠᯝࡢࡑࠊ࡛ࡇࡍㄢࢆㄢ㢟ࡴ⤌ࡾྲྀㄢእࠊ㐺ᐅࠊࡵࡓ

๓ᥦࡀࡇࡴ⤌ࡾྲྀㄢእࡶ✲◊ㄢ㢟ࠋࡓࡗᅗࢆቑ㐍ࡢ

࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡗࡀ⧄ࡶព㆑㔊ᡂࡢࡑࠊࡽࡇࡿ࡞

 ࠋࡿ࠼⪄
ࡾྲྀ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡣ࡚࠸ࡘసᡂࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ

ᐇࢆホ౯┦ࡢᚐ⏕ࡢ࡛ࡇࡑࠊ࡚ࡋタᐃࢆ⾲୰㛫Ⓨࠊࡳ⤌

ࡓࡋ⤖ᯝࢆୗᅗ࡛ࣇࣛࢢ࡞࠺ࡼࡢ⏕ᚐᥦ♧ࠋࡓࡋ 
 

  
㐺ᐅࢺ࣓ࣥࢥḍࡢບࡢࡋࡲෆᐜࡶ⤂ࡇࡢࡇࠋࡓࡋ

࣓ලయⓗࡀⅬࡿ࠸࡚ࡋ㊊࡚ẚࣉ࣮ࣝࢢࠊࡾࡼ

ຠᯝⓗ࡛ࡀࡇࡓࡁᢕᥱ࡛ࡶ㐍ᤖ≧ែࠊࡾ࡞ࡃࡍࡸࡋࢪ࣮

ពࡴ⤌ࡾྲྀ࡚ࡅྥᡂࠊࡾ࠶ࡶதᚰ➇ࡢᚐ㛫⏕ࠋࡓࡗ࠶

ḧ᭱⤊ⓗ࡞ᡂᗘୖྥࡢᐤࡣࡇࡓࡋ㛫㐪ࠋ࠸࡞࠸ 
� ዪᏊᰯ⏕ྠኈࡢ◊✲Ⓨ⾲ཧຍࡿࡼࡇࡓࡋຠᯝ

ࡿ࠶ᮏᰯദ࡛ࠊࡀࡿㆡ㡫ࡢࡑࡣグ㏙ࡢ࡚࠸ࡘヲ⣽ࡢ

ࡰࡢ✲◊ㄢ㢟ࡢ㸰Ꮫᖺ➨ࡿ࠸࡚ࡋᮏᰯ࡛ᐇࡽࡇ

࡚࣮ࢱࢫ࣏ࡀ࣐࣮ࢸࡢⓎ⾲ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋࢆሙ࡛ෆᐜㄝ

᫂ࠊࡁ⪺ࢆ㉁ၥࡢ࡞ࡿࡍࢆάືࢆ㏻ࠊ࡚ࡋㄢ㢟◊✲ᑐ

ࠊࣔࡁ࡛ࡀࡇࡴࡘࢆࢪ࣮࣓࡞ලయⓗࡿࡍ ࣙࢩ࣮࣋ࢳ

 ࠋࡓࡗ࠶ຠᯝⓗ࡛ࡶⅬ࡛ࡿࡵ㧗ࢆࣥ
� ࢢࡢḟࡀᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࡢ࡚࠸ࡘ⩏ㅮࡢ㸱Ꮫᮇࡓࡲ

 ࠋࡿ࠶࡛ࣇࣛ
 

 
 

ྛ㡯┠࡚࠸࠾⫯ᐃⓗ࡞ᅇ⟅ࡀከᩘᚓࠋࡓࢀࡽㅮ⩏ෆᐜ

ศࠕࡀ㸷ࡰࠊࡀࡓ࠸࡚ࢀࡲྵࡃከࡶෆᐜ࡞ᑓ㛛ⓗࠊࡣ

࠸ࡍࡸࡾ ࠊྛࡾ࠾࡚࠼⟆ࠖ ㅮᖌࡀ㧗ᰯ㸯ᖺ⏕ࡢ▱㆑ࣞ

࠼ぢࡀᡂᯝࡓࡗࡉࡔࡃ࡚ࡵ㐍ࢆ⩏ㅮ࡛ୖࡓࡋ៖⪄ࢆࣝ࣋

 ࠋࡿ
� ࣭⯆ࡿࡀ࡞ࡘ㐩ᡂࡢ┠ⓗࡢ⩏ㅮ⪅✲◊ࡢࡇ 㛵ᚰ

᥈✲ᚰ㛵ࡿࡍ➨㸰࣭ 㸱㡯┠ࡰࡶ㸷ࡢ⏕ᚐࡲࡣ࡚࠶ࡀ

ドᣐࡓࡗ࠶ຠᯝⓗ࡛ࡀ⩏ㅮࡢࡇࠊࡽࡇࡿ࠸࡚࠼⟆ࡿ

 ࠋࡿ࠼ゝ
 
࠙今後の課題ࠚ 
� ᪥ࡢሗ♫ᩥࡿࡅ࠾Ꮠࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡓ࠸⏝ࢆ

᪉࣭స࠸ࡢࡑࠊࡆୖࡾྲྀࢆ㟁Ꮚ࣓࣮࡚ࣝࡋࡘ୍ࡢࣥࣙ

ἲࣥࢥࢯࣃࠊࡀࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺ᢅࡣ࡚࠸ࡘ௨እ࣮࣐ࢫࡢ

ࡓࡗ࠸ࢺࢵࣞࣈࢱࡸ࢛ࣥࣇࢺ ICT ᶵჾࡢ⏝࡛ࡲෆ

ᐜࢆᗈࡀࡇࡃ࠸࡚ࡆㄢ㢟ࠊࡓࡲࠋࡿ࠼⪄ࡘ୍ࡢ⾲ィ⟬

ࡼࢆ➼⩦ᐇࡢࡵࡓࡍࡤఙࡗࡶࢆ⾡ฎ⌮ᢏࢱ࣮ࢹࡿࡼ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡌឤࢆᚲせᛶࡿࢀධࡾྲྀࡃከࡾ
� ࠾࡚ࡋ౫㢗࡚ࡗ㢗ࢆᕫ▱ࡢ⪅ᮏᰯᢸᙜࡣ⩏ㅮࡢ⪅✲◊

ෆᐜ࡛⏕ᚐࡓࡗྲྀࡳỮ༑ศࢆタᐃពᅗࡢࡽࡕࡇᨾࠊࡾ

ࡀ⪅ᮏᰯᢸᙜࠊࡣࡵࡓࡿࡅ⥆ࢆࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡁᥦ౪࡛

ᣢ࣭⥔ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿேⓗࡘࡶ ᣑດࡀࡇࡃ࠸࡚ࡵ⫢

せ࡛ࠋࡿ࠶ 
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３－１ 生命科学基礎 

対象：生命科学コース第１学年（１単位） 

【仮  説】 

⏕⛉Ꮫࡢࢫ࣮ࢥ➨㸰Ꮫᖺタᐃࠕࡓࢀࡉ⏕⛉Ꮫㄢ㢟

◊✲ ࠸࡚ࡵࡲࢆ✲◊ࠊ๓ࡿࡵ㐍ࢆάື✲◊࡚࠸࠾ࠖ

ᚓ⩦ࡢ➼⾡ሗฎ⌮ᢏࡸ⾡グ㘓ᢏࡿࢀࡉᚲせࡵࡓࡃ

ෆ✲◊ࡸ᪉ࡵ㐍ࡢ✲◊ࡢ⪅✲◊ࡢ➼Ꮫࠊࡓࡲࠋࡍࡊࡵࢆ

ᐜ㛵ࡿࡍㅮ⩏ࢆ㏻ࡁ⏕ࡢ⪅✲◊ࠊ࡚ࡋ᪉ྜࡁྥ✲◊ࡸ

ᒙ୍ࢆ㛵ᚰ⯆ࡿࡍᑐ✲◊Ꮫ⛉ࠊࡣࡇࡿࡌឤࢆጼໃ࠺

ႏ㉳ࠊࡋㄢ㢟◊✲ࡢ⛉⌮ࡸᤵᴗࢆࣥࣙࢩ࣮࣋ࢳࣔࡢ㧗ࡵ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ
 
࠙内容・方法ࠚ 
� ⏕⛉Ꮫ࡚࠸࠾ࢫ࣮ࢥ➨㸯Ꮫᖺ࡛ᐇࠕࡿࢀࡉ⏕⛉

Ꮫᇶ♏ࠖ➨㸰Ꮫᖺ࡛ᐇࠕࡿࢀࡉ⏕⛉Ꮫㄢ㢟◊✲ࠖࡢ

㛫࡛┠ᣦࡓࡋ㛵ಀᛶࢆᅗ࡛⾲ࡍḟࠋࡿࡁ࡛⌮ᩚ࠺ࡼࡢ 

 

ᅗࡓࡋ♧㛵ಀᛶࢆᣢ࠺࠸ࡿࡏࡓⅬࠊࡣ࡚࠸࠾㸳ᖺ

㛫ࢆ㏻࡚ࡋኚࡃ࡞ࡇࡿ࠼ᐇࡢࡑࠋࡓࡁ࡚ࡋෆᐜ㛵ࡋ

ᐇ㦂ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋᐇࡘࡘ࠼ຍࢆᨵⰋࡣⅬ࠸⣽ࠊࡣ࡚

⤖ᯝࡢሗฎ⌮ࡢࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡿࡅ࠾⏝ࡣㄢ㢟◊✲

࡛ᚲ㡲ࡃࡈࠊࡀࡿ࡞ᇶᮏⓗ࢙࢘ࢺࣇࢯࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ࡞

ᤵࡢ⛉ᢏ⾡࣭ᐙᗞࡿࡅ࠾୰Ꮫᰯࠊࡣ࡚ࡋ㛵⾡సᢏ᧯ࡢ

ᴗ࡚࠸࠾⩦ᚓ࡛࡚ࡋࡢࡶࡿ࠸࡚ࡁᒎ㛤ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ㐌

㸯ᅇࡢᤵᴗ࡛ࠊࡵࡓࡿ࠶ᤵᴗ㛫࡛࡛ࡣࡇࡿࡁ㝈ࡿࢀࡽ

ㄢእࠊࡣ࡚ࡋ㛵ㄢ㢟ࡢෆᐜ࠺ᢅ㸰Ꮫᮇ≉ࠊࡽࡇ

 ࠋࡓࡋ⾜㐍๓ᥦࢆࡇࡿࡍ⏝ࡶ㛫ࡢ
ᖺᗘࡓࡗᢅෆᐜࡣḟࡢ㏻ࠋࡾ 

１
学
期

情報社会におけるセキュリティ意識と対策 
電子メールの利用とその作法 
デジタルカメラと記録保存※1 

２
学
期 

レポート作成※2 
x 生命科学実習で実施した実験実習のまとめ 
プレゼンテーション実習※2 
x 自然探究Ϩで実施した野外実習内容のプレゼ
ンテーションの作成と発表・相互評価 
画像と表現※2 
x 写真を用いた表現課題に取り組み、立正大学
地球環境科学部主催の高校生地球環境科学写
真賞に応募 
課題研究を知る※３ 
x 集まれ！理系女子 第７回女子生徒による科
学研究発表交流会に参加 

３
学
期 

科学技術研究を知る（全５回）※4 
(1) 牛尾隆氏（株式会社テリムクリ） 
(2) 津田良夫先生（国立感染症研究所） 
(3) 富岡憲治先生（岡山大学） 
(4) 岩尾康宏先生（山口大学） 
(5) 伊藤敏幸先生（鳥取大学） 

ͤ1� ⏬ീࡿࡼグ㘓ಖᏑࡢ㔜せᛶ࣓ࣛ࢝ࣝࢱࢪࢹࠊࡽ

 ࠋࡓࡋᣦ┠ࢆࡇࡿࡅࡘ㌟ࢆ⾡ᙳᢏࡿࡼ
ͤ2� ࠸⏝ࢆ⟭ィ⾲ࡸ᭩సᡂᩥࡓ࠸⏝ࢆᅗࡿࡼࣟࣉ࣮࣡

⏝ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡓࡗ࠸సᡂࢻࣛࢫࠊ⌮ฎ್ᩘࡓ

┠ࢆୖྥࡢฎ⌮⬟ຊ࣭⌧⾲ࡓ࠸⏝ࢆ࢙࢘ࢺࣇࢯࡢ

ᣦࠋࡓࡋ 
ͤ3� ᮏᰯദࡢㄢ㢟◊✲ࡢⓎ⾲ὶཧຍࠊ࡛ࡇࡿࡍ

ᮏᰯཬࡧᰯࡢඛ㍮ࡀᐇ㝿ࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ㄢ㢟◊

ㄢࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ࣭㛵ᚰ⯆ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿ▱ࢆ✲

㢟◊✲ࢪ࣮࣓ࡢࡇࡿࡍࢆ㔊ᡂࢆ┠ᣦࠋࡓࡋ 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 
充実 
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ͤ4� Ꮫࡢ࡞⌧ᙺࡸ⪅✲◊ࡢ㛤Ⓨ⪅⮬㌟ࡀㄒࡿ◊✲࣭

㛤Ⓨෆᐜࡢࡑ㐍ࡵ᪉࠼⪄ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿ▱ࢆ᪉

ࡇࡿࡌឤࢆ➃୍ࡢ㓬㓮ࡢ✲◊Ꮫ⛉ࠊࡆᗈࢆど㔝ࡸ

ᣦ┠ࢆࡇࡿࡵ㧗ࢆព㆑ࡴ⤌ࡾྲྀ✲◊ㄢ㢟ࠊ࡛

ࡣ⩏ㅮࡢࡇࠋࡓࡋ 90 ศ㛫࡛タᐃࠋࡓࡋ 
 

 
伊藤敏幸先生の講義 富岡憲治先生の講義 

 
࠙検証・評価ࠚ 

ࠊࡵࡓ࠸࡞࠸ࡣᚐ⏕ࡿᅔస᧯࡞ⓗ⯡୍ࡢࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ

ࡊࡵࢆୖྥࡢព㆑ࢸࣜࣗ࢟ࢭࡿࡅ࠾ሗ♫ࡣึ᭱

ࢺࢵࣞࣈࢱࡸ࢛ࣥࣇࢺ࣮࣐ࢫ᪥ᖖⓗࠊࡾධࡽෆᐜࡓࡋ

ࢸࣜࣗ࢟ࢭࡢ࡛ୖࡃ࠸࡚ࡋ⏝ࢆࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡓࡵྵࢆ

ࢽ࣑ࣗࢥࠊࡽࡉࠋࡓࡵ㐍࠺ࡼࡿࡏࡉࡅྥࢆ┠⟇ᑐ

⏝ࡃᗈࡀࢪ࣮ࢭࢵ࣓࡞ᡭ㍍࡚ࡋᡭẁࣥࣙࢩ࣮ࢣ

ࡀᶵࡢ⏝ᑗ᮶ⓗࠊࡽࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ

ከࡿ࡞ࡃண ࡿࢀࡉ㟁Ꮚ࣓࣮ࣝࡢ⏝ἲ୍࡚ࡋ

↔Ⅼࡢࡑࠊࡏࢃྜࢆసἲ࡚࠸ࡘࢆᣲ࡚ࡆ⏕ᚐࡶ⪃

࡞ࡋࢪ࣮࣓ලయⓗࡀᚐ⏕ࠊࡣࡇࡓࡋᵓᡂࡿࡏࡉ࠼

 ࠋࡓࡗ࠶ຠᯝⓗ࡛ࠊࡾ࡞ࡇࡿࡍཧຍᤵᴗࡽࡀ
� ࠊ᭩సᡂᩥࡿࡼࣟࣉ࣮࣡ࡸグ㘓ࡿࡼ࣓ࣛ࢝ࣝࢱࢪࢹ

ࡇࡍ㏉ࡾࡃࢆ⩦ᐇࠊࡣసᡂࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࢻࣛࢫ

ࡿࡳ࡚ࡗࡸᐇ㝿ࢆ⾲Ⓨࡸ⩦⦏ࠊࢀࡽぢࡀ㐩ୖ࡚ࡗࡼ

ࡢࡶࡿࡀ⧄ࡇࡃ☻ࢆ⬟ᢏ࡞ᚲせ✲◊ㄢ㢟ࡀࡇ

ゝࠋࡿ࠼㝈ࡓࢀࡽᤵᴗ㛫ෆ࡛ᅇᩘࢆ㔜ࡣࡇࡿࡡ㞴࠸ࡋ

ຠᯝࡢࡑࠊ࡛ࡇࡍㄢࢆㄢ㢟ࡴ⤌ࡾྲྀㄢእࠊ㐺ᐅࠊࡵࡓ

๓ᥦࡀࡇࡴ⤌ࡾྲྀㄢእࡶ✲◊ㄢ㢟ࠋࡓࡗᅗࢆቑ㐍ࡢ

࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡗࡀ⧄ࡶព㆑㔊ᡂࡢࡑࠊࡽࡇࡿ࡞

 ࠋࡿ࠼⪄
ࡾྲྀ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡣ࡚࠸ࡘసᡂࡢࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ

ᐇࢆホ౯┦ࡢᚐ⏕ࡢ࡛ࡇࡑࠊ࡚ࡋタᐃࢆ⾲୰㛫Ⓨࠊࡳ⤌

ࡓࡋ⤖ᯝࢆୗᅗ࡛ࣇࣛࢢ࡞࠺ࡼࡢ⏕ᚐᥦ♧ࠋࡓࡋ 

 

㐺ᐅࢺ࣓ࣥࢥḍࡢບࡢࡋࡲෆᐜࡶ⤂ࡇࡢࡇࠋࡓࡋ

࣓ලయⓗࡀⅬࡿ࠸࡚ࡋ㊊࡚ẚࣉ࣮ࣝࢢࠊࡾࡼ

ຠᯝⓗ࡛ࡀࡇࡓࡁᢕᥱ࡛ࡶ㐍ᤖ≧ែࠊࡾ࡞ࡃࡍࡸࡋࢪ࣮

ពࡴ⤌ࡾྲྀ࡚ࡅྥᡂࠊࡾ࠶ࡶதᚰ➇ࡢᚐ㛫⏕ࠋࡓࡗ࠶

ḧ᭱⤊ⓗ࡞ᡂᗘୖྥࡢᐤࡣࡇࡓࡋ㛫㐪ࠋ࠸࡞࠸ 
� ዪᏊᰯ⏕ྠኈࡢ◊✲Ⓨ⾲ཧຍࡿࡼࡇࡓࡋຠᯝ

ࡿ࠶ᮏᰯദ࡛ࠊࡀࡿㆡ㡫ࡢࡑࡣグ㏙ࡢ࡚࠸ࡘヲ⣽ࡢ

ࡰࡢ✲◊ㄢ㢟ࡢ㸰Ꮫᖺ➨ࡿ࠸࡚ࡋᮏᰯ࡛ᐇࡽࡇ

࡚࣮ࢱࢫ࣏ࡀ࣐࣮ࢸࡢⓎ⾲ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋࢆሙ࡛ෆᐜㄝ

᫂ࠊࡁ⪺ࢆ㉁ၥࡢ࡞ࡿࡍࢆάືࢆ㏻ࠊ࡚ࡋㄢ㢟◊✲ᑐ

ࠊࣔࡁ࡛ࡀࡇࡴࡘࢆࢪ࣮࣓࡞ලయⓗࡿࡍ ࣙࢩ࣮࣋ࢳ

 ࠋࡓࡗ࠶ຠᯝⓗ࡛ࡶⅬ࡛ࡿࡵ㧗ࢆࣥ
� ࢢࡢḟࡀᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥࡢ࡚࠸ࡘ⩏ㅮࡢ㸱Ꮫᮇࡓࡲ

 ࠋࡿ࠶࡛ࣇࣛ
 

 
 

ྛ㡯┠࡚࠸࠾⫯ᐃⓗ࡞ᅇ⟅ࡀከᩘᚓࠋࡓࢀࡽㅮ⩏ෆᐜ

ศࠕࡀ㸷ࡰࠊࡀࡓ࠸࡚ࢀࡲྵࡃከࡶෆᐜ࡞ᑓ㛛ⓗࠊࡣ

࠸ࡍࡸࡾ ࠊྛࡾ࠾࡚࠼⟆ࠖ ㅮᖌࡀ㧗ᰯ㸯ᖺ⏕ࡢ▱㆑ࣞ

࠼ぢࡀᡂᯝࡓࡗࡉࡔࡃ࡚ࡵ㐍ࢆ⩏ㅮ࡛ୖࡓࡋ៖⪄ࢆࣝ࣋

 ࠋࡿ
� ࣭⯆ࡿࡀ࡞ࡘ㐩ᡂࡢ┠ⓗࡢ⩏ㅮ⪅✲◊ࡢࡇ 㛵ᚰ

᥈✲ᚰ㛵ࡿࡍ➨㸰࣭ 㸱㡯┠ࡰࡶ㸷ࡢ⏕ᚐࡲࡣ࡚࠶ࡀ

ドᣐࡓࡗ࠶ຠᯝⓗ࡛ࡀ⩏ㅮࡢࡇࠊࡽࡇࡿ࠸࡚࠼⟆ࡿ

 ࠋࡿ࠼ゝ
 
࠙今後の課題ࠚ 
� ᪥ࡢሗ♫ᩥࡿࡅ࠾Ꮠࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡓ࠸⏝ࢆ

᪉࣭స࠸ࡢࡑࠊࡆୖࡾྲྀࢆ㟁Ꮚ࣓࣮࡚ࣝࡋࡘ୍ࡢࣥࣙ

ἲࣥࢥࢯࣃࠊࡀࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺ᢅࡣ࡚࠸ࡘ௨እ࣮࣐ࢫࡢ

ࡓࡗ࠸ࢺࢵࣞࣈࢱࡸ࢛ࣥࣇࢺ ICT ᶵჾࡢ⏝࡛ࡲෆ

ᐜࢆᗈࡀࡇࡃ࠸࡚ࡆㄢ㢟ࠊࡓࡲࠋࡿ࠼⪄ࡘ୍ࡢ⾲ィ⟬

ࡼࢆ➼⩦ᐇࡢࡵࡓࡍࡤఙࡗࡶࢆ⾡ฎ⌮ᢏࢱ࣮ࢹࡿࡼ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡌឤࢆᚲせᛶࡿࢀධࡾྲྀࡃከࡾ
� ࠾࡚ࡋ౫㢗࡚ࡗ㢗ࢆᕫ▱ࡢ⪅ᮏᰯᢸᙜࡣ⩏ㅮࡢ⪅✲◊

ෆᐜ࡛⏕ᚐࡓࡗྲྀࡳỮ༑ศࢆタᐃពᅗࡢࡽࡕࡇᨾࠊࡾ

ࡀ⪅ᮏᰯᢸᙜࠊࡣࡵࡓࡿࡅ⥆ࢆࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡁᥦ౪࡛

ᣢ࣭⥔ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿேⓗࡘࡶ ᣑດࡀࡇࡃ࠸࡚ࡵ⫢

せ࡛ࠋࡿ࠶ 
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３－２ 生命科学課題研究 

対象：生命科学コース第２学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

Ꮫࡢ㐃ᦠࡾྲྀࢆධࡓࢀㄢ㢟◊✲ࡢᐇࠊࡣ㧗ᰯ࡛ࡢ

Ꮫࡢࡧඛࡾࡼࠊࡿ࠶㧗ᗘ࡞ෆᐜࢆࡾࡀ⧄ࡢឤࠊࡏࡉࡌ

᭦ࡿ࡞⯆ࠊ㛵ᚰࢆႏ㉳࡛ࠊࡓࡲࠋࡿࡁᏛࡢタࢆࡗ

࡚ᏛࡢᩍဨࡸᏛ⏕ࡢᣦᑟࠊࡾࡓࡅཷࢆ◊✲Ⓨ⾲ࡢ㝿

Ꮫࢆࡇࡿࡍࡾࡓࡅཷࢆࢫࣂࢻࡽ⪅✲◊ࡢ࡞⤒

ࠊၥ㢟ゎỴ⬟ຊࠊຊࡿࡍ✲᥈ࡽ⮬ࡸᛮ⪃ຊ࡞Ꮫⓗ⛉ࠊ࡚

㐀ᛶࡓࡗ࠸⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝ᦠ࡛ୖࡃ࠸࡚ࡗࢃᚲせࡉ

ᡂᯝࡢ✲◊ㄢ㢟ࠊࡽࡉࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍࡤఙࢆຊ⬟ࡿࢀ

࡚ࡋⓎಙ࡚ࡋཧຍᴟⓗ✚➼Ⓨ⾲✲◊ࡸᏛ✀ྛࢆ

῝ࡶゎ⌮ࡿࡍᑐෆᐜࠊࡾࡀ⧄㐩ᡂឤࡢᚐ⏕ࡣࡇࡃ࠸

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡏࡉ࣭㐍ᒎ῝ࢆ✲◊ࠊࡾࡲ
 
࠙内容・方法ࠚ 

➨ 2 ᮇ SSH㸦ᖹᡂ 23 ᖺᗘ㹼27 ᖺᗘ㸧ࠊࡶ࡚࠸࠾⥅

㐌ࠋࡿ࠶ᤵᴗ࡛ࡓࡗ⾜࡚ࡋ⥆ 2 㛫ࡢᤵᴗࢆ 6࣭7 㝈┠

㐃⥆࡚ࡋ㓄⨨ࠊ࡛ࡇࡿࡍ◊✲άືࢆຠ⋡Ⰻࡀࡇ࠺⾜ࡃ

࠼ࠊ࠼ຍࡇࡿࡁ࡛ 7 㝈┠ࡀ⤊ࡲࡲࡢࡑࠊࡶ࡚ࡋᨺ

ㄢᚋᐇ㦂➼ࢃ⤊ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅ⥆ࢆ

࣒࣮ࣝ࣍ࢺ࣮ࣙࢩࡧᤵᴗཬ࠺ࡼ࠸࡞ࡋẼࢆ㛫ࡢࡾ

✲◊ࡢࠎྛࡧ࣭㛵ᚰཬ⯆ࡢᚐ⏕ࠊ࡛ࡇࡿࡍㄪᩚࢆ࣒࣮

ࡀࡇࡿࡍᐇࢆάື✲◊࡞ᰂ㌾ࡓࡏࢃྜ㐍ᤖ≧ែࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛
➨ࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ⏕ࠊࡣ࡚ࡋᤵᴗࠊࡓࡲ 2 Ꮫᖺタᐃࡋ

➨ࠊࡀࡿ࠸࡚ 3 Ꮫᖺࠊࡶࡽ࡚ࡗ࡞ᨺㄢᚋ◊✲άືࢆ

➨ࠊࡣࢀࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃከࠎᖺࡣྜࡢᚐ⏕ࡿࡅ⥆ 2
Ꮫᖺࡓࡁ࡚ࡋ✲◊࡚࠸࠾ෆᐜ࠺࠸࠸ࡓࡵ῝ࡗࡶࢆ

ពᚿࠊࡾ࠶࡛ࢀ⾲ࡢ⏕ᚐࡢ୰࡛ࠊㄢ㢟◊✲ࣙࢩ࣮࣋ࢳࣔࡢ

 ࠋࡿ࠼ఛࡀࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ㧗ࠎᖺࡀࣥ
ᖹᡂ 27 ᖺᗘࡶྠ࡛ࡲᵝࡢᯟ⤌ࡢࡳ୰࡛ᐇࠊࡋḟ

⛬ࡿ࠶ࡽᏛᖺࡢୖ࡛ࣉ࣮ࣝࢢᑡேᩘࠊࡽほⅬࡢࡘ㸱ࡢ

ᗘᘬࡔ࠸⥅ࡁෆᐜࢆ◊✲ㄢ㢟࡚ࡋタᐃࠋࡓࡋ 
࣭ᑡேᩘࣉ࣮ࣝࢢࠊࡣࡇࡿ࠶࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡢෆ࡛ࡢ༠ຊࡸ

ศᢸࡀ✲◊ࡵࡓ࡞⬟ྍࡀ㐍ࠊྛୖ࠸ࡍࡸࡵ యⓗࡢ⮬

 ࠋࡿࢀࡽࡵᗘồ⛬ࡿ࠶ࡶάື࡞
࣭๓ᖺᗘࡢ◊✲ෆᐜࢆᘬࠊ࡛ࡇࡄ⥅ࡁ㒊άື࠺ࡼࡢᏛ

ᖺࢆ㉸ࡓ࠼⏕ᚐࠊୖࢀࡲ⏕ࡀࡾࡀ࡞ࡘࡢ ⣭⏕ࡽୗ⣭⏕

 ࠋࡿࡁタᐃ࡛ࢆሙࡢᣦᑟࡢ
࣭๓ᖺᗘࡢ◊✲ෆᐜࢆཧ↷ࠊ࡛ࡇࡿࡍ」ᩘᖺ࡚ࡅෆᐜ

㧗ࡀᛶ⬟ྍࡿࡁᣢ࡛⥔ࢆࣝ࣋ࣞ✲◊ࡢᗘ⛬ࡿ࠶ࠊࡵ῝ࢆ

 ࠋࡿ࡞ࡃ
� ලయⓗࠊࡣࡃࡁ㸱ࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢࡘศ࡚ࢀ◊✲

 ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡢḟࡣάືෆᐜྛࠋࡓࡵ㐍ࢆ

 

 

㸯㸬⎔ቃᏛࣉ࣮ࣝࢢ 
(1) άືࡢᴫせ 
� ࡚ࡋ⎔ቃᏛࢆ㘽ࢆ࣐࣮ࢸ࡚ࡋ᥈ࢆ✲◊࡚ࡋ

㐍ࠊࡀࡓࡵศ㔝ࢆ㉸ࡾྲྀࡶ࣐࣮ࢸࡓ࠼ධࠋࡓࢀᖺᗘࠊࡣ

㔠ᒓࡢ୰࡛ࡶ㣭ရ࡞⏝ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㖟ࡓࡋ┠╔

࣒࣮ࢺࢫࢻ࣐࣭ࣥࢦࣞࠊࡣᖺᗘࠊࡀࡓࡋタᐃࢆ࣐࣮ࢸ

ฟࡢᢏ➇ࡧไᚚཬ࡚❧ࡳ⤌ࡢࢺࢵ࣎ࣟࡓ࠸⏝ࢆ

ሙࠊ㖡ࡀỈ⏕ື≀ཬࡍࡰᚤ㔞㔠ᒓస⏝᳨ࡢドࣥࢠࣝࠊ

㓟ࡢ࣮ࣝ࣎ᛶ㉁ࡢゎ᫂ࡢ㸱࣐࣮ࢸࢆࡘタᐃࠋࡓࡋ 
(2) ᖺ㛫ࡢάື 
� ⯡᪉ࡵ㐍ࡢ✲◊⤂ࡢෆᐜ✲◊ࡢ㐣ᖺᗘࡵࡌࡣ

ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆ✲◊ࠊࡋウ᳨ࢆタᐃ࣐࣮ࢸࠊᚋࡓࡋࢆㄝ᫂ࡢ

ᖺᗘᮎࠊࡣᖺᗘࢆࢺ࣮࣏ࣞࡓࡵࡲࢆ✲◊ࡢᡂࡏࡉ

 ࠋࡓࡗ࠸࡚ࡵ㐍ᶆ┠ࢆࡇࡿ

 
実験風景 研究発表 

(3) ᰯእ࡛ࡢⓎ⾲ᐇ⦼ 
2015.10.28� 㞟ࢀࡲ㸟⌮⣔ዪᏊ ➨㸵ᅇዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ 

⛉Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶ 
2015.11.8 � ➨ 3 ᅇᏱᐂࢺࢵ࣮࣎ࣟࢱ࣮࢚࣋ࣞ➇ᢏ 
2015.11.14� 2015 ᖺ᪥ᮏᏛ୰ᅜᅄᅜᨭ㒊Ꮫᩍ⫱◊

✲Ⓨ⾲ 
2015.12.23� ࣝࢫࢵࣕ࢟ࢫ࢚ࣥࢧ 2015 㛵す 
2016.1.24 � ᖹᡂ 27 ᖺᗘ㞟ࢀࡲ㸟⛉Ꮫࡢᣮᡓ⪅ 

࣭ඃ⚽㈹ 2 ௳ 
2016.2.6�   ➨ 16 ᅇᒸᒣ┴⌮ᩘ⛉⌮ᩘ⣔ࢫ࣮ࢥㄢ㢟◊ 

✲ྜྠⓎ⾲㸦ࣥࣙࢩࢵࢭ࣮ࢱࢫ࣏㸧 

㸰㸬㛫⏕≀Ꮫࣉ࣮ࣝࢢ 
(1) άືࡢᴫせ 
� Ꮫᰯタᐃ⛉┠ࠕ⏕⛉Ꮫᇶ♏ࠖࠊ࡚࠸࠾ᒸᒣᏛ⌮Ꮫ

㒊⏕≀Ꮫ⛉㛫⏕≀Ꮫ◊✲ᐊࡢᐩᒸ᠇ᩍᤵㅮ⩏ࡋࢆ

࡚㡬ࠊࡁ㛫⏕≀Ꮫ࡚࠸ࡘ⯆ࢆᣢࡓࡗ⏕ᚐ㐩ࢆ୰ᚰ

◊✲άືࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ⏕ᚐ㐩ࠊࡣணࡵ㛫⏕≀Ꮫ࠺࠸

◊✲ศ㔝ࡢ࡚࠸ࡘࡀࢪ࣮࣓࡞ࡲฟ᮶࡚ࠊࡵࡓࡿ࠸

◊✲ᙜึࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜ࡿࡅ࠾ᖜࡇࡃ┬

࡛ࡀࡇࡿධάື✲◊ࡢẁ㝵࡛ᐇ㝿࠸ẚ㍑ⓗ᪩ࠊࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡿࡁ
ᖺᗘࠊ᳜ࡣ ࣮ࢸ✲◊࡞ࢆゎᯒࡢ࣒ࢬᑵ╀㐠ືࣜࡢ≀

ࠊ࡚ࡏࢃྜ࣭㛵ᚰ⯆ࡢᚐ⏕ࠊࡓࡲࠋࡓࡋᐇ࡚ࡋ࣐

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 
充実 
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ࠊ࣒ࢬάࣜ⏕ࡢ㨶㢮ࠊṪ⦾ࡢ㢮⳦ࠊࡸ⏝సࡢࣥࣔࣝ࣍≀᳜

᪻㸦ࣜ㢮㸧ࡢ⏕ែࠊ➼࡚࠸ࡘᖜᗈ࠸ศ㔝ࡢ◊✲άື

ࠋ࣓ࡓࡗ⾜ࢆ ࡢ࣒ࢬᑵ╀㐠ືࣜࡓࡋᐇ࡚ࡋ࣐࣮ࢸࣥ

ᐇ㦂ࠊࡣ࡚࠸࠾◊✲ᑐ㇟ࢆ࢘ࢯࢪࣥࢹ࡚ࡋ㑅ᢥࠊࡋ

㑇ࡿࢃ㛵ᑵ╀㐠ືࠊ࠼ຍᐇ㦂ࡢどⅬ࡛࡞ࣟࢡ࣐ࡢ࡛ࡲ

ఏᏊࡢ࡚࠸ࡘゎᯒࠊ࡞ศᏊ⏕≀Ꮫࡢᡭἲࡾྲྀ✲◊ࢆ

ධࠋࡓࢀ㑇ఏᏊ㛵㐃ࡢᐇ㦂ࠊࡣ࡚࠸࠾ᒸᒣᏛ㈨※᳜≀

⛉Ꮫ◊✲ᡤࡢୟཎඛ⏕㐃ᦠࠊ࠾࡞ࠋࡓࡗ⾜࡚ࡋᑵ╀㐠ື

ࡣ✲◊ࡢ 2 ᖺ⏕ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᖺᗘࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ࡢࡇࠊ 3
ᖺ⏕ࡶᨺㄢᚋ➼ࢆ⏝ࠋࡔࢇ⤌ࡾྲྀ࡚ࡋ⥆⥅࡚ࡋ 
(2) ᖺ㛫ࡢάື 
㸯Ꮫᮇ� ඛ⾜◊✲ࡢㄪᰝཬࡢ࣐࣮ࢸ✲◊ࡧタᐃྛࠋ ࢸ✲◊

 ࠋ㛤ጞࢆᐇ㦂࡚ࢀศ࣐࣮
㸰Ꮫᮇ� ᚓࡓࢀࡽᐇ㦂ࠊ࡚࠸ࡘࢱ࣮ࢹ⪃ᐹཬ࢝ࢫࢹࡧ

௬ㄝࡧၥཬࡓࢀࡲ⏕ࡓ᪂ࠋᐇࡢࣥࣙࢩࢵ

ᇶ࡙ࡓ࠸㏣ᐇ㦂ࡢᐇࠋ 
㸱Ꮫᮇ� ◊✲ᡂᯝࡵࡲࡢⓎ⾲㈨ᩱࡢసᡂࠊⓎ⾲⦎⩦ࠋ 

 
実験風景① 実験風景② 

(3) ᰯእ࡛ࡢⓎ⾲ᐇ⦼ 
2015.5.16�  ୰ᅄᅜᆅ༊⏕≀⣔୕Ꮫྜྠ㸦ឡ㸧

㧗ᰯ⏕࣮ࢱࢫ࣏Ⓨ⾲࣭ ᳜≀ศ㔝᭱ඃ⚽ࢮࣞࣉ

 ㈹ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥ
2015.10 ᭶� ➨ 59 ᅇ᪥ᮏᏛ⏕⛉Ꮫ㈹ᒸᒣ┴ᑂᰝ࣭┴▱㈹ 
2015.10.31� 㞟ࢀࡲ㸟⌮⣔ዪᏊ➨ 7 ᅇዪᏊ⏕ᚐࡿࡼ⛉

Ꮫ◊✲Ⓨ⾲ὶ 
2015.12.24  ➨ 59 ᅇ᪥ᮏᏛ⏕⛉Ꮫ㈹୰ኸᑂᰝ࣭⛉Ꮫᢏ⾡

ᨻ⟇ᢸᙜ⮧㈹ 
2016.1.24 � ᖹᡂ 27 ᖺᗘ㞟ࢀࡲ㸟⛉Ꮫࡢᣮᡓ⪅࣭ඃ⚽㈹ 
2016.3.20�  ➨ 57 ᅇ᪥ᮏ᳜≀⏕⌮Ꮫᖺᅇ≉ู⏬ࠕ㧗

ᰯ⏕⏕≀◊✲Ⓨ⾲ 㸦ࠖᒾᡭᏛ㸧 
2016.3.21� ᪥ᮏ⏕ែᏛ➨ 63 ᅇྎ㸦ྎᅜ

㝿࣮ࢱࣥࢭ㸧 

㸱㸬Ⓨ⏕⏕≀Ꮫࣉ࣮ࣝࢢ 
(1) άືࡢᴫせ 
㸺୧⏕㢮࣭∐㢮㸼 

1989 ᖺᗘࡢ࡞ࣜࣔࣛࣁ࢝ࡸ࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧࡽ

᭷ᑿ㢮ࠋࡓࡁ࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ✲◊ࡢᒸᒣ┴୰༡㒊⏕ᜥࡿࡍ

Ṫ᪉⦾ࡢ᭷ᑿ㢮ࠊࡋᡭ╔ࡽ✲◊ࡢ࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧ࣑ࢫ࢝

ἲࡢ㛤Ⓨࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡚ࡋ✲◊࡚ࡋ⥆⥅ࢆᖐ✀ࢩࢩ࣑ࡢ

ㄪᰝ㸦2009ື⾜ࡢ࣓࣑࣑࢞࢝ࣆࢵ ᖺᗘࡽ㸧ࠊ⏕≀ᕤᏛ

ⓗ࡞ᡭἲ࡛࣮ࣥࣟࢡࡢࣜࣔࣛࣁ࢝ࡢసᡂ㸦2013 ᖺᗘ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣮᡓࡶ㸧ࡽ

ࢧࢱ࢜࢜ࠊ࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧ࣑ࢫ࢝ࠊࡣ㐍ᤖ≧ἣࡢ✲◊

࡛❧☜ࡰࠊࡣ࡚࠸ࡘṪ᪉ἲ⦾ࡢ㣫⫱ୗࡢ࢜࢘࢘ࣙࢩࣥ

⾤ᕷࠊࡣㄪᰝື⾜ࡢ࣓࣑࣑࢞࢝ࣆࢵࢩࢩ࣑ࠊࡓࡲࠋࡓࡁ

ᆅ㏆㑹ࡢỈ⏣ᆅᇦ࡛ࡣ⾜ືᅪࡢ୰ᚰỈ㊰࣮ࣜࢡࣥࢥࡀ

✀ᅾ᮶ࠊࡓࡲࠋࡓࡁゎ࡛᫂ࡀࡇࡿ࠶ࡀቃ⎔࠸࡞ࢀࡉࢺ

ࠋࡓࡗุࡀࡇࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿ࠸࡚ࡋ㥑㏲ࢆ࣓࢞ࢧࢡࡢ

㈿άࡢ᰾⛣᳜ᚋࠊࡣ࡚࠸ࡘసᡂ࣮ࣥࣟࢡࡢࣜࣔࣛࣁ࢝

࡛ࡲ⬇⬊ࠊ࠸⾜⢭Ꮚᠱ⃮ᾮ࡛ࡸ࢛ࣇࣀ࣒࢜࢘ࢩࣝ࢝ࢆ

Ⓨ⏕ࡇࡿࡏࡉᡂຌࡓࡋẁ㝵ࠋࡿ࠶ 
⏕≀ᩍᐊ࡛࡞ࢁ࠸ࢁ࠸࡛ࡲࢀࡇࡣ✀㢮ࡢ୧⏕㢮ࡢ㣫⫱

⫱㣫⥆⥅ࢆࡳࡢ✀ࡓࡋ㛵㐃✲◊ࡣᅾ⌧ࠊࡀࡓࡁ࡚ࡳヨࢆ

2016ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺ 2 ᭶࡛ࢱ࢜࢜ࡢ⛉࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧࠊ

ࣥࢣࣜࢩࣜࣔࣛࣁ࢝ࡢ⛉ࣜࣔࠊ࢜࢘࢘ࣙࢩࣥࢧ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣢ⥔ࢆࣜࣔ
㸺㓝ẕ㸼 

2007 ᖺᗘࢆ✲◊ࡽ㛤ጞࠊࡀࡓࡋᙜึ࡞ࢁ࠸ࢁ࠸ࡣⰼ

ࡇࡿࡍẚ㍑࡚ࡋࢆᐃྠࡢ✀ࠊࡋ᥇ྲྀࢆᰴ⳦ࡢ㔝⏕㓝ẕࡽ

ࡿࡍゎᯒែⓗ⏕ࢆ㛵ಀࡢ✀ࡢ㓝ẕ✀ࡢⰼࠊ࡚ࡗࡼ

ࡀⰼࡿࡁ࡛ࡀ᥇ྲྀࡢᰴ⳦ࠊࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡓࡋᣦ┠ࢆࡇ

ࢶࢶࡓࡗࡍࡸࡋ᥇ྲྀࡀᰴ⳦ࠊ࡛ࡢࡓࡗ࡞ᑡࡣ࡚ࡋ✀

ࠊᙧែࡢࡑࠊࡋ᥇ྲྀࢆᰴ⳦ࡽᆅᇦ࠸ᗈࠊ࡚ࡋ㝈ᐃⰼࡢࢪ

ᰁⰍయᩘ࣒࣮ࢯ࣎ࣜࠊ RNA ࡿࡍࢻ࣮ࢥࢆ DNA ሷᇶ㓄ࡢ

㸦ิ18SrDNA㸧ࠊ㟁ẼὋື᰾ᆺࢆᣦᶆศ㢮ࡇࡿࡍ╔

ᡭࡢࡑࠊࡽࡉࠊࡋᏛᛂࡢ⬟ຊ㸦࣮ࣝࢥࣝⓎ㓝⬟ࠊ

ே㛫⏕άࠊㄪࢆ㈨⬟㸧ࢫ࣮ࣟࢩ࢟ࠊ⬟ศゎࢫ࣮ࣟࣝࢭ

 ࠋࡓࡋᣮᡓࡇࡿࡅࡘぢࢆᰴ⳦࡞⏝᭷
2015 ᖺᗘ࣮ࣝࢥࣝࠊࡣⓎ㓝⬟࣭ࢫ࣮ࣟࣝࢭศゎ⬟࣭

ࡢ⬟㈨ࢫ࣮ࣟࢩ࢟ 3 ࠊ࡚ࡋ㓝ẕࡘᣢྠࢆຊ⬟ࡢࡘ

ሷᇶ㓄ิྠࢆᐃ࡚ࡋ Metschnikowia  pulcherrima ぢࢆ

Metschnikowia  pulcherrimaࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅࡘ ࠊࡣ

࡚ࣝࡋᇶ㉁ࢆࢫ࣮ࢺࢡࣛ࢞ࡸࢫ࣮ࢥࣝࢢࡀ௰㛫ࡢࡑ

ࣟࣝࢭ㸦ࢫ࣮࢜ࣅࣟࢭࡘࠊࡕᣢࢆຊ⬟ࡿࡍࢆⓎ㓝࣮ࣝࢥ

㈨ࢆࢫ࣮ࣟࢩ࢟ࡸ㸧ࡿࡌ⏕ࡿࡍศゎ࡛ࢮ࣮ࣛࣝࢭࢆࢫ࣮

ࡿࡍ⬟ຊࢆᣢࡀࡇࡘ☜ㄆࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ㝿

࢚࢜ࣂࡓࡋཎᩱࢆࢫ࣐࢜ࣂᮌ㉁ࠊ࡚࠸⏝ࢆⰼ㓝ẕ

࠼⪄ࡔ✀ࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿࡁ࡛⏝⏘⏕ࡢ࣮ࣝࣀࢱ

 ࠋ࠸ࡓࡋド᳨࡚࠸ࡘ᭷⏝ᛶࡢࡑࠊࡣḟᖺᗘࠋࡿࢀࡽ
㸺᳃ᯘ㸼 

2006 ᖺᗘࡾࡼᐇࡿ࠸࡚ࡋ᳃ᯘㄪᰝ㸦⏕⛉Ꮫࢫ࣮ࢥ

1 ᖺ⏕ᑐ㇟ࡢᏛᰯタᐃ⛉┠ࠕ⮬↛᥈✲Ϩ 㸧ࠖࢆࢱ࣮ࢹࡢゎ

ᯒ࡚ࡋ⪃ᐹ࠺࠸ࡿࡍᙧ࡛◊✲ࢆ㐍ࠋࡓࡁ࡚ࡵᖺᗘࠊࡣ

࡚ࡋ㇟ᑐࢆேᕤᯘࢠࢾࢡࡓࡗ࡞࠸࡚ࢀࢃ⾜࡛ࡲࢀࡇ

ㄪᰝࢆᐇࡢࡑࠊࡋ⤖ᯝࡢ࡛ࡲࢀࡇࢆㄪᰝ⤖ᯝẚ㍑ࡿࡍ

ࠊྠ࡛ࡇ ࡼࡢ࡛࠸㐪࠺࠸ኳ↛ᯘேᕤᯘࡶ࡛✀ᶞࡌ

࠺ࡼࡢࠊࡽᯝ⤖ࡢࡽࢀࡇࠊࡋẚ㍑ࢆࡢࡿ࠶ࡀᕪ࡞࠺

ࡽ᫂ࢆࡢࡿ࠸࡚ࡋ྾ࢆ㓟Ⅳ⣲ࡃࡼ⋠ຠࡀ᳃ᯘ࡞

 ࠋࡓࡋⓗ┠ࢆࡇࡿࡍ
ࢩ࣮࣐ࣞࠊ࠼⪄ࢆࡇࡍ⏕ὶࢆᡂᯝ✲◊ࠊࡓࡲ

⡿ᓥすஂࡸㄪᰝྠྜࡢ⏕Ꮫ⏕Ꮫ㝔ࡢUTHMᏛࡢ

୰Ꮫᰯ࡛ࡢ⎔ቃᏛ⩦ࢆᐇࠋࡓࡋ 
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(2) ᰯእ࡛ࡢⓎ⾲ᐇ⦼ 
㸺୧⏕㢮㸼 
2015.9.19�  ᪥ᮏື≀Ꮫ➨ 86 ᅇ᪂₲㧗ᰯ⏕ࡿࡼ

 Ⓨ⾲࣭ඃ⚽㈹࣮ࢱࢫ࣏
2015.11.17� International Conference on BIODIVERSITY 2015�  
� � � � � � 㸦3 ௳㸧࣭ Best Poster Award 
㸺㓝ẕ㸼 
2015.8.4 � ➨ 5 ᅇ㧗ᰯ⏕ࢺࢵ࣑ࢧ࢜ࣂ in 㭯ᒸ 

࣭㎰ᯘỈ⏘⮧㈹ 
2015.8.6-7 ᖹᡂ 27 ᖺᗘ࣮ࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ

ࣝ⏕ᚐ◊✲Ⓨ⾲࣭࣮ࢱࢫ࣏㈹ࠊ⏕ᚐᢞ⚊㈹�

2015.11.1� ➨ 54 ᅇ᪥ᮏ⸆Ꮫ᪥ᮏ⸆ᖌ᪥ᮏ㝔⸆

ᖌ୰ᅜᅄᅜᨭ㒊Ꮫ⾡࣭ඃ⚽Ⓨ⾲㈹ 
㸺᳃ᯘ㸼 
2015.5.16  ୰ᅄᅜᆅ༊⏕≀⣔୕Ꮫྜྠ㸦ឡ㸧

㧗ᰯ⏕࣮ࢱࢫ࣏Ⓨ⾲࣭⏕ែ ⎔ቃศ㔝 ᭱ඃ⚽

 ㈹ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ
2015.11.17  International Conference on BIODIVERSITY 2015�  
� � � � �  ࣭Best Poster Award 
2015.12.12-13➨13ᅇ㧗ᰯ⏕⛉Ꮫᢏ⾡ࢪࣥࣞࣕࢳ㸦JSEC㸧

᭱⤊ᑂᰝ࣭ඃ➼㈹ 
 
࠙検証・評価ࠚ 

3 Ꮫᮇᐇࢺ࣮ࢣࣥࡓࡋ⤖ᯝ᳨ࡾࡼドࠋࡿࡍ⏕⛉

Ꮫㄢ㢟◊✲࡚࠸ࡘᑜࡓࡡ⤖ᯝࡣḟࡢ㏻ࠋࡓࡗ࠶࡛ࡾ 

 

ྛ㉁ၥ㡯┠ࡣ⏕ᚐఙ࠸ࡓ࠸ࡽࡶ࡚ࡋࡤຊ࡚࠸ࡘタ

ᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ㠃ⓑ࠸ᛮࡑࡇ࡚ࡗ⯆ࡀቑࡣࡢ࠺࠸ࡍᙜ

ᅇ⟅࡞ᐃⓗྰᅇ⟅ྜ࡞ᐃⓗ⫯ࠊࡵࡓࡿࢀࡽ࠼⪄↛

⤌ࡾྲྀ࡚ࡗᣢࢆ⯆ࡎࡲࠊࡣ✲◊ㄢ㢟ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⮴୍ࡀྜ

ࡢ࠸࡞ࡁᮇᚅ࡛ࡣࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ⓗ⮬ࠊពḧⓗࡤࢀࡅ࡞ࡲ

ࡢࡇࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋタᐃ࡛࠼⪄ 2 㡯┠ࡢ⫯ᐃྜࡀ㠀ᖖ

㧗ࡢึ࡛᭱ࡇ࠸┠ⓗࢆ㐩ᡂࢆ✲◊ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ㐍

ࡇࡿ࠸࡚ࡌឤࡀᚐ⏕ࡢࡃከࢆୖྥࡢ⬟ᢏࡸ㆑▱ࠊ୰࡛ࡿࡵ

ࡼࡀྜ࡞ຊ࡛ྰᐃⓗࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࠋࡿࢃࡶ

ᙺࡢෆ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡢ㝿ࡢ⾲Ⓨ✲◊ࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ㧗ࡾ

ศᢸࡴ⤌ࡾྲྀ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࠊ࡛ࡢࡶࡓࡌ⏕ࡽ௨ୖࡣ㑊ࡅ

࡚㏻ࠊྛࡋࡋࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࢀ 㡯┠࡚࠸࠾⫯ᐃ

ドࡿ࠸࡚ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ㐩ᡂࡡᴫࢆⓗ┠ࠊࡣࡇ࠸㧗ࡀྜ

ᣐࠋࡿ࠼࠸ 

 

 

ᅇ⟅ࡢ㑅ᢥ⫥㛫ࡢ┦㛵ࡢୖࡀࡢࡓ࠸࡚ࢀ⌧ࡃࡼࡀ 2 ࡘ

ࡉࡁࡢࠊࡉᙉࡢࡕẼᣢࡢࡑࡀࡉࡁࡢ್ᩘࡢᅗ㸦㍈ࡢ

Ꮫ⛉ࡉ㠃ⓑࠊࡶࡽᅗࡢࡇࠋࡿ࠶㸧࡛ࡍ⾲ࢆヱᙜேᩘࡀ

ࠊࡽࡉࠋࡿศࡀࡇࡿ࠶ࡀ㛵┦ࡣ㛫ࡢቑ㐍ࡢ⯆ࡢ

⛉Ꮫⓗᡭἲᛮ⪃ຊࡢ㛫ࡢ┦㛵ࡶ㧗ࡀࡇ࠸ศࠋࡿ 
 
࠙今後の課題ࠚ 
� ᚐ⏕ࡓ࠼㉸ࢆᏛᖺࠊࡣ࣒ࢸࢫࢩࡃ࠸࡚ࡋ㒊⥅ᢎ୍ࢆ✲◊

ࡍࡸࡁ࠸࡚ࡗࡲ῝ࡶෆᐜࠊࡾ࡞ࡅࡗࡁࡿసࢆࡾࡀ⧄ࡢ

ࡶࡁࡃ࠸࡚ࡅ⥆ࡤࡽ࡞ࡿࡍタᐃࢆ✲◊ㄢ㢟ࠊࡽࡇ࠸

ࡇࡿ࡚⫱ࢆ✀ࡢ✲◊ࡿࢀࡲ⏕࡛⛬㐣✲◊ࡢࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢ
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３－３ 数理科学課題研究 

対象：文理コース第２学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

高校履修内容より高度な内容を扱うテーマの研究に取

り組み、専門家からの助言や大学等の協力を得ながら進め

ることで、真理を追及する姿勢や実験手法、実験技術を身

につけさせ、問題解決能力や想像力、研究発表会などでの

プレゼン技術を養うことができる。 
 
【内容・方法】 
	 原子・分子の可視化モデルを作ることを目標に課題研究

を進めてきた。特に鉄原子に注目し、熱運動の様子や磁化

の様子を、方位磁石を用いて実験値と理論値の比較を行っ

た。課題研究を始めたころは、方位磁石を回転させるため

に手動で磁石を動かしていたが、実験誤差を軽減するため、

円筒形コイルを作製し、交流磁場の中で方位磁石を回転さ

せることにした。さらに地球磁場の影響を考えるため矩形

コイルを作製した。実験装置を研究内容に合わせて作製し

引き継いでいくことで、生徒は研究の継続性と発展を強く

感じるようになったと思われる。 
また、第 1期 SSH（平成 18年度～22年度）では高大

連携講座の一環で岡山大学理学部物理学科の研究室を訪

問し、講義や実習を行っていたが、第 2期 SSH（平成 23
年度～27 年度）では、岡山大学「科学先取りグローバル
キャンパス岡山」に参加した。岡山大学大学院自然科学研

究科の実験室で実験を行い、直接教授から実験のアドバイ

スを頂けることは、研究室訪問を行っていた時より、課題

研究に取り組むモチベーションを維持できたと考える。第

1 期 SSH から取り組んできた主要な研究テーマは以下の
ようである。 

・磁石のつくる磁場の様子 
・微小磁石の一次元配列の統計的考察 
・方位磁石を使った自発的対称性の破れ理論の可視化モデ

ルとその解析 
・デジタルオシロを使った磁石の強さの測定 
・振動磁場中における磁石の運動	 ～実験とモンテカルロ

法との比較～ 
・水の温度変化の測定方法と対流の解析 
・方位磁石による磁化曲線	 振動磁場の影響 
・透磁率の周波数による変化 

	 そして今年度は、交流磁場中で鉄原子が磁区を形成する

時間を測ることを目的とした。研究で取り扱う磁石につい

て理解を深めるとともに実験装置の作成・改良、実験デー

タの解析方法の習得を目指した。 
今年度も岡山大学「科学先取りグローバルキャンパス岡

山」に参加した。大学の実験室で実験し、教授から直接ア

ドバイスを貰えることは進路を考える上で良い経験にな

った。また、数回の講義・実験に参加したことで他校の生

徒と意見を交わすことに慣れ、そのことが研究発表会でも

発表側・聴き手側としての力を身に付けたと思われる。 
(2) 年間の活動 
１学期：磁石について学習、実験装置作成 
２学期：計測実験、実験データ解析、中間報告 
３学期：実験装置の改良、計測実験・実験データ解析、発

表・プレゼンテーションの練習 
(3) 研究内容 
本研究での大きな実験テーマは、方位磁石を用いて原子

分子の磁化の様子を再現するモデルを作ることである。昨

年度までの研究で、交流磁場中に方位磁石を置くと、この

磁場の影響を受けて方位磁石が振動・回転を始める。磁石

の並び方は交流電流の周波数によって変化することがわ

かった。今年度は鉄原子が磁区を形成する時間を測定する

ために、鉄原子の並び方によって変化する透磁率に注目し

た。透磁率を測定ためにコイルを作製し、コイル内に入れ

る強磁性体（鉄）の直径、形状を変化させ、コイルの自己

インダクタンスを測定する。測定した自己インダクタンス

から透磁率を求める。 
(4) 校外での発表実績 
2015.7.31	  第 10回	 高校生・大学院生による研究紹介

と交流の会− イノベーティブな自然科学を

共に語ろう−  
2015.10.31	 集まれ！理系女子	 第 7 回女子生徒による

科学研究発表交流会 
2016.1.24   集まれ！科学への挑戦者・奨励賞 
2016.2.6	   第 16 回岡山県理数科理数系コース課題研 

究合同発表会 
2016.3.21  2016年度 日本物理学会 第 12回Ｊｒ.セッシ

ョン 

実験風景 研究発表 

【検証・評価】 
次頁に生徒のアンケート結果をまとめたものを示す。全

ての項目で概ね肯定的な意見になっており、仮説通りの結

果となった。①、②の項目では小学校から学習している磁

石を研究対象にしたこと、実験装置を自分たちで作製した

ことで興味付けができたと考えられる。また、大学で実験

したことで、研究へのモチベーションの維持、大学での研 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 
充実 
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究に対するイメージに繋がったと考えられる。 
 
【今後の課題】 
	 物性（主に磁性）についての研究を継続し、代々作製し

た実験装置や確立した実験方法を引き継ぎ改良してきた。

また、今までは 2年生が研究を行っていたが、昨年度から
3 年生も課題研究に継続して参加するようになったので、
先輩から後輩へ直接研究内容、実験方法を引き継ぎ出来る

ようになった。今後もこの流れを続けていきたい。 

 

３－４ 物質科学課題研究 

対象：文理コース第２学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

食品や化粧品などの普段の生活に関わる物に対して、

「抗酸化物質」をキーワードとして化学的な視点を向ける

ことでより深い科学的課題を見つけ出す。大学と連携する

ことで高度な実験方法で取り組み、まだ誰も知らないこと

を見つけ出すという科学的好奇心を刺激し、論理的思考力

を身につけることができる。 
 
【内容・方法】 
(1) 年度毎に追加された活動内容 
・平成 23年度 
生徒のプレゼンテーション能力の向上を狙い、セミナ

ーを指導に取り入れた。 
・平成 24年度 
ポリフェノール含有量測定を可能にするために、フォ

ーリンチオカルト法の指導を取り入れた。親油性物質

の酸化程度の測定を可能にするために、チオバルビツ

ール酸法を指導に取り入れた。 
・平成 25年度 
実験計画に目的意識を持たせるために、1学期の講義の
中で、統計学（標準偏差、標準誤差、有意差の概念）

を取り入れた。また、生徒自身でデータ処理ができる

ように Excel で標準誤差を求める指導を行った。がん
細胞への影響を確認するための指導を受けるために、

就実大学薬学部との高大連携を締結した。 
・平成 26年度 
テクスチャー測定を可能にするために、ノートルダム

清心女子大学人間生活学部と連携を行った。 
・平成 27年度 

3年生からも一部クラスで選択可能となった。抗糖化活
性測定を可能にするための指導を受けるため、岡山県

立大学保健福祉学部との高大連携を締結した。 
 

(2) 生徒の変化 
評価方法は、物質科学課題研究を受講する生徒対象に行

った。各項目のアンケート回答の「大変そう思う」「まあ

まあそう思う」「どちらともいえない」「あまり思わない」

「全くそう思わない」をそれぞれ、「1.0」、「0.5」、「0」、「-0.5」、
「-1.0」として、割合にかけ算をして集計した。 

 
統計学の指導を始めた平成 25年度から、実験の後のデ

ータ処理まで考えた実験計画を組むようになり、誤差が小

さくなるための工夫を自ら行う傾向が見られた。 
	 平成 22年度から研究報告書（論文）の作成を行ってき
たが、年度が進むにつれ文献が充実し、自主的に文献を参

考にして研究計画を進め、発表に取り入れる姿が見られる

ようになった。 
(3) 今年度の活動 

1 学期は課題研究の目的や実験手法を身につけるため
の講義や実験演習を行う。2学期より、研究課題を決定し、
各グループでの研究を開始する。詳細は以下の通りである。 
１学期：課題研究基礎学習（9 回）。保湿クリーム作り。

抗酸化活性測定。講義：中村督宜先生（岡山大学） 

-0.2
-0.1

0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

実験結果の誤差が小さくなるように工夫を行った。

実験データを正しく管理をし、集計した。

参考文献を用いて、自分の研究内容を深めた。

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 
充実 
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２学期：課題研究活動（11回）。研究計画。実験計画の作
成。実験。発表練習。大学実習「抗糖化活性測定」

加藤奈々氏（岡山県立大学大学院生・管理栄養

士：本校卒業生、在学中に本講座受講） 
３学期：課題研究活動（7 回）。実験。大学実習２回、論

文作成。 
(4) 今年度の研究テーマと内容 
テーマ『アスコルビン酸オキシダーゼ(AAO)を保有する食

品による機能性の相互作用』 
キュウリやニンジンなどの高いAAOを保有する食品が、
他の食品の抗酸化活性や抗糖化活性、ガン細胞増殖抑制効

果に対してどのような影響を与えるかを検証する。 

テーマ『マスカットみたいな石けんを求めて』 
マスカットの抗酸化成分を配合した、新しい石けんの開

発に取り組む。マスカットの弾力、色、においに近づけら

れるように、その工程を化学工学的に開発する。 

テーマ『マスカットオブアレキサンドリアの廃棄部位の可能性』 
マスカット廃棄部位の機能性と、その原因となる物質の

解明を行う。 

 
発表準備 研究発表 

(5) 校外での発表実績 
2015.11.14	 2015 年日本化学会中国四国支部化学教育研

究発表会・優秀発表賞 
2015.12.23	 サイエンスキャッスル 2015関西大会 
2016.2.6	 	 第 16回岡山県理数科理数系コース課題研究

合同発表会 
2016.3.28	  ジュニア農芸化学会 2016 
 
【検証・評価】 
	 年度末にとった生徒のアンケート結果は右段に示す。予

測された実験結果を得られなかったことから、実験方法の

開発やデータの精度を向上させることに生徒達は意識を

集中していた。その結果、文献を読み、実験計画を立てる

習慣が身につき、自分自身の成長を生徒達が感じるように

なった。毎年、実験成果を論文にまとめたことで、研究に

対する理解の深まりと、情報を自分たちで収集する能力を

身につけることができた。 

 
 

 
 
【今後の課題】 
	 3 年生からも一部クラスで選択可能となったことを上
手く活用し、直接研究内容を先輩から後輩に受け継ぐ機会

を充実させたい。また、岡山県立大学保健福祉学部との高

大連携は今後とも継続したい。 
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３－５ 生物部・科学部 

対象：生命科学コース、文理コース、併設中学校全学年希望者 

【仮  説】 

放課後の時間帯を利用して恒常的に研究活動に携わる

ことで、より深い内容の研究活動を行うことができる。中

高一貫校という特色を活かし、中学生から課題研究に取り

組むことで、長期的な研究ができ、研究分野の知識を深め

られると考える。学年の枠を超えて活動ができることは、

科学への興味を深め、研究への意欲を大きくすると考える。

また 1つのデータを年齢の違う生徒で扱うことは、様々な
視点から解析でき、生徒同士の研究に対する姿勢を養うこ

とができる。 
 
【内容・方法】 
本校には科学系クラブとして生物部と科学部がある。そ

れぞれの活動内容としては、以下の通りである。 
(1) 生物部 
	 本校の生物部は、平成 27 年度は 64 人の高校生が在籍
している。生命科学課題研究で進めている研究テーマを進

めることが主な活動内容であるが、そのためには、課題研

究を行うための生物材料の飼育、維持を行うことが基本と

なる。ゆえに、生物部員は毎日、希少種に指定されている

有尾両生類（イモリやサンショウウオ類）の世話を分担し

て行っている。 
他に、学校周辺に生息する外来種のミシシッピアカミミ

ガメの調査活動を行い、生態系への影響を調べたり、希少

種として、水生シダ植物のデンジソウも校内で繁殖させる

など、環境をテーマとした多くの活動にも取り組んでいる。

岡山地域は 2005 年 6 月に国連大学から RCE(Regional 
Centre of Expertise on Education for Sustainable 
Development「持続可能な開発のための教育に関する地域
の拠点」)に認定されている。そして「岡山 ESDプロジェ
クト」は「RCE 岡山」の推進母体として活動しており、
本校生物部は 2007年 6月から「岡山ESDプロジェクト」
重点取組組織に指定されている。 
平成 27年度は、これらの活動に加え、本校校舎が設置

されている才公山の地形を活用し、キノコ類の原木栽培を

試みている。 

実験動物（アカハライモリ）の世話 

(2) 科学部 
本校の科学部は高校 2年生から中学 1年生まで 20名が

在籍している。その活動内容は、長年引き継がれてきた課

題研究を行ったり、生徒が興味のあることを調べたりと、

生徒の自主性に従って活動を行っている。 
科学部では学校の近くの用水の水質検査を週に 1 回の

ペースで 10年以上続けてきた。平成 26年度 4月から特
定非営利活動法人 co2sosの協力を得て、学校内の CO2濃

度を測定し始めた。CO2 濃度測定装置を中学校校舎外に

設置し、そこからのデータを理科室内のパソコンに送る方

法で測定を行った。CO2 濃度は測定地点によって特徴的

な変化をする。そこで本校の場合は、どのような特徴があ

るか近隣との比較や気象データとの関係を調べた。測定装

置は CO2濃度の変化を 30秒単位で測定しており、時間ご
と、日にちごと、月ごとなど様々なパターンで比較するこ

とができる。得られたデータから、この CO2濃度にどの

ような特徴があるかを考察した。研究結果は 12 月 13 日
にサイピア（岡山生涯学習センター）にて行われた「科学

キッズフェスティバル」で発表した。このデータは co2sos
のホームページに公開されており、発表においても co2sos
の方々に多くのご指導やご協力を頂いた。 
 
【検証・評価】 
放課後を利用した恒常的な研究活動を行うことで、非常

にレベルの高い研究活動が出来ている（具体的な研究内容

については３− ２を参照）。また、下のグラフは主に環境

問題について研究している生徒を対象に取ったアンケー

ト結果であるが、1年間の活動を通して、70%以上の生徒
が科学への興味が増し、実験結果の扱い方を学び、環境問

題についてより考えるようになったことがわかる。以上の

ことから、仮説を概ね達成したといえる。 

 
 
【今後の課題】 
	 6年間継続して活動を行うことができるので、今後も中
高の学年の枠を超えた活動を行っていき、研究発表会や文

化祭で報告したいと考えている。更に、生徒が発表するだ

けでなく、ディスカッションができる場を設け環境問題を

考える機会を作りたい。 

知識

研究体験

中高連携による科学技術
系クラブ活動と中学校で
の理数課題研究の充実 
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３－６ 中学校理科課題研究・数理課題研究 

対象：併設中学校（＝清心中学校）３年生 

【仮  説】 

中学校で課題研究を指導する場合、最もよく行われる指

導方法は夏休みの自由研究であるが、授業を通した指導方

法はまだ発達段階である。そこで、共通のテーマについて

クラスで課題研究に取り組み、最終的に研究発表会へ参加

させる指導を行う。また、自発的に課題研究を行いたい生

徒に対しては個別に指導する。これらの活動を通して、中

学生という早い段階から研究発表会に触れ、研究の質やプ

レゼンテーションの大切さが意識されるので、高校段階で

の課題研究に対する生徒自身の到達目標の向上を促すこ

とができる。また、校内で全中学生に向けてに、中 3と高
2 の課題研究の発表を行うことで、中学 1、2 年の段階か
ら、課題研究のビジョンを持たせ、将来質の高いテーマ設

定と研究に取り組ませることができる。 
 
【内容・方法】 

10月に開催される「集まれ！理系女子 第 6回女子生徒
による科学研究発表交流会」でのポスター発表を目指して、

次のように指導を行った。 
(1) クラスでの取り組み 
理科の授業内において、課題研究の概論、仮説の立て方、

独立変数・従属変数を意識した実験の組み方、対照実験の

考え方、統計の考え方、を説明した。研究したいテーマと

手段を生徒全員がエントリーシートを作成し、その中から

テーマを決定した。クラス全員でデータを集めさせた。デ

ータの集計と考察を代表生徒たちが行い、発表の準備を行

った。発表でのアドバイスを受け、さらに研究を深めて

12月の発表を目指した。 
・各クラスの研究テーマ 
	 中 3A「ボールの種類による斜面の下り方の違い」 
	 中 3B「「麺がのびる」って何？」 
	 中 3C「落下物による水しぶきの激しさ」 
	 中 3D「チョコっと融ける」 
(2) 希望者による取り組み 
数学、物理に関心のある生徒を募り、グループごとにテ

ーマを決めて指導を行った。 
・研究テーマ 
「ロゴマーク− 比率の秘密− 」 
「色と記憶の関係」 
「カイワレ大根に対する音の影響」 
 

(3) 校外での発表実績 
2015.10.31	 集まれ！理系女子 第 7回女子生徒による科

学研究発表交流会 
2015.12.23	 サイエンスキャッスル 2015関西大会 

 
集まれ！理系女子 第 7 回女子生徒による科学研究発表交流会 

(4) 校内課題研究発表会 2015.10.29 
「集まれ！理系女子 第 7回女子生徒による科学研究発

表交流会」に参加する生徒の研究発表を、本番直前に本校

の全中学生に向けて行った。参加生徒は発表を聞き、ルー

ブリック形式の用紙で発表者に評価を渡した。 

 

校内課題研究発表会 

【検証・評価】 
中学で課題研究の指導を行って 4年目となったが、高校

での研究活動と中学での活動がつながるようになってき

た。校内研究発表会では、中１や中２の生徒が、積極的に

発表を聞きに回る姿が見られ、感想では「早く研究をした

い」といったものから、具体的な研究内容に対する意欲が

見られた。また、ルーブリック評価を取り入れたことによ

り、発表のどこに主眼を置いて聞けば良いのか参加者がわ

かり、能動的に発表を聞く姿が見られた。 
 
【今後の課題】 
	 高校生が中学生の研究についてアドバイスを行うなど、

発表者同士の中高の連携を育てたい。 

知識

研究体験

中高連携による科学技術
系クラブ活動と中学校で
の理数課題研究の充実 
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３－７ 科学コンテスト・学会等発表 

 

【仮  説】 

取り組んできた研究成果を発表することでプレゼンテ

ーション能力が養われるとともに、発表に向けてデータの

整理や、それに関する考察を行うなかで、研究内容に関す

る知識を深めることができる。また、発表後に行われる質

疑応答をこなし、様々なアドバイスを聞くことにより、自

分の研究内容について見直し、さらに他の研究発表を聞く

ことで、自分達の研究に足りないものを見つけ、それ以降

の研究に対する意欲を高めることができる。 
 
【内容・方法】 
平成 27年度の各種研究発表会の参加状況を下表に示す。 

 
【検証・評価】 
	 平成 27 年度は 21 の学会・発表会において発表を行っ
た。特に、平成 27年度スーパーサイエンスハイスクール
生徒研究発表会でのポスター発表賞並びに生徒投票賞や、

第 5回高校生バイオサミット in鶴岡における農林水産大

臣賞、第 59回日本学生科学賞における科学技術政策担当
大臣賞、全国レベルの大会において大きな成果を残すこと

が出来た。また、国際学会である International 
Conference on BIODIVERSITY 2015においても受賞す
るなど、質の高い研究活動が出来ている。生徒達は発表に

向けて入念に実験データの整理と考察や、度重なるプレゼ

ンテーションの練習を行った。このように準備する中で、

研究内容についての知識が深まり、プレゼンテーション能

力が向上したのは間違いない。また、発表で得られたアド

バイス等を後の研究活動に活かす姿勢も各研究グループ

において多く見られた。以上より、仮説通りの成果が得ら

れていると考えられる。 
平成 27年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究

発表会で使用したポスターを次頁に示す。 
 
【今後の課題】 
	 来年度以降も今年度と同様、積極的に校外の研究発表会

へ参加を目指す。

知識

研究体験

理数系コンテスト・学会 
での発表実績の向上



- 16 - 
 

 

 



- 17 - 
 

 

３－８ 実践英語（科学英語） 

対象：生命科学コース各学年（１単位） 

【仮  説】 

将来、科学技術分野の研究に携わる場合、英語の運用能

力は必須とされる。そのため、生命科学分野に関連するオ

ーセンティック教材（文字・音声・視覚資料）を基にした

ライティング、ディベート、プレゼンテーション学習に取

り込むことで、「科学英語」に親しむとともに、客観的思

考力、判断力の育成、主体的表現力、研究のために実践的

なスキルを身につけることができる。 
 

【内容・方法】 

学校設定科目「実践英語」において、平成 21年度より
生命科学分野の諸問題をテーマとしたディベート学習を

始め、毎年、科学英語研究会を開催して、さまざまな視点

や活動場面に焦点を当てたディベート学習の取り組みを

紹介した。5年間のテーマと内容は右段の通りである。 
 

(1) 指導計画 

平成 23年度…「ペットの殺処分」がテーマで、様々な準
備学習を経た後のディベート本番を公開した。 

平成 24年度…「臓器移植」をテーマとしたディベートを
公開したが、様々なテーマでディベート学習を継続する

スタイルを確立し、紹介した。 
平成 25年度…「出生前診断」をテーマとしたディベート
において、相手の主張を正しく聞き取り、的確に反論す

る練習の場面を公開した。 
平成 26年度…「二酸化炭素排出量の削減」をテーマとし
たディベートにおいて、生徒による相互評価をディベー

トの改善に活かしていく練習の場面を公開した。 
平成 27年度…保全生物学関連の様々な議論を見つけ出し、
議論の構築と分析の観点で、ディベートの背景知識を扱

う授業を公開した。 
こうして、ディベート本番という完成品だけでなく、

様々な指導過程を公開して普及を図っていった。 

 

知識

研究体験

科学英語のカリキュラム 
開発 
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(2) ディベート学習の目的 
① 問題意識を持たせる 
生命科学に関する諸問題を論題として設定し、内容に関

わる語彙を学び、オーセンティック資料を学習することで、

社会と科学を結ぶ問題の背景知識を深め、視野を広げ、こ

れからの重要な課題を考えさせる。 
② 論理的な思考力の養成 
世の中で生じる諸問題において、何が事実で、それがど

んな問題で、いかに解決すべきかを考える上で、実際の問

題で議論を立て、分析し、討論させる。そうした活動の中

ですべての問題には二面性があり、様々な見方が存在する

ことを理解し、柔軟な思考力と自らの判断力を育成する。 
③ コミュニケーション能力の向上 
体力トレーニングと同様にコミュニケーション能力を

高めるためには、実際にコミュニケーションをしなければ

ならない。「することで学ぶ」の概念で、全ての授業で自

発的なライティングやスピーキングを行う。また、ディベ

ートやプレゼンテーションの活動により、声の大きさやテ

ンポ、表情などで分かりやすく説得力をもって伝える技術

を身につけさせる。今後の研究発表や外国の学生との交流、

研究活動等で役立てる。 
④ 主体性を養う 
自分の学習に自信と責任を持たせる。自分が分かること

と分からないこと、できることとできないことを把握させ、

解決や上達に至るために、生徒同士や教員と話し合い、資

料を調べるスキルを身につけさせる。 
(3) 公開授業（第８回科学英語研究会）	  
実施日：平成 27年 6月 20日（土）13：30～14：20	  
対	 象：生命科学コース 2年生（28名） 
担当者：デーヴィス・マシュー	 小寺裕之 
目	 的：議論に対して、実際の登場人物の議論を推測し、

構築し、議論の強さを評価できるようにする。 
テーマ：アメリカシロヅルの保全事業を継続するべきである。 

第８回科学英語研究会の様子 

 
【検証・評価】 

	 公開授業後にとった生徒のアンケート結果 5 年分を以
下に示す。ほぼ毎年、ほとんどの生徒はディベート学習に

充実感を得るとともに、それぞれのテーマに関して理解を

深めている。またディベートの進め方を知ると共に、英語

を用いた表現力に意欲を増している。年度により温度差が

あるのはディベート本番をしているか、部分練習の段階か

の違いが大きいと考えられる。	 

 

また、同様に参観者の 5年分のアンケートを以下に示す。
ほぼ毎年、ほとんどの参観者は各年のテーマ肯定し、80％
以上の教員も自分の「授業の参考になる」としている。成

果の普及という点でも効果があった。 

 
 

【今後の課題】 

	 高度なコミュニケーション活動を行うためには基礎

的・基本的な英語力や思考力が要求される。現在英語ディ

ベートやプレゼンテーションの指導方法の実践や研究会

が増えてきた。しかし、現場では英語の授業内で行うのに

苦労する教員や生徒が数多くいる。実践英語の授業を設定

する本校では、様々なディベート形式、訓練、評価方法を

開発し、公開してきた。今後も内容言語統合型学習(CLIL)
に基づいた教育課程を開発し、生徒の基礎力をつけながら、

高度なコミュニケーション活動に挑戦したい。 
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３－９ 自然探究Ａ 

対象：生命科学コース第１学年、文理コース第１・２学年希望者 

【仮  説】 

マレーシアは多民族・多宗教で、英語も広く使われてお

り、国際理解を進める点では有効な地域である。その中で

ボルネオ島は、世界的な生物多様性ホットスポットの 1
つであり、単に生物学だけでなく環境教育にも適した地域

である。こうした海外地域で、現地の大学と連携して環境

教育と国際理解をテーマにした研修をすることは、国際的

な視点で環境問題を見る目を養うとともに、英語運用能

力・表現力を向上させ、またそうした分野の学習意欲を喚

起するうえで有効である。 
 
【内容・方法】 
平成 18 年度から、マレーシア・サバ州（ボルネオ島）
の国立サバ大学熱帯生物保全研究所と連携した「Global 
Generation Program」として 7泊 8日で実施し、平成 23
年度（第 6回）より理科の学校設定科目「自然探究Ａ」と
し、実施期間を 9泊 10日とした。24年度よりボルネオ東
部の研修を取りやめて、マレー半島南部ジョホールのツ

ン・フセイン・オン大学と連携した研修に変更した。今回

（第 9回）は同じジョホール州のトゥムンゴン・イブラヒ
ム女子中等学校との交流会をもった。 
(1) 研修の日程・内容 
日次 月日(曜) 行     程 

１ 
3/22 
（日） 

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ経由、ジョホールバルへ 
着後、宿舎へ 

２ 
3/23 
（月） 

トゥムンゴンイブラヒム女子中等学校訪問
ﾂﾝ･ﾌｾｲﾝ･ｵﾝ大学プログラムによる現地研修
（マングローブ林観察等） 

３ 
3/24 
（火） 

ﾂﾝ･ﾌｾｲﾝ･ｵﾝ大学プログラムによる現地研修
ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ経由でコタキナバルへ 

４ 
3/25 
（水） 

サバ大学熱帯生物保全研究所 
（博物館・水族館見学、大学生との交流）

５ 
3/26 
（木） 

サバ大学での講義（生物多様性、自然環境
の保持、伝統文化等）、生徒の課題研究発表

６ 
3/27 
（金） 

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（マングローブ林観察、植林体験）

６ 
3/28 
（土） 

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（キナバル山麓観察、ポリン温泉森林観察等）

7 
3/29 
（日） 

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（マヌカン島・サピ島自然公園観察）

8 
3/30 
（月） 

サバ大学プログラムによる現地研修 
（コタキナバル市場・水上村・モスク見学）

9 
3/31
（火） 

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙへ移動後、市内見学 
ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙより空路、帰国の途へ 

10 
4/1
（水） 

ＪＲにて岡山へ 

 

(2) 研修の目標 
①	 熱帯の「生物多様性」を体感する 
②	 外国の大学での研究・講義を体験する 
③	 課題研究発表をきっかけに国際交流を促進する 
④	 科学英語を実践的に使用する 

現地の女子中等学校訪問 サバ大学の学生との交流 

サバ大学構内水族館 水族館内のウミガメ 

サバ大学での講義 コタキナバルの市場 

リバークルーズ ポーリン温泉 

キャノピーウォーク ラフレシア 

知識

研究体験

海外研修プログラムの 
開発 
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サピ島 コタキナバル動植物園 

 

モスク見学 水上村見学 

 
【検証・評価】 
１	 研修前後の意識の変化（横軸は事前→縦軸は事後） 

 

表①より事前の予想とは反対に、環境保護よりも経済発

展に向けた動きを優先していると感じた生徒が多い。雄大

な大自然の一部が開発されている所を目にすることがあ

った。しかし、植林体験などを通してボルネオの自然保護

の重要性は皆、認識している。表②より現地の学生は予想

以上に日本のことを理解して興味を持っていると感じて

いる。特に今回は女子高生との交流があったこともそれを

強めたであろう。表③より現地学生の英語力は予想通り高

いと感じている。教師や上級生から聞いてはいるが、現実

に現地高校生と話して、英語学習に更に意欲を持つ生徒が

多い。表④に見られるように、特に自信の無かった生徒の

コミュニケーションが取れている。 
次の表から、コミュニケーション力は十分とは言えない

が、頑張って話そうとする意欲は高まっていることが分か

る。 

２	 ボルネオ研修で伸びたもの 
この研修で重視する 3つの要素、①観察への興味、②環

境保護への理解、③異文化を敬う気持ちについて、生徒ア

ンケート 3年分を次頁に示す。3項目とも、3年間通して、
70％の生徒ははっきり伸びたと感じている。グラフから、
生徒は熱帯林という未知の自然に入り、多様な動植物を興

味深く意欲的に観察していることがわかる。また、現地学

生との交流やモスク見学などを通して、異文化を敬う気持

ちが大変強まった。 
この研修は国際的な視点で環境問題を見る目を養うこ

と、英語運用能力を向上させ、学習意欲を喚起するうえで

有効であった。 

 

【今後の課題】 
今回の研修で訪問したトゥムンゴン・イブラヒム女子中

等学校の生徒達が、9月に来日し、本校にも訪れた。春に
参加した生徒、そして次回に参加する予定の生徒たちと交

流した。次回のマレーシア研修では文化交流だけでなく、

実際にマングローブ林での実習等も合同で行なうプラン

である。一方、ツン・フセイン・オン大学については、8
月に日本・アジア青少年サイエンス交流事業として、本校

の蒜山研修に参加し、森林実習を合同で行なった。また

11 月にはツン・フセイン・オン大学を会場として開催さ
れた International Conference on Biodiversity 2015に参
加する機会を得た（最優秀ポスター賞 2本）。 
このように、マレーシア関連の交流が年々拡大しており、

充実したものに育てて生きたい。
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３－１０ 離島の中学生との合同調査活動 

 

【仮  説】 

・環境調査の成果を他の地域の生徒と共有することによっ

て互いにより広い視野で環境を理解することができる。 
・高校生にとっては、「分かり易く相手に説明する」とい

うプレゼンテーション能力と意識の向上に役立つ。 
・中学生にとっては、高校生と一緒に活動することにより、

科学課題研究をグローバルな視点で捉える機会となる。 
 
【内容・方法】 
本校の SSH 活動の蒜山森林実習の 10 年にわたるデー
タをまとめ、沖縄県久米島の中学校を訪問する。そこで森

林の二酸化炭素吸収量の研究を本校生徒が現地中学生に

紹介して、森林の役割や、森林のみならず、自然環境の重

要性等を伝える。また、専門家の鳥取大学佐野教授の指導

の下で、中学生と合同で森林調査を行ない、教室に戻って

データをまとめ分析する。すでに蒜山実習を経験している

本校生徒は、ともに活動する中で、調査の手法や教室へ戻

ってきてからのデータ分析などを教え、先生のサポートを

していく。高校生が中学生に伝達する形態をとる。これま

での温帯林の調査に加えて、少し異なる亜熱帯林の研究に

広がることで、環境調査の成果がそうした地域の生徒にも

広がり、より広い視野で環境理解が進むとともに、本校生

徒にはプレゼンテーション力と ESD意識の向上が見込ま
れる。 
なお、この活動は久米島西中学校では「高校生と地球環

境問題を考える研修	 ―サマーサイエンススクール in 久
米島―」というタイトルがつけられた。具体的な実施内容

は以下の通りである。 

日時：平成 27年 8月 17日～18日 
場所：久米島町立久米島西中学校 

（沖縄県島尻郡久米島町字 西銘 1324番地） 

月日 時間帯 行     程 
8/17 
（月） 
 

12:15 
13:30 
14:00 
 
17:00 
19:00 

久米島空港到着 
久米島西中学生と合流、交流会 
真謝海岸のイノーで生物の観察 
（久米島ホタル館 佐藤文保館長） 
久米島ホタル館見学 
ヤジャーガマ見学 

8/18 
（火） 
 

9:00 
 
11:30 
 
14:50 
 
 

森林の話と調査ガイダンス 
（鳥取大学 佐野淳之教授） 
だるま山森林調査 
（プロット調査、樹木年輪調査等） 
清心女子生徒による研究発表 
「ブナ人工林はブナ天然林よりも多く
の二酸化炭素を吸収するのか」 

16:00
17:00

調査データの整理（年輪測定等） 
調査結果のまとめ 
（鳥取大学 佐野淳之教授） 

この翌日より 2日間、本校生徒は座間味島での調査を行
なった。 

イノーで生物観察 樹齢測定のための年輪採取

本校生徒の研究発表 データの整理 

 
【検証・評価】 
	 久米島西中学校の生徒たちが、歓迎の言葉を記した幕を

用意しての暖かい出迎えに、着いたばかりの本校生徒の緊

張も和らいだ。一泊二日という短い期間の合同調査だけに、

目に見えた数字に表せる効果は分からないが、離島の中学

生にとっては、出迎えの様子からも、こうした高校生との

調査活動は期待の大きい珍しい活動だったと感じる。中学

生の感想で「知らないことがたくさんあって勉強になった。

年輪の調査が興味深かった。」や「高校生の皆さんが優し

く教えてくれたので、楽しみながら活動できた。」とあっ

た。 
 
【今後の課題】 
この連携は始まったばかりであるが、今後はまた異なる

テーマで合同実習を行いたい。 

知識

研究体験
ＥＳＤの実践研究 
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３－１１ 学校ビオトープ 

 

【仮  説】 

	 本校では、2012年 9月に学校の敷地内に希少種の保護
を目的としてビオトープを造成した。実験室内に限らず、

より自然に近いビオトープ内でこれらの種の生態研究を

進め、繁殖につなげていくことを計画している。この活動

を中学生・高校生が主体となって行うことで、生徒の希少

種に対する保護意識が高揚することに加え、近年、様々な

理由により劣悪化しつつある水辺環境の保全意識を高め

ることができる。 

【内容・方法】 
	 2012 年には岡山県自然保護センターから提供して頂い
たデンジソウ株を移植した。また、2014 年には倉敷市内
の河川から採集したアカウキクサを生育させた。これらの

種は、ビオトープ内において繁殖を続け、現在も観察する

ことができる。また、水深が深いところには、近くの用水

路から採集したメダカを投入したが、それ以外にもヤゴや

カエル類（トノサマガエル、アマガエル、ヌマガエル）が

ビオトープ内に自然と生息するようになった。 
2015 年度も生物部の部員、そして生命科学コース第 3
学年の生徒を中心に、手入れ及び維持管理を進めた。特に

一番注意したことは、内部に繁茂するアオミドロの除去で

ある。特に夏期は繁茂のスピードが早く、きちんと手を加

えないと、生態系のバランスが崩れる原因となっていた。 

【検証・評価】 
	 デンジソウ、アカウキクサは環境省レッドリストで絶滅

危惧種に指定されている種である。移植したデンジソウや

アカウキクサが依然として、繁殖し続けているのは、ビオ

トープを造成した目的の 1つを達したといえる。しかし、
ビオトープ内に繁茂するアオミドロについては、除去して

も追いつかない。内部の植生に問題があり、富栄養化が起

きていることが原因の一つであると考えられる。ゆえに、

周りの植生については、より栄養分を吸収しやすい植物種

の移植を考える必要がある。棲みつく動物種については、

身の回りの地域の生態系を表している。そのため、今後は、

地域の生態系の理解のための教材として利用することを

考えている。 
 

【今後の課題】 
生物部の生徒に限らず、ビオトープの管理に関わる生徒

の輪を広げることが今後の課題である。 
 
 

３－１２ 校内里山づくり 

 
【仮  説】 

本校は木々に囲まれた「二子の丘」を敷地としているが、

校内の木に触れたり、森に入ったことの無い生徒がほとん

どである。森は手があまりつけられていないため、遷移が

進み植生が豊かになっているが、同時に人を寄せ付けない

姿となってきた。校内の里山作りを通して、手を加えるこ

で持続的な自然との共生という概念を育成できる。 
 

【内容・方法】 

「二子の丘レンジャー」と題して、中高生対象に希望者

を募集した。校内の間伐と下枝刈りを，春には筍掘りを実

施した。 
実施日：4/11、12/16-17、1/25，2/1，2/15 
 

【検証・評価】 

(1) 参加者 
4/11：生徒 18名、教員 5名 
12/16-17：のべ生徒 62名、のべ教員 15名 
1/25～2/15：生徒のべ 20名予定 

(2) 生徒，教員のようす 
間伐作業には昨年度の 3倍を超える生徒が参加した。3

グループに分かれ、それぞれの場所でどんどん集中し、急

斜面を下ったりお互いに声を掛け合うなどして間伐を行

った。生徒同士で、役割分担を行ったり，お互いに励まし

合う姿など，昨年度同様に、集団活動能力の成長が見られ

た。木の堅さや重さを直に体験し、実体験でしか得られな

い学習成果を得られる企画で，生徒の満足度も高かった。 

活動風景① 活動風景② 

【今後の課題】 

植樹や間伐材の活用などの活動を，収穫や伐採に加える

ことで，自然との共生をさらに意識させることが可能にな

ると考える。 

知識

研究体験
ＥＳＤの実践研究 

知識

研究体験 ＥＳＤの実践研究 
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３－１３ 理科教材開発 

対象：生命科学コース第２学年、併設中学校（＝清心中学校）第１～３学年

【仮  説】 

平成 26 年 11 月、中央教育審議会に文部科学大臣は、
初等中等教育における教育課程の基準等の在り方につい

て、何を教えるか｣という知識の質や量の改善はもちろん

のこと、「どのように学ぶか」という、学びの質や深まり

を重視することが必要であり、課題の発見と解決に向けて

主体的･協働的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラー

ニング」）や、そのための指導の方法等を充実させていく

必要だと諮問した。また、学習指導要領では、ICT機器の
活用が明記されている。タブレット端末で扱える双方向学

習型アプリをグループ学習に導入することで、知識の活用

とともに、他者の思考について理解し合う力の育成を狙う。 
 
【内容・方法】 
(1) 教材 
タブレット端末：iPad Air2 
アプリケーション：ロイロノート for School 
(2) 単元と指導内容 
《中１》火成岩と鉱物 
	 	 火山灰を顕微鏡で観察し、ロイロノートで撮影を行っ

た。写真（カード）を種類分けし、結果をグループ間で

互いに比較した。 
《中２》からだのつくり 
	 	 ブタの目の解剖の手順を、タブレットで確認しながら

進ませた。 
《中３》力のつり合い 
	 物体にはたらく力につり合う力を、ロイロノート上

に書き込み、なぜそのような力を考えたかを互いに発

表した。 
《中３》電解質とイオン 
	 	 塩化銅の電気分解の様子を撮影し、カードとともにま

とめて、プレゼン資料を作成させた。 
《高２》有機化合物の構造異性体 
 

 
授業風景① 授業風景② 

ロイロノートでの作図（力のつり合い） 

 
【検証・評価】 
	 生徒の回答を、一覧にして表示することによって、正答

誤答関係なく、考え方を発表する機会を作ることができた。

これは、従来であると「前の人と同じです。」「わかりませ

んでした。」と答えて終わっていた授業と異なっていた。

また、グループ間で考える過程が可視化されるため、結果

のみの議論から、「なぜそのように考えるたのか」が議論

の中心となった。 
	 一方で、タブレット端末を使った授業は、初期に使い方

を生徒に指導する時間が必要となる。しかし、これは、1
つの教科で指導することができれば、教材自体はすべての

教科で利用するができるため、校内での指導シラバスを作

成することで、教科を越えた活動の幅が広がると考えられ

る。 
	 生徒からは、「黒板が目の前にあるようで、とても見や

すい」という、タブレット端末特有の感想も得られた。  
 
【今後の課題】 
	 ICT 機器の活用やアクティブラーニングの姿を授業に
取り入れることを授業の目標とせず、生徒の学力の向上を

目標とした、ICT機器の活用ができるように、教材開発を
継続して進めていく必要がある。 

知識

研究体験

新学習指導要領に対応した
理科の教材や指導方法の開発
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３－１４ 自然探究Ⅰ 

対象：生命科学コース第１学年（１単位） 

【仮  説】 

自然豊かな地において、大学や研究機関の専門家の指導

の下で環境学習を行うことは、自然を様々な角度から学び、

多様性を理解することができ、自然観察や実習に対する興

味・関心、学習意欲を高めるのに有効である。また、実習

を通して協調性やリーダーシップを養うことができる。 
 
【内容・方法】 
平成 18年度から、鳥取大学農学部との連携で附属施設

を利用して実施してきた。研修は大学教員や学部生 TAに
よる講義と実習を中心にしている。TAにはロールモデル
提示として女性に依頼している。この研修において、森林

環境の理解に止まらず、調査手法からデータの解析方法な

ど多くの内容を学ぶことから、平成 23年度より学校設定
科目「自然探究Ⅰ」として実施している。また今年度は、

マレーシアのツンフセインオン大学の学生・大学院生 10
名と、引率の同大学教授 1名も参加し、国際性豊かな研修
になった。特に生徒には、英語でのコミュニケーション能

力の向上だけでなく、英語を使うことの抵抗感を少なくし

異文化交流・理解の機会になったと思われる。 
マレーシアの学生は、科学技術振興機構（JST）の「平

成 27 年度日本･アジア青少年サイエンス交流事業」（「さ
くらサイエンスプラン」）の採択により、本研修に初めて

参加した。 
実施日：8/3(月)～8/7(金) [4泊 5日] 
場所：岡山県真庭市蒜山上徳山	  
	 	 	 鳥取大学農学部付属教育研究林「蒜山の森」 
内	 容： 

8/3 
1日目 

・講義「蒜山の自然」、「野生生物との出会い」
「生物多様性」、「樹木による二酸化炭素吸収
量の推定について」 

8/4 
2日目 

・樹木識別実習・林業体験 

・樹木観測用ジャングルジムから植生の観察
・ツリークライミング・樹木識別確認テスト

8/5 
3日目 

・樹高、樹齢測定実習 

・測定データ解析① 

・生徒による研究紹介 

8/6 
4日目 

・測定データ解析② 

・火入れ地跡地の植生観察 

・女子大学生による研究紹介 
8/7 

5日目 ・実習のまとめ 

「自然探究Ⅰ」の成績評価 
	 生徒の評価は、「関心・意欲・態度」「思考・判断」「観

察・実験の技能・表現」「知識・理解」の４つの観点にも

とづくものとした。具体的には、「活動に積極的に参加し

ていた」「集めたデータの整理を論理的に適切にできた」

「測定や観察記録を正確に行い、実験操作を的確に行うこ

とができた」「樹木の判別ができ、自然の中で森林の果た

す役割を理解できた」という点をどの程度達成したかをも

って 5段階で評価した。 

森林観測用ジャングルジム 樹木識別確認テスト 

講義の様子 火入れ地散策 

樹高・樹齢測定 データまとめ 

 
【検証・評価】 
グラフ１は研修後の自己評価についてである。多様な研

修内容に満足しており、充実した 4 泊 5 日を過ごせたと
感じる。実際に「蒜山の森」や火入れ地を歩くことで自然

への関わり方を学べた。また樹齢測定を行い、データをま

とめたり、森林観測用ジャングルジムに登ることで、生物

の観察の仕方、生物のはたらき、森林の調査方法の理解度

が高まった。実習の目的を十分達成したと思われる。 
グラフ２は、マレーシアの学生に対する印象についてで

ある。1 班の人数を 6～7 人にし、本校生徒とマレーシア
の学生が同数になるように構成した。研修前は会話ができ

るか心配した生徒もいたが、実習だけでなく食事や掃除な

どの生活全般の活動も班行動をすることで、互いに協力し

打ち解けることができたと思われる。また、グラフに乗せ

た項目以外にも「勤勉である」「想像力が豊かである」「親

切である」なども実習前に比べ実習後は肯定的な意見が増

えており、研修全体を通して印象が大きく変わったことが

知識

研究体験

観察や実習を活用した体験型
学習プログラムの開発
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わかる。 

 

 

 
 
グラフ３は他国に対しての考え方や傾向を聞いた結果

である。研修を通して他国の人とも気持ちが通じて、分か

りあえることができると実感した生徒が大多数を占めて

おり、生徒の意識が大きく変わっている。他国に対する抵

抗感が低くなったことは、グローバル社会で活躍するため

の足掛かりになったと思われる。 
グラフ４からも、大学の実習に興味を持ち、英語を使っ

てもっと交流したいと感じた生徒も多く、今回の研修で多

くの刺激を受けたことがわかる。 

 
 

 

 
【今後の課題】 
	 鳥取大学の先生、学生の方々の多大な協力のもと、10
回目の研修も成熟した内容で充実したものであった。今年

度も本校卒業生や昨年度研修に参加した生徒も本研修に

参加し後輩の指導にあたり、学年を超えた研修内容になっ

ている。今後はこの研修で培った知識・技術を本校だけで

なく、他の地域や他国の学生たちと共有できるようになり

たい。 
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３－１５ 自然探究Ⅱ 

対象：生命科学コース第２学年（１単位） 

【仮  説】 

自然豊かな実地における環境学習を短期集中で実施す

ることで、日常では不足している自然体験を補い、大学や

研究機関の専門家から直接指導を受けて活動することで、

様々な角度から自然について学び、その多様性を深く理解

することができる。 
 
【内容・方法】 
(1) 今年度までの流れ 
旧来の修学旅行は、学年の生徒全員が同じ場所に行き、

内容は教会でのミサ、名所旧跡の見学、山登りであった。

「学習の動機付け」になるような研修をする旅行というこ

とで、「複数のコースから生徒が選んで参加する」スタイ

ルに 1999年度から変更し、沖縄県への研修旅行は始まっ
た。沖縄本島内で「自然環境コース」「戦争平和コース」

「歴史文化コース」を設定した。1999年、2000年度の内
容は好評で、2001 年度も実施する予定であったが、アメ
リカの同時多発テロ事件の影響で急遽中止になってしま

った。それ以後、行き先を 2001 年度は東京、2002 年度
は北海道にしたが、復活要望もあり、2003 年度から「北
海道歴史文化コース」「北海道自然環境コース」と並行し

て、再び「沖縄戦争平和コース」「沖縄自然環境コース」

を復活させた。2003 年度からの「沖縄自然環境コース」
は西表島での自然体験に重点をおいたものに変更し、さら

に 2006年度の生命科学コースの設定に伴って、生命科学
コース全員を対象として内容を更新して一昨年度まで実

施してきた。2013 年度から学校設定科目として単位化す
るにあたり、旅程を３泊４日から４泊５日に、行き先を沖

縄本島及び座間味島に設定し、大学との連携をより多く取

り入れた実習中心の内容へと大きく変更を加え、本年度に

至る。 
(2) 今年度の実施内容 
沖縄において 2015年 10月 6日（火）～10月 10日（土）

の４泊５日で、次の行程での実施となった。 

１
日
目 

（岡山空港→那覇空港→慶佐次湾へ） 

実習１：慶佐次湾のヒルギ林で生物観察 

（→琉球大学熱帯生物研究センター瀬底研究施設へ）
講義１：オオコウモリに学ぶ生物学 

講義２：沖縄のサンゴ礁の現状 

２
日
目 

実習２：海岸潮間帯調査（測量と生物分布） 

実習３：サンゴ顕微鏡観察実習 

実習４：プランクトン採取・観察実習 

３
日
目 

（→沖縄科学技術大学院大学へ） 
講義３：女性研究者の研究内容講演 
見学１：OIST構内見学 
（→座間味島へ） 

４
日
目 

実習５：島の自然観察実習（海岸・海中） 

５
日
目

（→沖縄こどもの国へ） 

講義４：動物園の役割と沖縄の動物 
 

 

実習１：慶佐次湾 講義１ 

講義２ 実習２：潮間帯調査 

実習３：サンゴ観察 実習４：プランクトン観察 

講義３ 見学１ 

実習５：海中観察 講義４ 

知識

研究体験

観察や実習を活用した体験型
学習プログラムの開発
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実施における主な協力者・組織は次のとおり。 
・琉球大学	 中本敦 先生（実習１、講義１） 
・琉球大学	 中野良勝 先生（講義２、実習２～４） 
・沖縄科学技術大学院大学（講義３、見学１） 
・沖縄こどもの国（講義４） 
 
【検証・評価】 
生徒のアンケート結果を基に検証する。研修の目的とし

て設定された項目について、その達成度がどの程度かを５

段階（数値の大きい方が満足度が高い）で尋ねた結果が次

のグラフである。 

 

あらゆる分野を取りそろえた訳ではないため、進路や進

学に関する項目が他に比べて低いものの、他の目的に対し

ては非常に達成度が高くなっている。本研修の目的である

体験して知るという項目全体をうまく達成できていると

言える。そこで、進路に関係する項目として、女性研究者

の講義について尋ねたのが次のグラフである。 

 

ロールモデルの提示を目的とした講義を沖縄科学技術

大学院大学（OIST）で設定したが、少しは参考になった
と感じた生徒が大半を占め、女性としての将来像の提示と

してはうまくいったと考える。 

さらに、フィールドでの活動に対する抵抗感について尋

ねた結果が、次のグラフである。もともと抵抗感がないと

いう回答が多いのは例年と同じである。この研修によって、

そうでない生徒の半数以上の抵抗感を減少させることに

成功しているのが見て取れる。 

 

また、研修での活動に対する満足度を 5段階（数値の高
い方が満足度が高い）で尋ねた結果が次のグラフである。 

 

満足度の高い生徒は 7～9割以上を占めており、研修旅
行全体として高い満足度を得ることに成功したと言える。

特に野外での実習活動に 1 日かけた座間味島での自然観
察については 4以上しかいない。これは、自然体験が伴う
活動が充実することが、生徒の満足感に直結していること

を示唆している。研修の効果は、その満足度に左右される

ことから、今年度も満足度が高くなる研修内容を目指した

結果であろう。 
 
【今後の課題】 
	 野外実習を多く設定しているため、天候に左右されるこ

とは避けることができないが、今年度は日程を変更する必

要もなく、各活動を予定通りに実施することができた。た

だし、現地での天候等によっては日程を柔軟に変更して対

応する必要があるので、現地で研修旅行に協力してくださ

る方たちとの繋がりを大切にし、その上で研修内容の充実

を図っていきたい。 
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３－１６ 生命科学実習 

対象：生命科学コース第１学年（随時） 

【仮  説】 

大学の設備された施設で専門の先生や学生TAの指導の
下で、実験や実習を体験することは、科学に対する興味・

関心を持たせることに有効である。また、大学生活への期

待を高めるとともに、高校での学習内容の先を見通すこと

ができ、学習意欲を高めることができる。 
 
【内容・方法】 
平成 18年度以来、福山大学生命工学部と連携し、生物

工学科、海洋生物科学科、生命栄養科学科の 3学科におい
て年 3回の講義と実習を行ってきた。実習は小グループに
分かれ、それぞれに先生や TAがついて指導を行った。 
第 1回	 6/6（土） 
講義	 「生命科学とはどんな学問分野？」 
実習	 「生物・化学実験」 
	 	 	 ・DNAの抽出 

・ELISAをつかって抗原を調べよう 
・花の色の変化を調べる（pHなどによる変化） 
・クロマトグラフィー 
（薄層クロマトグラフィーによる物質の分離） 

第 2回	 10/3（土） 
講義	 「生物の多様性と共通性」 
実習	 「生物実験」 
	 	 	 ・食物等のポリフェノールの分析 
	 	 	 ・海藻の形態と光合成色素の多様性 
	 	 	 ・魚類の解剖 
第 3回	 12/19（土） 
講義	 「食生活と健康	 ―楽しく食べる―」 
	 	 	 「食生活と健康	 ―安全に食べる―」 
実習	 「タール系食品色素の分析」 
	 	 	 ・食品中色素（合成着色料）の分析 
	 	 	 「官能試験」 
	 	 	 	 ・食塩水の濃度評価 
	 	 	 	 ・ジュースの味覚評価 

 
第１回 生命科学の講義 第２回 海藻の形態の実習

 
【検証・評価】 
次のグラフは実習後に生徒からとったアンケート結果

3 回分を１つにまとめたものである。95%以上の生徒が、
大学の先生の熱心な指導の下で真面目に取り組み、分野に

対する興味・関心を深めたことが分かる。その様子は、講

義や実習中に飛び交う質疑応答からも伺える。また、3学
科の実習を受けることで、どの分野でも必要とされる基礎

知識を身に付け、実験器具の使い方の定着ができたと思わ

れる。 

 

次のグラフは卒業生への意識調査の中で、「大学での勉

強に影響しているか」の項目で福山大学実習についての部

分である。これによれば、高校 1年生での活動にもかかわ
らず、70％以上の卒業生はこの実習体験が大学での勉強
に影響していると答えている。 

 

	 現在の該当生徒や卒業生の報告等から大学の設備され

た施設で専門指導員による実験・実習を体験することは、

科学に対する興味・関心を持たせることに有効であり、将

来の研究活動に良い影響を与えることがわかる。 
 
【今後の課題】 
	 福山大学の多大な協力の下で、10 年間、改善しながら
生徒への科学実験の基礎的知識や興味付けを行ってきた。

事業としては、十分な役割を果たしたといえる。ここでの

基礎実験や実習で扱った内容が 2 年生の課題研究のテー
マになっているものもある。少し遠方であるので、その指

導の連携をいかにうまく活かしていくが今後の課題であ

る。 

知識

研究体験

観察や実習を活用した体験型
学習プログラムの開発
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３－１７ 生命 

対象：生命科学コース第２学年（２単位） 

【仮  説】 

生物学、自然保護、医学等の幅広い分野の専門家の講義

を受けることは、多様な視点から「生命」に対する理解を

深め、必要な学び方や考え方を身につけることができる。

また、講師に女性を多用して、キャリアモデルを提示する

ことで理系への進路選択・職業選択への意欲を高めること

ができる。 

【内容・方法】 
講座内容は大きく 3部に分かれている。社会科学の視点

からの「生命」は主に前期に配置し、広い視野を持たせて

いく。そして自然科学の視点からの「生命」は主に後期に

配置して内容的に深めていく。また、適宜ワークショップ

や野外調査などを入れて、協調性や考え方の多様性に気づ

かせ、調査活動の手法を実践的に学ばせた。今年度の講義

は次頁の表 1のとおりである。計 23人の外部講師である
が、そのうち 7 人が女性である（表 1）。ＳＳＨ再指定の
5年間で延べ 101人（その内 33人が女性）に講義を依頼
している。 

【検証・評価】 
各講義後に生徒アンケート（5段階）をとっている。表

2 は①~⑧までの項目について、全講義の平均値を、社会
科学系と自然科学系とに分けて表示している。（	 ）内の

数字は昨年度のものであるが、昨年は「もっと深く知りた

い」が自然科学系で強かった。今年度については、両者の

差異はあまり無い。講師の熱心さは生徒に毎年、高く評価

されている。 

 

表 3 はアンケートの四項目に絞って 5 年間の推移を示
したものである。平均 4.3から 4.5あたりの高い数値に落
ち着いている。「将来に役立つ内容」が年を追って高くな

っているのはテーマが生徒の進路に適っていたものとい

える。 

 

表 4は卒業生に「生命の授業」、「女性研究者の講義」に
ついて、高校卒業後の生活（研究）をするにあたって、影

響しているかどうかの調査結果である。どちらとも卒業生

の約 40％以上が今の生活（研究）に「とても影響」して
いるとし、80％前後が何らかの影響があると答えている。 

 

以上のことから、多くの専門家の講義を通して、多様な

視点で「生命」に科学的に接すること、特に女性研究者を

多用することは女子生徒にとって、広い視野の中で将来を

見ようとする意欲を高めるのに有効であるといえる。 
 
【今後の課題】 
この事業は様々な分野の専門家の講義で成り立ってい

る。15 年以上続いている講師もいて、信頼関係を維持し
ていくことが極めて大切であると考える。また、社会の流

れに沿ったテーマで、生徒のレベルにあった、分かり易い

説明ができる、熱心な新しい講師の発掘も今後の重要な課

題である。 
  

知識

研究体験

大学や研究機関と連携した 
科学教育プログラムの開発
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彫刻家の視点からの「性」 生命医療について 女性の病気 

 
進化について 動物の観察と採取 ネットリテラシー 
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３－１８ 科学教室 

 

【仮  説】 

小学生を対象とした科学教室と同じように、中高大生対

象の科学教室を開発することで、地域での新しい学習環境

の創造と、学校を越えた学生のつながりを作り出すことが

できる。 
 
【内容・方法】 
岡山県生涯学習センターと科学の未来館サイピアを会

場とし、プラネタリウム技師の指導の下に、段階的にプラ

ネタリウムナビゲーターとしての技術を養成した。 
(1) プラネタリウム操作体験講座 
場所：岡山県生涯学習センター 
	 	 人と科学の未来館サイピア 

日時：平成 28年 2月 6日 17:00～20:00 
内容：プラネタリウムのコンソールとプラットホームを見

学した。天球の移動や星座絵、星座線の表示、BGM
や明るさの調整を体験し、最後にグループで 5分程
度のプログラムを操作した。 

(2) プラネタリウムナビゲーター養成講座 
場所：岡山県生涯学習センター 
	 	 人と科学の未来館サイピア 

日時：平成 27年 8月 19日 16:30～19:30 
内容：前年度実施のプラネタリウム操作体験講座の受講者

を対象に実施した。グループでパソコンを用いて、

上映プログラムのコマンドを入力し、10分程度のプ
ログラムを作成し上映した。 

 
プラネタリウム操作体験講座 ナビゲーター養成講座 

 
【検証・評価】 
(1)参加者 
プラネタリウム操作体験講座：中学生 5 名、高校生 3
名、大学生 3名、計 7校の学生が参加した。 
プラネタリウムナビゲーター養成講座：中学生 2名、大

学生 5名、計４校の学生が参加した。 
 

(2)参加者の様子 
グループで作業をすることで、科学に関心の高い生徒同

士で積極的な会話がなされた。プログラムの操作体験では、

「難しかったが、もっと詳しく知りたい。」「これから、プ

ラネタリウムの見方が変わった。」という感想があった。 
(3)一般生徒への影響 
評価方法は、物質科学課題研究を受講する生徒を対象に

行った。本年度は受講生 10名だが、科学教室への参加者
はこの中に含まれない。各項目のアンケート回答の「大変

そう思う」「まあまあそう思う」「どちらともいえない」「あ

まり思わない」「全くそう思わない」をそれぞれ、「1.0」、
「0.5」、「0」、「-0.5」、「-1.0」として、割合にかけ算をし
て集計した。今年度は小学生向けのスタッフ募集を行って

いないため、同様に小学生向けの科学教室が実施できなか

った 23年度、24年度と類似の結果が見られた。自分自身
の参加の状況に関わらず、小学生向けの科学教室を実施し

ているときには、科学教室への評価が高まる傾向があるこ

とが示唆された。 

 

【今後の課題】 
	 連携する企業と協議を深め、より教育的な内容を科学教

室に盛り込むところまで踏み込み、SSH と提携する意義

を高めなければならない。 

-0.1
0

0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8

小学生に高校生が実験を教えることは効果的だ。

小学生に実験を教えることで自分自身の科学的能力が向上する。

小学生に実験を教えることは将来の自分に役に立つ。

機会があったら、積極的に参加したい。

知識
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３－１９ 平成27年度SSH研究成果発表会 

 

【仮  説】 
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ձࠕCarpe DiemࠖᒸᒣᏛ་Ꮫ㒊་Ꮫ⛉ 5 ᖺ➉ᒃࣛࢭ 
ղࢆ⌮≀ࠕຮᙉ࡚ࡋᏛࠖࡇࡔࢇ 

� � � 㜰ᏛᏛ㝔⌮Ꮫ◊✲⛉๓ᮇㄢ⛬ 2 ᖺཎ⏤ᕼᏊ 
(4) グᛕㅮ₇ 
ࡢΎᚰዪᏊࠕ SSH  ࡚ࡗࢃᦠ

㹼⚾⮬㌟Ꮫࡀ࠺ࡢࡇࡔࢇከࡓࡗ㹼ࠖ 
⚟ᒣᏛ⏕ᕤᏛ㒊ᩍᤵ� ⛙㔝⌶அẶ 

本校 SSH 事業の説明 

環境化学グループの取り組み紹介 

課題研究発表 

卒業生の講演（岡山大学医学部医学科 5 年竹居セラ） 

主題講演（福山大学生命工学部教授 秦野琢之氏） 
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࠙検証・評価ࠚ 
ḟࡣࣇࣛࢢࡢ⌧ᅾࡢᙧែࡽ࡚ࡗ࡞ 4 ᖺ㛫ࡢཧほ⪅

ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉྛࡿࡼ 5 ẁ㝵ホ౯ࡢ᥎⛣࡛ࠋࡿ࠶ 

 

⯡ⓗ㧗࠸ホ౯≉ࠊࡀࡿ࠸࡚࠸ࡔࡓ࠸ࢆㄢ㢟◊✲Ⓨ

ἢ㛵ᚰࡢᚐ⏕ࡣㅮ₇ࡢ⏕༞ᴗࠊࡓࡲࠋ࠸㧗ࡣ࡚࠸ࡘ⾲

࠸Ⰻࡀဨࡰࡢ⪅ཧほࡣ࡚࠸ࡘ㐃ᦠࡢࡇࠊ࡛ࡢࡶࡓࡗ

⏕ࡢሙࠊࡀࡢࡿ࠸ᚓ࡚ࢆẖᖺዲホࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡳ⤌ྲྀ

ᚐࡽⓎ⾲࣭ㅮ₇ᑐᩘࡿࡍከࡢࡃ㉁ၥ࡛ࠋࡿ࠶SSH 

ᑐ㇟ࡢ⏕ᚐཱྀࡀⅆࢆษࠊᩥࡽ࡚ࡗ ⣔ࡢ⏕ᚐ࡚ࡋࡑࠊ୰Ꮫ

ࠊࡀࡔࡇࡢẖᖺࠊࡣࡢࡃ࠸࡚ࡋࢆᣲᡭࠎḟࡀࡶ࡛ࡲ⏕

እ㒊ࡢࡽཧほ⪅ࡣኚ㦫ࠋࡿࢀSSH ⤫ఏࡁⰋࡿࡼ

 ࠋࡓࡗ࡞
ḟྠࡣࣇࣛࢢࡢᵝ 4 ᖺ㛫ࡢ㧗ᰯ 2ࠊ1 ᖺ⏕࣮ࢣࣥࡢ

 ࠋࡿ࠶ᯝ࡛⤖ࢺ

 

ᖺࡣ࡛ࡲ୰Ꮫ㺃㧗ᰯဨࢆᑐ㇟ㄪᰝࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋ

ᖺࡣ๓㏙ࡢ㏻ࡾ㧗ᰯ 2ࠊ1 ᖺ⏕ࡢࡳࡢཧຍࣇࣛࢢࠊ࡛ࡢ࡞

ㅮࡿ▱ࡃⰋࢆᮏᰯ⏕ᚐࡸయ㦂ㄯࡢ⏕༞ᴗࠋࡓ࠼ᥞࢀࡑࢆ

ᖌࡢヰࡣᅾᰯ⏕ࡢᚰࡃࡲ࠺ࢆᥗࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡛ࢇ⏕ᚐࡢ⮬

⏤グ㏙ࠕ㞴ࡀࡢࡶ࠺࠸ࠖ࠸ࢁࡋࡶ࠾ࠊࢀࡅࡓࡗࡋ

ᩘከࡃぢࠋྠࡿࢀࡽ ᫂ࡁゎࢆၥ࡞㌟㏆ࠊࡀᚐ⏕ࡢᏛᰯࡌ

ࠊ͆ࡣࡇࡃ⪺ࢆ⛬㐣ࡢ⪄ᛮࡸᐇ㦂ࡓࡋ࠺ࡑ ㅦゎ͇ࡁ

ࢢࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡃចࢆ⯆ࡎࢃၥࢆ୰㧗࣭⌮ᩥ࡛࠺ࡼࡢ

࠸ࡓࡾࡸࢆ⾲Ⓨ✲◊ࠕࠊࡽࣇࣛ ࠊࡀ࠸࡞࠸ࡣࡄࡍࠖ

࠸ࡓࡾ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࢆ⾲Ⓨ✲◊ࠕ ࡃᙉࡀࡕẼᣢ࠺࠸ࠖ

ฟ࡚ࠋࡿ࠸ 
ୗ⣭ࢆጼࡓࡋࡾࡗࡋࡢ⏕༞ᴗࡸ⏕⣭ୖࡣⓎ⾲ࡢࡇ

⾲Ⓨࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᶵ࠸Ⰻࡿࡍᢞᙳᑗ᮶ࡢศ⮬ࡀ⏕

ᑐࡿࡍၥⅬࡃ࡞ࡇࡿࡍ⮑ࢆ㉁ၥࡿࡍఏ⤫ࡀ⥅ࡅཷࡶ

㹑㹑㹆ᴗࡢᮏᰯࡣ⪅ཧほࡢࡽእ㒊ࡸ⪅ಖㆤࠋࡿ࠸࡚ࢀ

◊ࠋࡿ࠸࡚ࡋホ౯ࡃ㧗ࢆࡳヨࡓࡋ㐃ᦠ⏕༞ᴗࠊࡋゎ⌮ࢆ

✲ᡂᯝࡢᬑཬࡀ㐍ࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠸࡛ࢇ 
 

࠙今後の課題ࠚ 
� ዲホ࡛࡚ࡵࢃࡁࠊࡣឤࡢ⪅ಖㆤࡓࡋཧຍⓎ⾲ࡢࡇ

ࡢᮏᰯࠋ࠸࡞ᑡࡀཧຍࢺ࣮ࣆࣜࠊࡋࡋࠋࡿ࠶ SSH ᴗ

⣔ዪᏊ⌮ࢀࡲ㞟ࠕࡸᏛⱥㄒ◊✲ࠖ⛉ࠕࡢࡇࠊࡣ ࠊࠖ

㡢ᴦࠊ⚍ᩥ࡚ࡋࡑࠊࡾ࠶ࡀ୰㧗㐃ᦠ⌮⛉ᩍᮦ◊✲ࠖࠕ

ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊᩍ⫱ㅮ₇࡞ᵝࠋࡿ࠶ࡀࢺࣥ࣋࡞ࠎಖ

ㆤ⪅ྲྀࡣᤞ㑅ᢥࠊࡽࡀ࡞ࡋཧຍࡋศࠋࡔ࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡅSSH
యീࢆ⌮ゎ࡚ࡋ㡬ࡃษ࡞⾜ࡗࡶࠊ࡚ࡋᙉຊཧ

ຍࢆࡀࡇࡿࡅࡧᚲせ࡛ࠋࡿ࠶ 



- 34 - 
 

３－２０ 第６回中高連携理科教材研究会 

 

【仮  説】 

学習指導要領にも ICTの活用が記載され、政府は 2020
年に中学校でクラスにパソコン 2 台、生徒に一人 1 台の
タブレット端末の設置を目標として掲げた。本校は、普通

教室にはプロジェクターや教材提示装置は無く、ICT環境
の整備は遅れている。このような、後発的な状況からタブ

レット端末の導入を進めることで、どのような課題が出て

くるかを、地域教員達と協議することによって、地域全体

として ICT教育環境が高い加速度で成長すると考える。 
 
【内容・方法】 
平成 27年 11月 21日（土）に第 6回中高連携教材研究

会を本校で開催した。参加者は 25名であった。 
〔公開授業〕 
①「電解質とイオン」《中３》（本校教諭	 山田直史） 

塩化銅の電気分解を行い、イオンの存在を学習した

後に、塩酸の電気分解を行った。ここで、Loiloノート
forスクールを用いて、実験記録をまとめ、発表させた。 

②「構造異性体」《高２》（本校教諭	 坂部高平） 
モデルを用いて、異性体を完成させ、Loiloノート for
スクールで画像を共有し、グループ間で情報を確認さ

せるとともに、競わせることで異性体の理解を進めた。 
※①と②の本事案を次頁以降に示す。 

 
中３の授業 高２の授業 

〔研究協議〕 
公開授業をもとにして、各教員がこれからタブレット端

末を授業に導入するにあたり、どのような課題と活用実践

が考えられるか協議を行った。 
〔実験交流会〕 
・ひよこ型結晶格子	 	  ・風船で作る分子の立体構造 
・ドライアイスの液体	  ・Loiloノート forスクール体験 
 
【検証・評価】 
授業後に行った生徒アンケート、参観者アンケートの結

果は右段のようである。生徒は概ね興味深く取り組み、内

容理解はできていた。また、ほとんどの参観者はこの研究

授業を肯定している。タブレット使用は今後広く利用され

る可能性があり、皆の関心が高いテーマである。また毎年

テーマを変えることで、参加者には次は何か？とリピータ

ー参加が多く、次年度にも参加の意欲を示している。閉会

後の実験交流会も人気があり、生徒の興味付けに有効な実

験ノウハウの情報交換に非常に役立っていた。 

 

 
【今後の課題】 
	 本校で行える実践が、他校ではクラス環境によっては行

いにくいという声があった。他校でも有効に活用できる教

材レベルへと開発続けていく必要を感じた。 

知識

研究体験

地域の小中高教員対象の理数
教育研究会・授業公開の開催
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３－２１  集まれ！理系女子 第７回女子生徒による科学研究発表交流会 

 

【仮  説】 

次世代の科学技術を担う女性研究者・技術者を育成して

いくためには、理系分野への興味・関心、国際化に対応で

きる感覚と能力を高めるだけでなく、それを取り巻く社会

の意識改革が必要である。女子生徒による科学研究発表交

流会の実施は、理系女子生徒間の友好・仲間意識を深める

こと、活躍する理系女性をロールモデルとして生徒が将来

をイメージできること、そして理系女性を受け入れる社会

の意識改革や啓発活動という点で有効である。また継続的

に実施していくことで、社会への浸透が進んでいく。 
 
【内容・方法】 
本事業は第 5 回までは広島県福山市の福山大学の施設

で実施してきたが、関西地方の学校の参加を促すため、第

6回は京都大学において実施した。関西の学校の参加は３
校から 6 校（＋見学 1 校）に増え、参加者も過去最高の
353人を数えた。今回は全国的な拡大をめざして首都圏の
学校にも呼びかけて、会場を慶應義塾大学に移した。今年

度の実施内容は以下の通りである。 
実施日：平成 27年 10月 31日（土）10:00～16:10 
会	 場：慶應義塾大学三田キャンパス	 東館および南校舎 
内	 容： 
10:10～11:00	 講演①『ジグザグ人生』	  
講師：科学技術振興機構フェロー	 治部眞里氏 

11:10～12:10	 ポスター発表①	 奇数番号 
13:00～13:50	 講演②『細胞の声を聞く』 
講師：京都大学大学院理学研究科教授	 高橋淑子氏 

14:00～15:00	 ポスター発表②	 偶数番号 
15:00～15:50講演③『21世紀を生きるあなたへ』	  
講師：ルイパストゥール医学研究センター室長 宇野賀津子氏 

	 	 	 	 知的ネットワークあいんしゅたいん理事長 坂東昌子氏 
参加人数：385人（中高生 277人	 教師・一般 108人） 
参加校：25校	 発表総数：98題 

 

 

 

講演① 

ポスター発表 

講演② 

 
【検証・評価】 
次頁のグラフは 7回までの推移である。参加者数や発表
総数は過去最大となり拡大・普及という点では初期の目的

は達成された。 
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次に示す参加生徒のアンケートによれば、本事業は他校

生徒との交流を通じて大きな刺激を受け、課題研究に対す

る興味・関心を高めていったといえる。また複数の女性研

究者のメッセージで、将来への展望を持ち、理系で頑張る

気持ちを強めている。 

 

◎自由記述（生徒） 
・今回高橋先生の講演を聴くことができて嬉しかったです。

また、私は理系か文系かまだ分かりませんが、理系に興

味がわいてきたし、今回やったサンゴの研究をもっとく

わしくやっていきたいと思いました。 

・今回は初めて参加したけれど、とても面白くてまた参加

しようと思った。身の回りのことで、たくさん知らない

ことがあったので、勉強になった。 

また参加した教員、一般来場者のアンケート結果から、

本事業の趣旨や理系女性の社会での必要性の認識はより

高まり、意識改革と啓発活動として効果があったといえる。

また、継続参加する学校も多く、教員同士の交流も深まっ

ている。 

 

 
【今後の課題】 
	 参加者からは本事業の趣旨について、十分な理解を得て

いるが、SSH 校以外の中学校・高等学校、大学関係者に

はまだ十分周知されていないので、早くからの広報活動が

必要である。また、今回は実施日の翌日に、都内で同様の

発表会があり、各校からの参加数が絞られたようである。

他の発表会との日程調整が必要であった。 
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３－２２理系女子大学院生との交流会の開催 

対象：生命科学コース第１学年、第２学年（年１回）

【仮  説】 

大学と連携し、大学の施設や研究室で女性研究者の講義

や実験・実習等を行うことは理系進学女性を身近に感じる

ことができ、女子生徒に理系分野への進学を促すことに繋

がる。また、大学での活動は年齢の近い女子学生が指導す

るため、生徒達は主体的にかつ積極的に取り組むことがで

きる。 
 
【内容・方法】 
平成 23年度より、大阪府立大学での交流会を始め、今

回は第５回となる。毎年、２学年に対して同時に実施して

いることから、講義中心と実習中心の交流会を隔年で実施

している。今年度は実習中心で実施した。 
実施日：平成 27年 8月 18日（火）～19日（水） 
会	 場：大阪府立大学りんくうキャンパス 
内	 容：各種実習、施設見学 
	 	 	 	 女子大学院生との交流会 

実
施
内
容
 

・実習１：食品中の有用細菌の染色と観察 
 （大阪府立大学 田島朋子先生） 
・実習２：手や指に常在する細菌の培養と観察 
 （大阪府立大学 田島朋子先生） 
・施設見学（獣医臨床センター） 
・ミニ実習レポートの作成 
 （大阪府立大学 田島朋子先生） 
 

 
実習１：食品中の細菌の染色 

実習１：細菌の顕微鏡観察 

実習２：手指の常在菌の培養準備 

 

女子大学院生との交流会 

 
【検証・評価】 
実施後のアンケート結果は以下のようである。 

 

各質問項目は目的に合わせて設定した。そのすべての項

目において 9割以上の肯定的な回答が得られている。特に、
今回は実習を中心とした研修であったこともあり、最終的

な研修全体に対する満足度は非常に高くなっている。自分

の体の常在菌を培養して観察したことは、自分の体のこと

であることから興味深さを感じていた生徒が数多く見ら

れた。また、獣医臨床センターの施設に対して興味深さを

感じた生徒が多いのは、ペットを飼う家庭があるだけでな

く、動物に対する関心が高い生徒が多いことが感じられる。

さらに年齢の近い女子大学院生が実習を指導してくれた

だけでなく、交流会で話をする機会を設けたことが、進学

知識

研究体験

大学・研究機関等と連携した
理系女子対象キャリア教育
プログラムの開発
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への意識を高め、視野を広げることにつながったのであろ

う。この結果から、キャリア教育プログラムとしての目的

を達成できていると言える。 
 
【今後の課題】 
今回は実習が中心の内容であり、生徒の期待も高く、関

心を持って活動できていた。さらに、実習をしただけでな

く、短い時間ではあるが実習内容のレポートを書く時間を

設定したことは、さらに効果を高めたのではないかと推測

される。そのレポートはその場で回収し、大阪府立大学の

田島先生がチェックしてコメントを添えた上で後日、生徒

に返却された。大学の先生が自分たちのレポートを見てく

れたという思いは、生徒にさらなる充実感をもたらしたの

ではないかと考えられる。これは、ひとえに連携先である

大阪府立大学の先生が忙しい中にも関わらず協力的に取

り組んでいただけたことによる賜物である。このような企

画を継続していくために、連携先である大阪府立大学の先

生との連携と信頼関係をさらに築いていくことが重要で

ある。

 
 

３－２３ SSH 卒業生との連携プログラム 

対象：文理コース第２学年（希望者）

【仮  説】 

	 本校の SSH卒業生で、現在研究者として活躍している
人を本校生徒の指導に結びつけることは、SSH の理念の

わかる研究者の協力を得たことにつながる。また、最も身

近なロールモデルとなり、生徒は自分たちが取り組んでい

る活動によって、どのような姿の研究者になれるのかを具

体的にイメージできるようになる。また、最前線の技術を

指導してもらうことによって、校内の課題研究の質の向上

を狙う。 
 
【内容・方法】 
指導者：加藤奈々氏～岡山県立大学大学院保健福祉学研究

科院生、管理栄養士、平成 22年度本校卒業～ 
日	 時：平成 27年 10月 13日、平成 28年 2月 16日、 

平成 28年 3月 9日 
場	 所：岡山県立大学保健福祉学部 
参加生徒：物質科学課題研究生徒 14名 
内	 容：メイラード反応による糖化最終産物(AGEs)測定

法の指導、AGEs測定法を利用した食品の抗糖化
活性測定 

実施の様子 

【検証・評価】 
(1) 生徒の様子 
加藤氏を中心とした大学院生から指導を受けながら、高

校生活や大学生活の様子など、活発な交流が見られた。実

験内容も高校生の研究テーマに沿っていたため、失敗を繰

り返しながらも、技術を身につけようと最後まで取り組ん

だ。生徒のアンケート結果を右段に示す。「大変そう思う」

「まあまあそう思う」「どちらともいえない」「あまり思わ

ない」「全くそう思わない」をそれぞれ、「1.0」、「0.5」、「0」、
「-0.5」、「-1.0」として、割合にかけ算をして集計してグ
ラフの縦軸に示している。この結果からも、現在の研究活

動と将来像とを結びつける効果があったと考えられる。 

 

(2) 卒業生の様子 
高校生の研究内容を理解しているため、冒頭の講義でも

わかりやすい言葉で具体的に解説を進めていた。 
 
【今後の課題】 
今後も卒業生との連携は行っていく。高校でできる実験

と、大学で行う実験を分けて、より生徒にとって実のある

機会にしていくとともに、効率良く研究を深めていきたい。 

知識

研究体験

大学・研究機関等と連携した
理系女子対象キャリア教育
プログラムの開発



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᇹᾃᇘ 
 

ܱỉјௐểẸỉᚸ̖ 
 
  



- 41 - 
 

４－１ 生徒の変容 

 

本年度の SSH事業について、「生徒の変容」の結果をま
とめ、評価を行う。 
(1) 1年生について 
本校では 1年生を対象に、7月と 2月の年 2回、学習に

関する意識の変化を調査している。各項目に対して「かな

りあてはまる」を 4 として、「全くあてはまらない」の 1
までの 4段階で回答している。2.5が中央値となる。生命
科学コース（SSH主対象）と文理コースに分けて 10項目
をグラフにした。 

 

1 年生の SSH 事業は 8 月から本格的に始まるので、7
月の時点では両コースとも、まだ大きな差がない。しかし、

2 月には全般的に生命科学コースが大きく伸びているこ
とがわかる。特に伸びの大きい項目は「②学習で新しい興

味を持った」「④発表の仕方が分かる」「⑦英語の学習に興

味がある」「⑧数学の学習に興味がある」などである。SSH
事業での珍しい体験は②に有効であり、研究発表を聞く機

会が多いことは④に有効である。また、「⑨理科の学習に

興味がある」「⑩SSH活動は勉強に役立つ」は当然ではあ
るが、7月の時点からすでに高い。 
次の表は SSH事業への期待と効果を示しているが、Ａ

（面白い取組みに参加できる）は上記②と関連し、この期

待は初めから強く、それがほぼ叶えられている。またＢ（国

際性向上に役立つ）はあまり期待（意識）していなかった

が、蒜山研修をマレーシアの学生と合同で行うなど、期待

以上に効果があり、「⑦英語学習への興味」に繋がった。 

 
 (2) 2年生について 

2年生も1年生と同時期に行った学習に関する意識調査
を行ったが、そのグラフは次頁に示す。各項目に対して「か

なりあてはまる」を 4として、「全くあてはまらない」の
1 までの 4 段階で回答している。2.5 が中央値となる。2
年生については前年 1年生の 2回の調査から継続させて 4
回分を示している。 

2 年生の生命科学コースは浮き沈みの激しいグラフが
多い。1年生で好ましく出たものが一度下がり、また上が
る。「③情報の集め方がわかる」と「④成果の発表方法が

わかる」は課題研究を進める過程や学会等での発表が大き

く関係している。文理コースも課題研究を選択する生徒が

いる。また、課題研究的な活動を取り入れ始めたので、低

い数値から徐々に伸びてきている。 
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さらに、SSH活動の中心となる 2年生に、SSH活動へ

の期待と効果について意識調査した。 

【SSH事業への期待と効果について】 
①	 理・数の面白い取組み 
②	 理・数のセンス向上 
③	 理系学部の進学に役立つ 
④	 大学後の志望分野探しに役立つ 
⑤	 将来の志望職探しに役立つ 
⑥	 国際性向上に役立つ 

 
①～⑥の項目について期待に対して、それ以上の効果を

感じている。両コースを比較すると、文理コースは課題研

究の取り組みが中心で、そのほかの SSH活動との関わり
が少ないので、期待・効果とも低めに出ている。次に生命

科学コースにおける期待と効果の内訳を見ると以下のと

おりである。 

 

多様な外部講師、様々な体験活動が用意された本校の

SSH 活動は①②に対する期待は毎年強い。それに対する

効果も多くの生徒が認めていることが分かる。また、③に

ついては一部の生徒の意識と SSH活動の目的のズレがあ
るようだ。受験指導ではないので、点数が上がると考えて

いた生徒にとっては期待外れかもしれない。⑥は１年次の

マレーシア研修のようなインパクトの強い行事は無く、

SSHとの関連が見えにくいためか、事前の期待は小さい。 
2年生の学習に関する意識調査のなかで、特に課題研究

に関連する項目に絞って、5年間（4年分）の推移を見た
のが、次頁のグラフである。 
各々の各自の基準に基づいているため、スタートの高さ

は異なるが動きや両コースの開き具合は読み取ることが

できる。各項目とも右上がりであり、文理コースと生命科

学コースの開きが狭くなっている。これは、文理コースも

課題研究や自由研究などアクティブラーニングを徐々に

取り入れていることが影響していると考えられる。 
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(3) 3年生について 
	 3 年生については次の 16 項目の興味・姿勢・能力が希
望進路に必要だったかどうか、そして伸びたかどうかを質

問した。 

 

必要で向上した項目として、「粘り強さ」、「成果を発表

する力」、「自主性」、「協力する姿勢」などであるが、一年

前（2年生）の時と結果が類似していた。課題研究に関連
するものが多いが、これらは社会人としても必要な要素で

あり、卒業後もしっかり伸ばしてほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、次の 10 項目について SSH 活動が希望進路にど
の程度影響したかを調査した。参考までに本校の関連する

具体的な授業や活動を（	 ）に示す。 

【希望進路への影響度について】 
①理科や数学に多くの時間が割り当てられている 
②最先端の研究している科学者や技術者の講演 
	 （２年生「生命」等） 
③大学の専門家による実験・実習	 	 	  
	 （１年生「生命科学実習」「蒜山研修」等） 
④大学や研究所の見学 
	 （１年生「マレーシア研修」２年生「沖縄研修」等） 
⑤自校内で個人や班で行う課題研究 
⑥科学コンテスト、学会への参加 
⑦一般の高校とは異なる理科や数学の授業内容 
	 （１年生「生命科学基礎」２年生｢生命科学課題研究｣） 
⑧プレゼンテーションの力を高める学習 
	 （１年生「生命科学基礎」２年生｢生命科学課題研究｣） 
⑨英語で表現する力を高める学習 
	 （各学年「実践英語」、１年マレーシア研修等） 
⑩他の高校生との交流 
（「集まれ理系女子」「生命科学課題研究」） 

 

	 希望進路に強く影響した項目は、⑤⑥⑧の課題研究に関

連したものである。また⑨の英語については現実的な入試

に関連している。ほぼ 80％以上は何らかの影響を受けて
いるが、特に①②⑤⑥⑦は 90％以上で、本校の SSHの特
色がよく現れている活動である。 
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４－２ 卒業生の変容 

 

本校の SSH事業を体験した卒業生に対しては、12月中
に各実家にアンケート用紙を送付し、SSH 事業について

振り返ってもらった。今年が 10年目なので SSH 1期生か
ら数えて、全部で 7学年が卒業している。 
	 次のグラフは卒業生の現在の生活に、SSH の経験が影

響しているかどうかを問うたものである。 

 

グラフ 1 によれば、SSH の経験がはっきり影響してい
る者が 40％、やや影響している者が 43％であわせて 83％
の卒業生は何らかの影響を受けている。 
	 次のグラフは、様々な興味、姿勢、能力 15項目におい
て SSH活動でどの程度向上したかを問うたものである。 

 

グラフ 2によれば、現在の環境（仕事・研究）の中で、
ほぼ 15項目とも卒業生の 90%前後が「必要で向上」した
と感じている。「とても向上」が 50％を超えているものは
「好奇心」、「実験への興味」、「観測・観察への興味」、「応

用への興味」、「自主性」、「協調性」、「粘り強さ」、「独創性」、

「問題発見力」、「探究心」、「考える力」である。これらの

要素は、本校の SSH事業のうち、森林実習の蒜山研修、
海洋実習の沖縄研修、熱帯林観察のボルネオ研修などのフ

ィールドワークや、課題研究活動や学会・研究会発表会等

で身についたものと考えられる。 

 

上のグラフ 3 は「特に向上したもの（3 つまで）」とし
て上がってきた項目である。「発表力」が一番多く、「自主

性」、「協調性」、「粘り強さ」が特に多い。15 項目それぞ
れに答えた後に、改めて 3つあげさせると、課題研究に関
係するものが、次々と上がってくる。これは、熱心に取り

組んだ生徒にとって、課題研究の影響力は年数を経ても大

変大きく影響していることが分かる。 
卒業生のアンケート結果から、本校の SSH事業の課題
研究の熱心さや多様なフィールドワーク、大学と連携した

実験･実習など、本校の特性がはっきりと表れているとい

える。 
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４－３ 保護者の変容      ４－４ 教職員の変容 

 

本年度の SSH事業について、「保護者の変容」の効果を
まとめ、評価を行う。 

1年生の保護者に対して、2学期末に進路選択に関する
アンケートをとっており、その中で SSHの効果について
の意識を平成 23年度から 5年分示したものが次のグラフ
である。 

 

グラフ 1から、理系進学を考える上で有効とするものが
90％前後(そう思う 60％前後、ややそう思う 30％前後)で
定着している。すでに平成 22 年までに 5 年間の SSH を
経験しているので、平成 23年度からの 5年間にあまり大
きな変動は見られない。有効性を肯定する強さは、進路選

択別では毎年、生命科学コース(主対象)、文理コース文系、
文理コース理系の順であり、同じ理系でも生命科学コース

と文理コース理系の保護者との間には温度差がある。 
次のグラフは、同じアンケートで理系女子が少ない理由

を保護者に聞いたもので、5年分示したものである。 

 
グラフ 2から、理系女子が少ない理由として、「理系に

興味・関心を持ちにくい」というのが、ずっと一番である

が、「社会状況が整っていない」が増加していることが分

かる。進路選択において理系を増やすためには、高い費用

や難しい勉強に見合うだけの、将来の生活の明るい見通し

を持たせる必要がある。 

本年度の SSH事業について、「教職員の変容」の結果を
まとめ、評価を行う。 
本校教職員（併設中学校教員も含む）の SSH活動に対

する意識調査を 1月に実施した。結果は以下の通りである。 
(1) SSH活動を行うことの効果・影響について 
①	 課題研究のレベルが向上している	 	 	 	 	 	 	  
②	 理科教育の裾野拡大が進んでいる	 	 	 	 	 	 	  
③	 生徒の理系への進学意欲によい影響を与えている	  
④	 校外の機関・組織と連携関係を築く上で有効である 
⑤	 校外の人々 に本校の取組を理解してもらう上で有効である	  
⑥	 学校の活性化に有効である 
⑦	 専門家の講演や実験指導は生徒にとって有効である 
⑧	 女性研究者を多用することは、女生徒に有効である	  

 
SSH活動に対して概ね 80％以上の教員は肯定的に捉え

られている。 
(2) 過去3年間のSSH活動との関わりと来年の関わりの意志 

 

グラフには過去の年度のものを加えて動きを見た。SSH
を続けていくうちに、各教員の SSH活動への関わり方や
関われる部分が、ある程度固定化していく傾向があるが、

教員を対象に、SSH 報告会を年 2 回実施していること、
さらに課題研究が併設中学校に広がったこともあり、関わ

る教員が増加している。来年はさらに増えると思われる。

活動内容や範囲を拡大することで、多くの生徒や教員が関

わっていくことができる。 
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SSH中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況 

 

１．ＥＳＤに関する視点の明確化、環境教育との差異、科学教育との関連性の追究 

(1)	 	 本校がこれまで取り組んできた ESD は、①環境系分野としてサンショウウオの飼育やミシシッピア
カミミガメの調査、及び山林（蒜山）や海洋（沖縄）の観察を通した自然保護・環境保全の活動、②国

際系分野として、マレーシアのサバ大学、ツン・フセイン・オン大学と連携した環境学習、洪水をテー

マにしたオランダ Were DI スクールとのスカイプミーティング、そして③社会系分野として自立した
女性の育成をめざす『女性』講座の設置、理系女子の連携を強める科学研究発表交流会の開催を行って

きた。 
 
(2)	 	 教師主導で進められがちな環境教育に対して、生徒に今残されている自然環境を維持していくことの
価値観を持たせ、そのために必要とされる能力を育て、学び方や多くの人に伝える方法を身につけさせ

ることを念頭に置き、なるべく学問的要素を取り入れた方向で新たな取り組みを実施した。 
	 ①沖縄県久米島西中学校との協働環境学習「サマースクール in久米島」 
	 	 日時：平成 27年 8月 17日～18日 

内容：本校のＳＳＨ活動の蒜山森林実習の 10 年にわたるデータをまとめ、沖縄県久米島の中学校を
訪問した。そこで森林の二酸化炭素吸収量の研究を本校生徒が現地中学生に紹介して、森林の

役割や、森林のみならず、自然環境の重要性等を伝えた。また、専門家の鳥取大学佐野教授の

指導の下で、中学生と合同で森林調査を行ない、教室に戻ってデータをまとめ分析した。すで

に蒜山実習を経験している本校生徒は、ともに活動する中で、調査の手法や教室へ戻ってきて

からのデータ分析などを教え、先生のサポートをしていき、高校生が中学生に伝達する形態を

とった。今後、テーマを変えて連携を継続していく予定である。 
	 ②マレーシアのツン・フセイン・オン大学との協働森林実習（さくらサイエンスプラン） 
	 	 日時：平成 27年 8月 3日～7日 
	 	 場所：真庭市蒜山上徳山	 鳥取大学農学部教育研究林「蒜山の森」 
	 	 内容：本校 1年生が毎年実施している森林実習にマレーシアのツン・フセイン・オン大学の大学院生

10人が合流した。この実習の研究成果は翌春のマレーシア研修において英語でプレゼンし、熱
帯林の植林や観察をしているが、今年はさくらサイエンスプランの採択により、10人を本校の
ＳＳＨ活動に迎え入れることができた。熱帯マレーシアの森林と温帯蒜山の森林というように、

森林の重要性をめぐる国際的な繋がりを広げ、深めることができた。次回のマレーシア研修に

向けた生徒のモチベーションが大変高まっている。 
	 ③校内里山づくりの拡大・発展	 ―二子の丘レンジャー― 
	 	 日時：平成 26年 11月 15日	 生徒 11人、教員 10人	  

平成 27年  4月 11日	 生徒 18人、教員 5人	  
12月 16～17日 生徒のべ 62名、教員のべ 15名 

1月 25日～2月 15日：生徒のべ 20名予定 
    場所：学校周辺 

内容：本校は木々に囲まれた「二子の丘」を敷地としており、自然に恵まれているが、森に手が加え

られず、荒れた状態であった。そこで、持続的な自然との共生という概念を育てるために間伐

作業を行なうこととした。まず 2～3 人のグループに分かれ、間伐を行なった。急斜面が多い
が、上るコツを伝え合い、木の名を確認しあったり、木の堅さや重さを直接体験した。間伐後

の達成感は大きく、進路が確定した 3年生が 2月に行ないたいと希望している。 
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２．英語ディベート学習の工夫と効果の明確化 

(1)	 経緯 
本校では学校設定科目「実践英語」の授業を中心にして、ディベート学習を行ってきた。このディベ

ート学習は CLIL（内容言語統合型学習）に基づいて、科学的な根拠に基づく素材を活用して行ってい
る。また、コミュニケーション能力と批判的思考力を育成するために、論題に対して理解を進め、分析

し、それを論理的に英語で表現することに重点を置いている。本校の SSH 事業として毎年 6 月下旬に
「科学英語研究会」を実施して、ディベート授業を公開してきた。 

 
(2)	 改善・対策 

この研究会では、当初は生命倫理に関わるテーマでディベート本番を公開していたが、SSH継続指定
の 23 年度から本番に向けた各段階のパート練習に工夫を凝らし、そのパート練習の授業を公開した。
これから指導を始める先生たちの参考になると考えたからである。 

	 	 平成 25年度…「出生前診断」をテーマとしたディベートにおいて、相手の主張を正しく聞き取り、的確
に反論する練習を公開した。 

平成 26 年度…「二酸化炭素排出量の削減」をテーマとしたディベートにおいて、生徒による相互評価
をディベートの改善に活かす練習を公開した。�

平成 27 年度…特定のテーマに絞らず、保全生物学関連の様々な議論を見つけ出し、議論の構築と分析
の観点で、ディベートの背景知識を扱う授業を公開した。�

こうして、ディベート本番という完成品だけでなく、様々な指導過程を公開して普及を図っていった。

ディベートのスタイルは、当初、論題が前もって決まっている準備型ディベートを行っていたが、今後、

集中力・瞬発力が必要で、論題が提示される即興型ディベートに重点を移していく。 

 
(3)	 効果 

ディベート学習の成果を示すために、平成 26年度よりコンテストに参加している。 
①第 1回 PDA全国高校即興型英語ディベート合宿・大会（京都）	  
実施日：平成 26年 7月 31日～8月 1日 
参加者：2チーム（6人）が参加 

チーム Aが全国 3位、2年生１人がベストスピーカー賞全国 2位 
	 	 ②第 2回 PDA全国高校即興型英語ディベート合宿・大会（大阪） 

実施日：平成 27年 8月 10日～11日 
参加者：3チーム（8人）が参加、受賞なし 

	 	 ①第 3回 PDA高校生即興型英語ディベート全国大会（大阪） 
実施日：平成 27年 12月 26日～27日 
参加者：2チーム（6人）が参加 
	 	 	 	 2年生 1人がベストスピーカー賞第 9位、2人が POI賞 
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校内における SSHの組織的推進体制 

 

校内における SSH推進のための組織図は以下の通りである。 

 

・「生命科学コース」「文理コース」のカリキュラムは各コース主任がコースの特性に合わせた教育内容を検

討して案を作成し、教務部長が統括して各教科・各学年・関係部署との連携を図る。カリキュラムには、

学校設定科目、教科指導体制、研修旅行・特別活動などの行事計画、進路指導体制などを含む。 
・SSH企画委員会は、事業全体の構想企画、予算計画立案、大学及び研究機関との連絡調整、運営指導委員
会との連絡調整、SSH実施校との連絡調整、広報活動などを担当する。 
・SSH 推進委員会は、各々の連携を図りながら、教育課程に関わる企画調整、進路指導に関わる企画調整、

学校行事に関わる調整、授業改善に関わる調整、経理等の事務処理など、事業全体を円滑に運営する。全

職員の研修を年に数回設定し、また、校内発表会を実施して SSH担当以外の教員の理解を深め協力を得る
ことにつとめる。 

・運営指導委員会は、事業の運営などについて指導・助言を行う。また、科学技術分野及び教材開発に関し

て指導・助言をおこなうアドバイザー組織を設ける。運営指導委員会やアドバイザー組織は、本校の教育

に協力していただいた方々を中心に構成する。 
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また、校内の教職員への SSH事業の普及及び理解のため、年に 1回、外部講師を招へいして研修会を行っ
ている。第 2期 SSH（平成 23年度～27年度）の間の研修内容は以下の通りである。 

・平成 23 年 5 月 23 日 13:30～15:30 
	 内容：１．平成 22年度の活動報告と効果の分析（担当：本校 SSH担当者 2名） 
	 	 	 	 ２．講演「SSH事業のもつ教育的効果と意義」 
	 	 	 	 	 	 講師：島根県教育庁高校教育課	 調整監	 泉雄二郎氏 
	 学習にははっきりした答え（知識）を獲得する習得サイクルと、答えを見つけ出そうとする探究サイクル

があり、この二つがうまく噛み合う必要があることを説明された。SSHの課題研究が探究サイクルの重要な
役割を担っており、学習指導要領にも取り入れられ、これからの教育の中心になっていくことを示された。

答えの無い問いに向かうことは苦しいが、解明した時の達成感は大きく「楽しんどい学校」となるよう全教

職員で取り組むことが大切とされた。 

・平成 24 年 5 月 21 日 13:30～15:30 
内容：１．平成 23年度の活動報告と効果の分析（担当：本校 SSH担当者 2名） 

２．講演「SSHの教育的意義について」 
講師：福山大学生命工学部教授	 秦野琢之氏 

ライフサイエンスという学問の広さと深さ、理科離れとはどういうことかという問題提起、SSHに対する
考え方など、広い視野と長期的展望にもとづく内容で、本校の SSH事業について考えるための材料を提供し
ていただいた。そして、未来を創る若者を育てる教育活動として、生徒の成長に資する SSH事業に取り組む
ことの社会的意義とやりがいを、あらためて認識することができた。 

・平成 25 年 5 月 16 日 13:30～15:30 
内容：１．平成 24年度の活動報告と効果の分析（担当：本校 SSH担当者 2名） 

２．講演「ESDの視点に立った学習指導」 
講師：国立教育政策研究所	 総括研究官 五島政一氏 

	 ESD の視点で学習指導の目標やポイントとなる概念、そして重視する能力態度を理解し易く説明された。
氏のさまざまな教育実践が我々の現場に即したヒントとなった。 

・平成 26 年 5 月 19 日 13:30～15:30 
内容：１．平成 24年度の活動報告と効果の分析（担当：本校 SSH担当者 2名） 

２．講演「SSH事業のもつ教育的効果と意義」 
講師：神奈川工科大学応用化学科非常勤講師	 橋爪史明氏 

これからの社会では、新しい視点を持つことの必要性、教員が変わることが学校を変え、やがて生徒を変

えていくという認識を持つことの必要性を示された。また自分の目で見ること、驕らず、怯まず、ぶれない

ことの大切さを語られた。 

・平成 27 年 5 月 25 日 13:30～15:30 
内容：１．平成 26年度の報告と第 3期の方向性（本校 SSH担当者 2名） 

	 	 	 	 ２．講演「SSH事業の持つ教育的効果と意義」 
	 	 	 	 	 	 講師：川崎医科大学分子生物学 1（発生学）講師西松	 伸一郎氏 
	 夜更かし、朝食抜き、講義で居眠り、活字離れ、人間関係が苦手など、大学医学部の学生の現状と課題に

触れた後、高校の SSHでなされているさまざまな活動が大学生の弱い部分を克服する効果があることを説明
された。 
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研究開発実施上の課題 

 

今年度で第 2期 SSH研究開発が終了する。平成 18年度から 2期 10年間にわたる研究開発の中で女子の
科学教育に大きな進展を得てきた。第 1期では【「生命科学コース」の導入から出発する女性の科学技術分野
での活躍を支援できる女子校での教育モデルの構築】を研究開発課題とした。女子生徒に「生命」を科学的

にとらえる視点を基盤として「体験型実習」を増やし、「課題研究」に取り組み「科学英語」の指導法をディ

ベート学習を手法に確立することに重点を置いて研究開発をおこなった。第 2期では本校 SSH研究開発の中
で最も生徒を変容させることが可能な「課題研究」を柱に据え、ESDの視点を重視した。さらなる「課題研
究」の進展を求めて、併設中学校 3 年にも「理数課題研究」の実施を広げ、高校入学時に理系選択を希望す
る生徒の増加を目指した。そして、現在の日本が直面するグローバル化の要請に応え得るようディベート学

習を進化させ、科学的な考察が可能な「科学英語」とし、さらに「体験型実習」をグローバル化して課題研

究における国際交流を目指したものにしてきた。日本の将来にとって重要となる女子の科学技術系分野への

進出を阻む要因として根強いのは社会通念である。その社会通念の変容を目指して全国 SSH校理系女子の交
流や SSH卒業生との交流、地域社会との連携の機会を増やし、社会に発信してきた。 
具体的には以下の 5つのテーマを掲げて研究開発に臨んできた。 

(Ⅰ)女性科学者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 
(Ⅱ)グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成する ESD プログラムの開発 
(Ⅲ)女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発 
(Ⅳ)理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進 
(Ⅴ)大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進 

以下テーマごとに実践を総括する。 
【テーマⅠ】 

 ～女性科学者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発～ 

	 本テーマにおける主要な実践は、課題研究である。今後は「課題研究」を理数系においては高度なものを

求め続けながら、人文科学系分野、社会科学系分野にまで広げて実践することや併設の中学校の低学年から

その基礎となる資質の養成のカリキュラムを構築することが課題である。また、理数系課題研究は海外での

学会発表を視野に入れた発信力を目指していく。 
【テーマⅡ】 

	 ～グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成する持続発展教育（ESD）～  

  プログラムの開発～   
	 	 学校設定科目「実践英語」を設け、科学的な論題によるディベートの実践を通じて科学英語の指導法を

開発してきたが国際学会での発表と質疑応答に対応できる英語運用能力の向上を目指し、英語授業改革へと

発展させることが今後の課題である。海外研修プログラムの開発に関しては、現地の学生との交流プログラ

ムを充実させ、共同研究を視野に入れネットワークつくりをおこなう。ESDの視点で教科指導や教育活動を
組み替えることが今後の課題である。 
【テーマⅢ】 

～女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発～ 

	 探究・体験的学習プログラムにおいて国内はもとより、海外でも現地におけるフィールドワークを進化さ

せ、国境を越えた交流を積極的におこなうものとすることが課題である。 
【テーマⅣ】 

～理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進～ 

	 小学生や地域市民対象の科学教室を大学や地域の公民館・科学センター・企業などと連携して開講し「科

学をもっと勉強したい」という意欲につながる教材や方法の開発を進める。	 	 	  
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【テーマⅤ】 

～大学・研究機関と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進～ 

平成 21年度より「女子生徒による科学研究のポスター発表」と「理系女性の生き方ガイド講演会」で構成し
た交流会「集まれ！理系女子	 女子生徒による科学研究発表交流会」を毎年開催した。社会の変容のために

有意義な取り組みであり今後も継続発展させていきたい。 
 
 

今後の研究開発の方向 
 

130 年を迎えた女子校として、国際的に見ても科学技術分野での女性の活躍が極めて少ない日本の現状を
変える役割を積極的に果たしていきたい。そのために２期 10年での蓄積を礎に学校教育で女性の理系科目へ
の前向きな気持ちを育て、社会貢献できる科学技術者を養成できるプログラムを開発する。さらに、今後は

地球規模で緊急の課題となっている ESDの観点をふまえてさらなる充実を図り、グローバル社会で活躍でき
る女性研究者を育成するための教育プログラムとして深化させる研究に取り組みたい。 
 
 

成果の普及 
 

SSH研究成果発表会の他、SSH科学英語研究会、SSH中高連携理科教材研究会を毎年実施し、県内はも
とより全国の SSH校の参加を募り、成果の普及につとめ、他校からの視察を受け、一定の評価を得た。特に
科学英語の指導法に関しては多くの問い合わせを受けた。また、「集まれ！理系女子	 女子生徒による科学研

究発表交流会」を福山、京都、東京で実施し、350 人を超える参加者を数えるまでになったことは、本校の
SSH 事業の社会への貢献として特筆すべき成果である。研究開発報告書の配布やホームページ等での広報、

また「集まれ！理系女子	 女子生徒による科学研究発表交流会」冊子や SSHガイドを作成配布している。ま
た、地元紙を中心に多く新聞報道され、SSH事業の成果の普及に有効であった。 
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䚷䚷䚷䚷䚷䚷䠎ᖺḟ……♫䛸ሗ䠎㛫䛻䛘䛶⏕⛉Ꮫㄢ㢟◊✲䜢⾜䛖䚹

ὀ䠏䚷䚷䕕䛿ᕼᮃ⪅䛾䜏㑅ᢥ䛩䜛䚹

᐀ᩍ 䜻 䝸 䝇 䝖 ᩍ  ⌮ 1 1
ᅜ ㄒ ⥲ ྜ 䞉 5
⌧ ௦ ᩥ 䠞 2 2
ྂ  䠞 2 2
ୡ ⏺ ྐ 䠝 䞉 2
ᆅ ⌮ 䠝 䞉 2
ᆅ ⌮ 䠞 3
⌧ ௦ ♫  䞉 2
⌧ ௦ ♫  ₇ ⩦ 3
ᩘ Ꮫ 䊠 䞉 3
ᩘ Ꮫ 䊡 1 3 4
ᩘ Ꮫ 䊢 1 6
ᩘ Ꮫ 䠝 2
ᩘ Ꮫ 䠞 2
ᩘ Ꮫ ₇ ⩦ 䠞 1 3
≀ ⌮ ᇶ ♏ 䞉 2
≀ ⌮ 3 4
 Ꮫ ᇶ ♏ 䞉 2
 Ꮫ 3 4
⏕ ≀ ᇶ ♏ 䞉 2
⏕ ≀ 3 2
 Ꮫ ₇ ⩦ 2
⏕  ⛉ Ꮫ ᇶ ♏ 䞉 1䖩
⏕  ⛉ Ꮫ ㄢ 㢟 ◊ ✲ 䞉 2䖩
⏕  ⛉ Ꮫ ₇ ⩦ 2
⮬ ↛ ᥈ ✲ 䊠 䞉 䊡 1 1
⮬ ↛ ᥈ ✲ 䠝 1
య ⫱ 䞉 2 䞉 3 䞉 2
ಖ  0䖩 䞉 1
㡢 ᴦ 䊠 䞉 1 䞉 1
⨾ ⾡ 䊠 䞉 1 䞉 1
᭩ 㐨 䊠 䞉 1 䞉 1
䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙ⱥㄒ䊠 䞉 3
䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙ⱥㄒ䊡 4
䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙ⱥㄒ䊢 3
ⱥ ㄒ ⾲ ⌧ 䊠 2
ⱥ ㄒ ⾲ ⌧ 䊡 1 4
ⱥ ㄒ  ヰ 1 1
ᐇ ㊶ ⱥ ㄒ 1 1 1

ᐙᗞ ᐙ ᗞ ᇶ ♏ 䞉 2
ሗ ♫  䛸  ሗ 0䖩

⏕  䞉 2
⥲ ྜ ᐀ ᩍ 䞉 1
䠪 䠡 䠨 䠬 1 1 1

䝩䞊䝮䝹䞊䝮

ⱁ⾡

ᑠ䚷䚷䚷䚷䚷ィ

እᅜㄒ

⥲ྜ

ᅜㄒ

ᩍ⛉ ⛉䚷䚷䚷䚷䚷┠

ಖయ

බẸ

⌮⛉

ᩘᏛ

ᆅ⌮
Ṕྐ

37+䕕 36+䕕 35+䕕
1 1 1

䛆⏕⛉Ꮫ䝁䞊䝇䛇

3ᖺ2ᖺ1ᖺ

ィ 38+䕕 37+䕕 36+䕕
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᐀ᩍ 䜻 䝸 䝇 䝖 ᩍ  ⌮ 1 1 1 1
ᅜ ㄒ ⥲ ྜ 䞉 5
ᅜ ㄒ ⾲ ⌧ 2 2
⌧ ௦ ᩥ 䠞 2 4 2 3 4 4 2
ྂ  䠞 4 4 2 4 4 4 2
ୡ ⏺ ྐ 䠝 䞉 2
ୡ ⏺ ྐ 䠞 2 2 4 4 4
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ᆅ ⌮ 䠝 䞉 2
ᆅ ⌮ 䠞 4
ୡ ⏺ ྐ ₇ ⩦ 2 2
᪥ ᮏ ྐ ₇ ⩦ 2 2
⌧ ௦ ♫  䞉 2
 ⌮ 2
⌧ ௦ ♫  ₇ ⩦ 1 4
♫  ⛉ Ꮫ ㄢ 㢟 ◊ ✲ 2
ᩘ Ꮫ 䊠 䞉 3
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ᩘ Ꮫ 䊢 1 6
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Ⓨ ᒎ ⛉ ┠ 䞉 2 䞉 2 䞉 2 2
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⏕ 
⥲ ྜ ᐀ ᩍ 䞉 1 䞉 1 䞉 1 䞉1
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ᅜබ❧ᩥ⣔

እᅜㄒ

⥲ྜ
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11
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1
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ィ
1 1
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35+䕕

බẸ

1 1
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1ᖺ

ⱁ⾡
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ᐃ
ศ
ᯒ
ࢆ
㏻
ࡋ
࡚
┦
㛵
㛵
ಀ

ࠉ
ࠉ
ࡸ
ᅉ
ᯝ
㛵
ಀ
ࡢ
᭷
↓

ࢆ
◊
✲
ࡍ
ࡿ
ࠋ

(4
)  
እ
ᅜ
ㄒ
⛉
ࠉ
Ꮫ
ᰯ
タ
ᐃ
⛉
┠
ࠕ
ᐇ
㊶
ⱥ
ㄒ
ࠖ
⏕

⛉
Ꮫ
ࢥ
࣮
ࢫ
㸦
ྛ
Ꮫ
ᖺ
㸯
ࢡ
ࣛ
ࢫ
㸧
ᑐ
㇟

ࠉ
ࠉ
タ
ᐃ
ࡢ
ࡡ
ࡽ
࠸
㸸
ⱥ

ㄒ
ࢹ

࣋
࣮
ࢺ
ࢆ
㏻
ࡋ
࡚
ࠊ
ከ
ᵝ
࡞
ࢫ
࢟
ࣝ
ࢆ
㌟

ࡘ
ࡅ
ࡿ
ࡇ

ࢆ
┠
ⓗ

ࡋ
࡚
࠸
ࡿ
ࠋ

ࠉ
ࠉ

ሗ

㞟
ࢆ
ࡶ



⮬
ศ
ࡢ
ព
ぢ
ࢆ
ㄽ
⌮
ⓗ

┦
ᡭ

ఏ
࠼
ࡿ
ຊ
ࡸ
ࠊ
┦
ᡭ
ࡢ
ព
ぢ

ⓗ
☜

ᛂ
⟅
ࡍ
ࡿ
ຊ

ࠉ
ࠉ
ࡀ
⛉
Ꮫ
ศ
㔝
ࡢ
ᅜ
㝿

ⓗ
࡞
ே
ᮦ

ồ
ࡵ
ࡽ
ࢀ
ࡿ
ࠋ
ࢹ

࣋
࣮
ࢺ
ࡢ
ᇶ
┙

࡞
ࡿ
ࣛ

ࢸ

ࣥ
ࢢ
ࡶ
ᐇ
㊶
ⓗ
࡞

ࠉ
ࠉ
ⱥ
ㄒ
ຊ
ࡀ
⫱
ᡂ
ࡉ
ࢀ

ࡿ
ࡼ
࠺

ᩍ
ᮦ
㛤
Ⓨ

ᣦ
ᑟ
᪉
ἲ
ࢆ
ᨵ
ၿ
ࡋ
࡚
࠸
ࡃ
ࠋ

(5
)  
⌮
⛉
ࠉ
Ꮫ
ᰯ
タ
ᐃ
⛉
┠
ࠕ
⮬
↛
᥈
✲
Ϩ࣭

ϩ
ࠖ
⏕

⛉
Ꮫ
ࢥ
࣮
ࢫ
㸦
㸯
ࢡ
ࣛ
ࢫ
㸧
ᑐ
㇟

ࠉ
ࠉ
タ
ᐃ
ࡢ
ࡡ
ࡽ
࠸
㸸
㸯

ᖺ
⏕
࡛
ࡣ
㫽
ྲྀ

Ꮫ

ࡢ
㐃
ᦠ
࡛
ⵛ
ᒣ

࡚
ࠕ
᳃
ᯘ
⏕
ែ
⣔
ࠖ
ࢆ
ࢸ
࣮
࣐

ࡋ
ࡓ
ᐇ
⩦

ࠉ
ࠉ
ࢆ
⾜
࠸
ࠊ
㸰
ᖺ
⏕
࡛

ࡣ
ࠕ
⌰
⌫

Ꮫ
➼

ࡢ
㐃
ᦠ
࡛
Ἀ
⦖

࡚
ࠕ
ள
⇕
ᖏ
⏕
ែ
⣔
ࠖ
ࢆ
ࢸ
࣮
࣐

ࡋ
ࡓ
ᐇ
⩦

ࠉ
ࠉ
ࢆ
⾜
࠺
ࠋ
ᇶ
ᮏ
ⓗ
࡞

▱
㆑

ࡽ
ᑓ
㛛
ⓗ
࡞
◊
✲
ᡭ
ἲ
ࡲ
࡛
⮬
↛

ゐ
ࢀ
࡞
ࡀ
ࡽ
Ꮫ
⩦
ࡍ
ࡿ
▷
ᮇ
㞟
୰
ᆺ
ࡢ
⛉

ࠉ
ࠉ
┠
࡛
࠶
ࡿ
ࠋ

(6
)  

⌮
⛉
ࠉ
Ꮫ
ᰯ
タ
ᐃ

⛉
┠
ࠕ
⮬
↛
᥈
✲
㸿
ࠖ
⏕

⛉
Ꮫ
ࢥ
࣮
ࢫ
ࠊ
ᩥ
⌮
ࢥ
࣮
ࢫ
㸦

10
ࢡ
ࣛ
ࢫ
ᕼ
ᮃ
⪅
ᑐ
㇟
㸧

ࠉ
ࠉ
タ
ᐃ
ࡢ
ࡡ
ࡽ
࠸
㸸
࣐

ࣞ
࣮
ࢩ

ࡢ

Ꮫ

ࡢ
㐃
ᦠ
࡛
⇕
ᖏ
㞵
ᯘ
ᆅ
ᇦ
࡛
ࡢ
⮬
↛
ほ
ᐹ
ࡸ
⎔
ቃ
Ꮫ
⩦
ࢆ
⾜
࠺
ࠋ

ࠉ
ࠉ
␗
ᩥ

⌮
ゎ
ࡶ
ྵ
ࡵ

ࡓ
ⱥ
ㄒ

ࡼ
ࡿ
ࢥ
࣑
ࣗ
ࢽ
ࢣ
࣮
ࢩ
ࣙ
ࣥ
ࢆ
ᅗ
ࡿ
ࡇ

࡛
ⱥ
ㄒ
㐠
⏝
⬟
ຊ
ࢆ
㧗
ࡵ
࡚
࠸
ࡃ
ࠋ

ࠕ
⏕


⛉

Ꮫ
ㄢ

㢟
◊

✲
㸦ࠖ

㸰
༢


㸧

ࠕ
⮬
↛
᥈
✲
㸿

㸦ࠖ
㸯
༢

㸧

ࠕ
ᩘ
⌮
⛉
Ꮫ
ㄢ
㢟
◊
✲

㸦ࠖ
㸰
༢

㸧

ࠕ
≀
㉁
⛉
Ꮫ
ㄢ
㢟
◊
✲

㸦ࠖ
㸰
༢

㸧

ࠕ
⮬
↛
᥈
✲
㸿

㸦ࠖ
㸯
༢

㸧

㑅
ᢥ



ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸦᭶㸧

㸦ጤဨඛ❧ࠊࡕ௨ୗࡢ⏕ᚐࡢ◊✲Ⓨ⾲㸯㢟ᩍᖌࡢᩍ⫱㈹ཷ㈹㸰㢟ࢆⓎ⾲㸧

࡚ࠖࡵồࢆⰼ㓝ẕࡿࡁ࡛⏝〇㐀࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜ࣂࠕ⾲ձ⏕ᚐⓎࠉ

ᮾࣞ⌮⛉ᩍ⫱㈹ࠕࠉ⾲ղᩍᖌⓎࠉ ᑠᰘᫀಇ⛉Ꮫᩍ⫱㈹ࠖࠕࠉࠖ

㸯㸬ᰯ㛗ᣵᣜࠉ

㸰㸬ጤဨ㛗ᣵᣜࠉࠉ

㸱㸬๓ᖺᗘࡢᴗሗ࿌ḟᮇ 66+ ࠉࠉ࡚࠸ࡘ᪉ྥᛶࡢ

㸲㸬ጤဨࡢㅮホ

Ლ㇂ጤဨ

࡚࠼ࢆᙳ㡪࠸Ⰻࡣࡢࡿ࠸ࡀΏ㑓Ꮚ⌮㛗Ꮫᅬࠊࡀࡔษࡀࡃ࠸࡚ࡋά࠺ࢆዪᛶࠊࡿࡍ࠺ࢆ⫱ዪᏊᩍࠉ

ࠋ࠺ᛮࡿࢀࡉホ౯༑ศࠊࡤࢀࡍ࣮ࣝࣆࡃᡭୖࠋࡿ࠸࡚ࡆୖࢆ⦼ᐇ࠸ࡋࡽ⣲ᬕ࡚ࡋάືᚰ⇕㠀ᖖࡣ㹑㹑㹆࡛ࠋࡿ࠸ࠉ

బ㔝ጤဨ

��ࠊࡀࡇ࠸࡞ࡽศࡣ㸯ᖺ࡛ࠋࡿ࠶ษ࡛㠀ᖖࡣ⥆⥅ࠉ ᖺࡔศࢆࢀࡑࠊ࡚ࡁ࡚ࡗⓎ⾲ཷࠊࡋ㈹ࠋࡿ࠸࡚ࡋᙜึ

ฟࡀ㉁ၥࡾࡲ࠶ࡣ㡭ࡢึ᭱ࠋ࠸ࡋࡽ⣲ᬕࡀෆᐜࡢ㉁ၥ≉ࡣࡢ⾲ᚐⓎ⏕ࠋࡿ࠸ฟ࡚ࡀᡂᯝࡓ࠼㉸ࡿࡣࢆணࡢࠉ

ࠋࡃ࠸࡚ࡗྜࡋୖྥ࠸࠾ࠊࡤࡅ࠸࡚ࡅࢆຊࡿ࠼⪄ᚐ⏕ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿฟࡀ㉁ၥࡢࡃከࡣ㏆᭱ࠊࡀࡓࡗ࡞ࠉ

ࠋ࠺ᛮࡔษࡀࡿࡏࡉⓎ⏤⮬ᚐ⏕ࡣࡽࢀࡇࠉ

すᯇጤဨ

ࢆ㐃⥆ᛶ࠺࠸ࡍ࡞ࡇࢆㄢ㢟ࡢࡘ୍ࡘ୍ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡌ⏕ࡀၥ࠸ࡋ᪂ࡓࡲࠊࡿࡍゎỴࡀၥࠊࡣ࡛✲◊ࡓࢀඃࠉ

ᐹ࡛┘ࡢ᪥ᖖࡢᚐ⏕ࠋ࠸῝⯆ࡀࡃ࠸࡚ࡋᒎ㛤࠺ࡼࡢᚋࡀ✲◊ࡢ࢘ࢯࢪࣥࢹࡣಶேⓗࠋ࠸Ⰻࡿࡍࠉ

✲◊ㄢ㢟ࢆࢀࡑࠊᡭẁ࡛ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊࡣⱥㄒࠋ࠸Ⰻࡿࡅ࠸࡚ࡋฟࡅࡘぢࢆㄢ㢟ࡢḟࡽ୰ࡢၥࡓࡌ⏕ࠉ

୰࣭㧗ࠋ࠸࡞ࡋࡃ࠸࡚ࡅࡘぢࡽ୰ࡢࡢࡶࡿ࠶≦⌧ࠊᵝྠ✲◊ㄢ㢟ࠋࡃ࠸࡚ࡗࡸ࡚ࡏࢃྜࡳ⤌࠺୰ࡢࠉ

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸ࡼࡶ࡚ࡗ࠶ࡀࣥࣛࣉࡢ࡞ࡿࡍࢆ⩦ㄢ㢟◊✲࡛ᩍ⫱ᐇࡢ㹑㹑㹆ࠊ࡚࠼⪄ࢆ㐃ᦠ࣭ࠉ

ຍ⸨ጤဨ

࣮࣐ࣞࠊࡸᛂࡢᚐ⏕࠺࠸ࡓࡗࡔ᭷ຠᅜ㝿ࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࡇࠋ࠸Ⰻࡣ㇟༳ࡢࡽእ㒊ࠊ࡛ࡢ࠸ࡋࡽ⣲ᬕࡀᡂᯝࠉ

ࠊ㸯ᮇࡤࡽ࡞ࡿࡍㄳ⏦ࢆ㸱ᮇ➨ࠋ࠺ᛮࡔᡂᯝࡢᅜ㝿ࡢ㹑㹑㹆ࡀ࡞ࡇࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆάືࡓࡋྠྜ⏕Ꮫࡢࢩࠉ

ࠋࡔษࡀࡇࡿࢆࢫࣥࣛࣂࡃᡭୖࠊ࡛࣓ࢲ࠸࡞࠸࡚ࡗ୧᪉ᥞࠋࡔᚲせࡀࡉࡋศ᪂༙ࠊ࡛⥆⥅ࡀ࠸ࡽࡃศ༙ࡢ㸰ᮇࠉ

ࡿ࠸࡚ࡋ㐃ᦠᏛ࡞ࠎⰍ᪤ࡀΎᚰࠋࡿ࠸࡚ࡋせㄳ࠺ࡼࡿࡍ㐃ᦠᴟⓗ✚㧗ᰯࠊ࡚ࡋᑐᏛࡀ┬⛉ᩥࠊࡓࡲࠉ

✲◊ㄢ㢟ࠋ࠸Ⰻࡤࢀࡍࢆ㐃ᦠ࡞ࡓ᪂ࡽࡉࡣ㸱ᮇ➨ࠊࡋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࣝࢹ࣮ࣔࣝࣟࡢࡘ㸯ࡢ㧗㐃ᦠࡓࡋᡂຌࠊࡣࠉ

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀࡉ♧ࡀⓎᒎᛶࠊࡤࡅ࠸࡚ࡐΰࡾ┒ࡃᡭୖࢆ᪂つ⥆⥅ࡶ࡚࠸ࡘࠉ

⏣ᓥጤဨ

࡞ࡤࢀࡅ࡞࠼⪄ࡃ࠸࡚ࡆᗈ࠺ࠊࡢ࠸Ⰻࡤࢀ࠼ຍࢆ௨ୖఱࢀࡇࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗࡀୖࡶᡂᯝࠊ࡚ࡁ࡚ࡋ⥆⥅ࡗࡎࠉ

Ẽࡎࡽ㝈㹑㹑㹆ࠋ࠺ᛮࡔษ␒୍ࡿ࡚⫱࠺ࢆୡ௦ࡢḟࠊ࡛ࡢࡿࢃ᭰ࡶࡕࡓ⪅ᣦᑟࡘ⤒㸳ᖺ࠶ࠋ࠸࡞ࡽࠉ

ࡶᩍ㣴⯡୍ࠋࡇࡿ࠶༑ศ࡛ࡘࡦࡀᩍ㣴⯡୍ࠊࡶ࡚࠸࡚ࡗ▱ࡃࡼࡣࡢᑓ㛛ศ㔝ࡶ࡛⏕Ꮫࠊࡀࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࠉ

ࠋ࠸ࡋḧ࡛࠸࡞ࢀᛀࢆࡇ࡞ษࠉ

Ᏹ㔝ጤဨ㛗

ࣥࡢ⏕༞ᴗࠋ࠺ᛮ࠸ࡁࡣࡓࡵጞࡾࡸࢆᅜ㝿ὶࡽᖺࠊࡿ࠼⪄ࢆ᪉ྥᛶࡢḟࢫ࣮࣋ࢆάືࡢ࡛ࡲࢀࡇࠉ

ேᮦ⫱ᡂࡿฟ᮶ࡶヰࣈࢸࢡ୰࡛ࡢᅜ㝿ࠊ࡛ࡢࡿ࠸ฟ࡚ࡶᯝ⤖࠺࠸༑ศࡣⅬ࡛࠺࠸ᅜ㝿ᛶࠊࡽࢺ࣮ࢣࠉ

㉁ၥຊࡓࡵྵࡶⱥㄒࡽࡉࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡧఙࡃࡈࡍࡀ㉁ၥຊࡿࡍᑐ⾲Ⓨࡓࡲࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸Ⰻࡀࡢࡃ࠸࡚ࡵ㐍ࢆࠉ

ࠋ࠺ᛮࡿ࡞ຊ࡞ࡁࠊᣢ࡚࡚ࡀಙ⮬ࡶࡓࡗ⾜Ꮫ㝔ࠊᑗ᮶ࠋࡿ࠶ࡶ᪉ྥᛶ࠺࠸ࡃ࠸࡚ࡅࢆࠉ

ᆏᮾጤဨ

㛗≉ࡢᏛᰯࡢࡇࠋࡿ࠶ⱞᡭ࡛࡞ࡳࡶ⏕ᏛࡢᏛ㒊⌮ࡢᏛࠋࡔኚ᭷ࡣຊࡿ࠼⟆ⱥㄒ࡛ࠊࡅཷࢆ㉁ၥࠊࡋ⾲ⱥㄒ࡛Ⓨࠉ

ṧࡦࡐࡣ⤫ఏࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿࡸ࡚ࡗ⩦ぢࡶࡕࡓᚋ㍮ࠊࡿࡁ࡛ࡀ⤫ఏࠊࡀࡔኚࡣึ᭱ࠋ࠸ࡋḧ࡚ࡅ⥆ࠊ࡛ࡢࡿ࠶ࡶ࡛ࠉ

ࡢࡃከࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡸ⥴୍ࡶᚐ⏕ࠊࡾࡀᗈ㧗㐃ᦠ࡛㧗ᰯᩍဨࠊࡀ✲◊ࡓ࠸࡚ࡗ⾜Ꮫ࡛࡛ࡲࢀࡇࠋ࠸ࡓࡋࠉ

ࢀᜍࢆኻᩋࡣᚐ⏕ࠋ࠺ࢁࡔࡿฟ᮶ࡀ㐃ᦠࡢศ㔝㛫ࠊࡾ࡞㇏ࡀከᵝᛶࠊࡾࡀᗈࡀࢫ࢚ࣥࢧࠊ࡛ࡿぢࢆ≀࡛┠ࠉ

ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀࡇࡿࡍ⫱ᩍࡔࡣࡇࡿࡍኻᩋࠊࡎࠉ

⡿⃝ጤဨ

࠺ࡼࡢࢆศ㔝ࡢࡢࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀඃ㠀ᖖࡣศ㔝≀⏕ࡣΎᚰࠋࡿ࠶࡛✲◊ㄢ㢟ࡢᚐ⏕ࠊࡣࡢࡿ࡞୰ᚰࡢ㹑㹑㹆ࠉ

ࠊࡀࡔ๓ࡾࡓᙜࡣࡢࡿ࡞୰ᚰࡀ㛵ಀ≀⏕ࠊ࡛ࡢ࡞୰ᚰࡀࢫ࣮ࢥ⛉Ꮫ⏕ࠋࡿ࡞ㄢ㢟ࡢᚋࠊࡀࡃ࠸࡚ࡏࡉⓎᒎࠉ

ࠊࡣࡿࡍホ౯࠺ࢆάືࡢᚐ⏕ࠋ࠸࡞ࡅ࠸࠸࡞࠼⪄ࢆࡃ࠸࡚ࡋࡤఙ࠺ࢆᚐ⏕ࡘᣢࢆ⯆ศ㔝ࡢᏛࡸ⌮≀ࠉ

ホ౯ἲࡀ࠸ࡋ㞴ࠊၥ㢟࡛ࡀ࠺ࡃ࠸࡚ࡋ༞ᴗ࡚࠸ࡘ㌟ࡀຊ࡞ᚲせࠋ࠸࡞ᚓࢆࡿࡊࡽ࡞Ⅼᩘࡣᐈほⓗࡾࡣࡸࠉ

ࠋ࠸ࡓ࠸ࡽࡶ࡚ࡗ㡹ᙇ㸱ᮇࡦࡐࡣࠉ

➨㸯ᅇ㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ



బ⸨ጤဨ

ࠊ࡛➼࣮ࢱࢵࢶࠊ࡛ࡢ࠸ࡁኚࡣሗⓎಙຊࡢ⪅ⱝࠋࡢ࠸࡞࠸࡚ࡗసࢆࢡࢵࣈࢫ࢙ࣇࡸ࣮ࢱࢵࢶࡣᏛᰯ࡛ࠉ

㏻ࢆ࣮ࢱࢵࢶࠋࡿࡁ࡛ᐜ᫆ࡶ㏣㊧ࡢ༞ᴗᚋࠊࡋࡿ࠶࡛౽ࡶࡢࡿྲྀࢆ⤡㐃⏕༞ᴗࠋࡿฟ᮶ࡶⓎಙ࣭㞟ࡢሗࠉ

ࡗ࡞୰ᚰࡀΎᚰࠊ࡛ࡢ࠸᪩ࡶ⤡㐃ࡢᰯࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵᗈࡄࡍࡤࢀࡍ㈹ཷࠊ࡛ࡢࡿฟ᮶ࡶⓎಙእ㒊࡚ࡋࠉ

࡛ࡇࡿ࠼ኚࢆ᪉ἲࡢⓎಙࠋ࠺ࢁࡔ࠺ࡽࡓࡆୖࡕ❧ࠊࢆ㐃ᦠࡢୖࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࣝࣕࢩ࣮ࢯࡢ㹑㹑㹆ᣦᐃᰯ࡚ࠉ

ࠋ࠺ᛮࡿࢀࡉ㸱ᮇ࡛ホ౯ࡶࡇࡿ࠼ኚࢆ㇟༳ⓗࠉ

㜿ᙧጤဨ

ࡣ㹑㹑㹆ࠉ �� ᖺ㛫ࠊࡀࡓࡗࡸࡃࡼᚋࡣ㹑㹅㹆㔜ᚰࠋࡔࡁࡍ⛣ࢆ㹑㹑㹆ࡢᐇ⦼࡛ࡢࡿ࠶ࡶ⌮⣔ዪᏊࢻ࣮࣮࣡࢟ࢆ

ࠊ⾲Ⓨࡿࡼⱥㄒࠊከᵝ࡛ࡶ⏕ඛࡢⱥㄒࡣΎᚰࠋࡿࡍ᪉ྥᛶࡓ࠸࠾ࢆ㔜Ⅼࡾࢃ㛵ࡢ♫ࡓࡵྵࡶ⣔ዪᏊᩥࠊ࡚ࡋࠉ

ࡢࡿࡆୖࡕ❧ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡚ࡋᣦ┠ࢆࡿࡁ㐍Ꮫ࡛ఱேᏛࡢ⣔⌮ࡢᾏእࡣᶆⓗ┠್ᩘࠋࡿ࠸࡚ࡋࡶᾏእὶࠉ

ࠋ࠺ᛮ࠸Ⰻࡀࡢࡍฟࢆ㹑㹅㹆ࠊࡶࡵࡓࡿࡍ࠺ࡼ࠸࡞ࡽ࡞ࡃ⊂ࡀど㔝ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸Ⰻࡀࠉ

⳥⏣ጤဨ

ᇶᮏࡢホ౯ࡢࡽእࠊࡀࡇ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡁᣢ࡛⥔࡛ࣝ࣋ࣞ࠸㧗㠀ᖖࡀᡂᯝࠊࡾ࠶࡛✲◊ㄢ㢟ࡾࡣࡸࡣどⅬࡢάືࠉ

ࡃ࠸࡛࠸⧄࠺ࢆ࣐࣮ࢸ࠸ࡋ᪂ࠊ࣐࣮ࢸࡿ࠸࡚࠸⥆ࡿ࠸࡚ࡗࡸࡀ୰࡛⏕ᚐࡢᤵᴗࡢࠎ᪥ࠋ࠺ᛮࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࠉ

ࢆ┠ࡣ⏕୰㧗ࢆࡇ࠸࡞ࡘࡶ࠸ᛮࡀᩍဨࡢᏛࠊ࠺ࡼࡢ✲◊ࡢሷ⃰ᗘࡢᾏỈࡢ⏕୰Ꮫࡢᖺࠋࡿ࠶ࡀ⯆ࠉ

ࠋ࠺ᛮ࠸Ⰻࡿࡅ࠸࡚࡚⫱ࢆᡤ࠺࠸࠺ࡑࠋࡿࡅࠉ

ᒾᑿጤဨ

ࡢᚋࠋࡿ࠶ⰼ࡛ࡓ࠸ဏሙࡢࡇࡉࡲࠊࡣᡂᯝࡓࢀࡉฟࠊࡾࡸ᪉ྥ࡛࠺࠸ࡿࡍࢆ✲◊ࡿሙ࡛ฟ᮶ࡢࡇࠊ࡛ࡲࢀࡇࠉ

࡚⫱ࢆጼໃࡃ࠸࡚ࡵ㐍ࠊ࠼⪄ศ࡛⮬ࡀᚐ⏕ࠊ࡚ࡗᡠཎⅬࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡸ࡚ࡋ༠ຊᏛࢆᐇ㦂࡞㧗ᗘࠊࡣ㹑㹑㹆ࠉ

ࡢࡿ࠶ࡀၥ㢟ࡢୖ⌮ࠊሙྜ࠺ࢆ≀ື᳝⬨ᐇ㦂࡛≉ࠊࡣ㝿ࡿࡍ⾲Ḣ⡿࡛◊✲Ⓨࠋ࠺ࢁࡔ࠸Ⰻࡀ࣐࣮ࢸ࡞࠺ࡼࡿࠉ

ࣉࡢΎᚰࠊせㄳ࡞ⓗ♫࠺࠸ࡍࡸቑࢆ⪅✲◊ዪᛶࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿ࡚❧ࡳ⤌࡚࠼⪄ࢆⅬࡢࡑࠊࡣሙྜࡢ㸱ᮇ➨ࠊ࡛ࠉ

ࡣ࣒ࣛࢢࣟࠉ �� ᖺ㛫ྜ⮴ࡓࡁ࡚ࡋᛮࠋ࠺Ꮫ࡛ࡣዪᛶࡀከ≉ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃぶࡢ⌮ゎࡔࡲࡔࡲࡣ㐍ࠋ࠸࡞࠸࡛ࢇ

ࠋ࠺ᛮࡔษࡀࡿ࠼ࡽࡶ࡚ࡗᣢࢆព㆑࡞࠺ࡼࡢࡢ㧗ᰯࠉ

ụ⏣ጤဨ

Ꮫྡ࡛ṇࢇࡕࡁࠊࡣࢪࢶࢶࡢᮦᩱࠊ࡛⾲Ⓨࡢ࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜ࣂࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃࡋࡽ⣲ᬕࡀ⾲Ⓨࡢᚐ⏕ࠊࡧࡓࡃ⪺ࠉ

ࢆᛶ⊃ࡽึ᭱ࡣࡢ࠺࠸Ꮫ⛉ࡸᐇ㦂ࠊࡀࡓࡗࡔ࠺࠸࠸࡞ࡾ㊊ࡀᛶ⊃࡛ࢺ࣮ࢣࣥࠋ࠸Ⰻࡀ᪉ࡓࡋㄝ᫂☜ࠉ

ࠊࡣ࡚࠸ࡘᅜ㝿ᛶࠋ࠺ᛮࡔࡢࡶࡿࢀࡲ⏕ࡕ࠺ࡿࡸࡋ㏉ࡾ⧞ࠊ࡚࠼ᩍࢆ♏ᇶࢇࡕࡁࠋ࠸ࡋ㞴ࡣࡢ࠺࠸ࡿࡵồࠉ

ࠋ࠺ᛮ࠸㠃ⓑࡤࢀ࠶ࡀࢹ࡞㣕㌍ⓗࠊࡣ㸱ᮇ➨ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡋࡍ࡞ࡇࢆᩘࠉ

⛙㔝ጤဨ

Ꮫ࡛≀᳜࠺࠸࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡘぢ࡚ࡋ᥈ࡊࢃࡊࢃࠊᗘ࡛⛬ࡿసࢆࣥࣃࠊ㓇ࠊࡤ࠼࠸㓝ẕࡿࡍⓎ㓝࣮ࣝࢥࣝࠉ

㧗ࠋࡓࡗ⮳⾲Ⓨࡢ᪥࡚ࡵ㐍ࢆ✲◊ࠊࡾࡘぢࡀ㓝ẕࡿࡍⓎ㓝࣮ࣝࢥࣝࡿࡳ࡚ࡋ᥈ࠊࡋࡋࠋࡓࡗ࠶ࡀᖖ㆑ࡢࠉ

ࠊࡤࢀࡆୖ࡛ࡲㄽᩥᖺᗘ୰ࠋࡔࡇ࠸ࡋࡽ⣲ᬕࡣࡢࡓ᮶࡛ࡲࡇࡇࠊࡵ㐍ࢆ✲◊ࡽࢁࡇ࠸↓ࡶ㦂⤒ࡢఱࡀ⏕ᰯࠉ

ࡀ✲◊♏ᇶࡣࡢ⏕㧗ᰯࠊࡣ࡚࠸ࡘࡇ࠸పࡸࡸࡀᛶ⊃ࠊᛂ⏝ຊࡢᚐ⏕ࠋ࠺ᛮࡿṧグ㘓࡚ࡋࡾ༊ษࡢࡘ㸯ࠉ

㹑㹅㹆ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡃࡘࡀຊࡢࡑࠊ࡛ࡿࡏࡉ࠼⪄࠺ࢁࡔ࠸࡞ࡣ≀࡞࠺ࡼࡿᛂ⏝ฟ᮶ఱ࡛✲◊ࡢࡇࠊ࡛ࡢ࠸ከࠉ

ࠋࡔษࡀࡿࡸࠎⰍࡶᑠᏛ⏕┦ᡭࠊࡿࡸ࡛ࡲࣝ࣋ࣞࡢࠊࡃᗈ࡛ࡲࡇࢆᆅᇦ㐃ᦠࡢ⏕㧗ᰯࠊࡶ㹑㹑㹆࡛ࠊࡶ࡛ࠉ



ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸦ᮌ㸧

㸦ጤဨඛ❧ࠊࡕㄢ㢟◊✲ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲ࢆᐇ㸧

ࠖࡿ࠼⪄ࢆ⏝ࡢ࣮ࣝ࣎㓟ࣥࢠࣝࠕࠉձࠉ

ኚࠖࡿࡼ࿘Ἴᩘࡢ⋠☢㏱ࠕࠉղࠉ

ϫࠖ✲◊ࡢᑵ╀㐠ືࡢ࢘ࢯࢪࣥࢹࠕࠉճࠉ

㸯㸬ᰯ㛗ᣵᣜࠉ

㸰㸬ጤဨ㛗ᣵᣜࠉࠉ

㸱㸬ᖹᡂ �� ᖺᗘᴗሗ࿌ḟᮇ㹑㹑㹆ࡢᴫ␎ㄝ᫂ࠉࠉ

㸲㸬ጤဨࡢㅮホ

すᯇጤဨ

ࢆ⾲Ⓨࡢࡘ㸱ࡢ᪥ࠋࡿ࠸࡚ࡗᛮࡃࡋᎰ࡚ࡋே୍ࡢ㐠Ⴀᣦᑟጤဨࠊࡣࡇࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀྲྀࢆ㈹ࢇࡉࡃࡓⓎ⾲࡛ࠉ

ձᐃࡣࢀࡑࠊࡀࡿ࠶ࡀࢺ࣏ࣥ࡞㔜せࡘ㸱ࡣࢫ࢚ࣥࢧࡶࡢ࠺࠸ࠋࡓࡗᛮࡿ࠶ࡀᚲせࡿᡠᗘཎⅬ୍࠺ࡶࠊ࡚࠸⪺ࠉ

࠸࡞࠸࡚ࡋࡾࡗࡋࡀ㒊ศࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࠶࡛ࡇࡍฟࢆ㸧࡞㸦ᅗࡉࡋ⨾ճࠊࡿ࠼⪄ࢆղᅉᯝ㛵ಀࠊࡿ࠼⪄ࢆ≀㔞ⓗࠉ

ࠋ࠸ࡓࡋ࠸㢪࠾ࡣ㸱ᮇ࡛➨ࠊࢆࡿ࠼ࡉᢲࢇࡕࡁࢆཎⅬࡢࡇ࡛✲◊ࡢࡘ୍ࡘ୍ࠊ࡛ࡢ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ࢀྲྀࡣ㈹ࠊࠉ

⠛ᓮጤဨ

ࡢࡿࡃ࡚ࡋ㛵ಀ➼Ꮫ㐍Ꮫࡶࡾࡼࡽ࠸Ⰻࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿ࠼⪄ࢆ⩏ពࡃ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ㹑㹑㹆࡚ࡋᏛᰯࠉ

ḟࠋ࠸Ⰻࡀ᪉ࡓࢀ࠸ࡶどⅬࡢᏛᰯ⤒Ⴀࠊࡃ࡚ࡋᏛᰯࡿ࠶㨩ຊ࡚ࡋάࢆఱࠋⅬ࡛࠺࠸ࡓࡗⰋ࡚ࡗᚐ⏕࡛ࠉ

ᅜ㐃ᶵ㛵ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࢺ࣏ࣥ࡞ࡁ࡚ࡋ⮴ྜ␎ᡓࡢᅜࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋฟ๓㠃ࢆࣝࣂ࣮ࣟࢢࡀࣥࣛࣉࡢᮇ㹑㹑㹆ࠉ

ࠋ࠸ࡋ࡚࡚⫱ࢆேᮦ࠺࠸࠺ࡇ࡛ࡢ࡞ᚓពࡀពᙧᡂྜࡣ᪥ᮏேࠋ࠸࡞࠸ࡀ㆟㛗ࡢ᪥ᮏேࠉ

⡿⃝ጤဨ

Ⅼ࠺࠸ࡿࡅࢆຊࠊࡧᏛࡽ⮬ࡀᚐ⏕ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛ࡀࡿࢀධࡾྲྀ࠺ࢆࢢࣥࢽ࣮ࣛࣈࢸࢡࠊࡤࡽ࡞ࡿࡸࢆ┠㸱ᮇࠉ

࠺࠸࠸ᙅࡋᑡࡀᏛᩘࠋ࠸Ⰻࡿࢀࡽࡆᗈయ࡚ࡵྵࡶ⣔ᩥࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ㹑㹑㹆ࠋ࠸Ⰻ㠀ᖖࡣ✲◊ㄢ㢟ࡢ⾜⌧ࠊࡣ࡛ࠉ

ࡃ࡚ࡗධ࡛ࢇ㐍ࠊࡤࢀ࡞ᚲせࡀゎᯒ࡞ィᏛⓗ⤫୰ࡢ✲◊ࠊࡶ࡚ࡃ࡞ࡽࡀẼศࡿࡍ࠺ࡼ࠼ᩍࢆᏛᩘࠊࡀࡔࡇࠉ

ࠋ࠺ᛮ࠸Ⰻࡀࡢࡃ⾜࡚ࡋὶࠊࡋ㐃ᦠ࣮ࣝࢡࢫࢥࢫࢿࣘࡢእᅜࠊࡤࡽ࡞ᵓࡓࡋ୰ᚰࢆ㹃㹑㹂ࡀ㸱ᮇ➨ࠋ࠺ᛮࡿࠉ

ụ⏣ጤဨ

ࡿࡵࡲ࠺ࡼࡿศࡶேࡃ⪺࡚ࡵึࠊࢆࡓࢀࡉ㐩ᡂ࠺ࠊ࡚ࡋᐇ࠺ࠊࡾ᭷ࢀࡒࢀࡑࡀᶆ┠ࡢ㸰ᮇࠊ㸯ᮇࡎࡲࠉ

࠸࡞ၥ㢟ࡶ࡛ୖࡿࡍㄳ⏦ࠊࡿࡍㄝ᫂ࢆࡃ࠸࡚ࡵ㐍࡛ࣉࢵࢸࢫ࡞ࢇࢆෆᐜ࡞࠺ࡼࡢࡣ㸱ᮇ࡛➨ࠊୖࡢࡑࠋࡇࠉ

ᠱ⏕୍ࡀᩍဨࠊ㒊ศ࡛⏕ᚐࡢᤵᴗ௨እࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠊࡣࡢ࠺࠸ࡓࢀྲྀࡀ㈹ࡢࡃከ࡛ࡲࡇࡇࠋ࠺ᛮࠉ

ࠋ࠺ᛮࡔᯝ⤖ࡿ࠸࡚ࡋࠉ

ኴ⏣ጤဨ

ࡶ࡚ࡋ⫱ᩍࠊࡀ࠺࠸ࡿࢃ㛵ࡀᚐ⏕ࡢࡃከࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᚐ⏕ࡢ㒊୍ࡋࡔࡓࠋ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡿࡅ⥆ࡶ㹑㹑㹆ࡢḟᮇࠉ

ᛮࡔࡽ࠸ࡋ㞴ࡀゎ⌮ࡸㄝ᫂ࡢබᘧࠋࡓࡗᣢࢆ㇟༳࠸ࡃࡾࢃఏࡀෆᐜࡣ⣔⌮≀ࠊ࡚࠸⪺ࢆ⾲ᚐⓎ⏕ࡢ᪥ࠋࡔᚲせࠉ

ࢸ᪂Ꮫධヨࡓࡲࠋ࠺ᛮࡿฟ᮶ࡀࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹ࠸ࡍࡸࡾศࠊࡤࢀࡍㄝ࡛᫂ୖࡓࡋゎ⌮ࡋᑡ࠺ࡶࡀ⪅⾲Ⓨࠋ࠺ࠉ

��ࠋ࠺ᛮ࠸Ⰻࡶ㹑㹑㹆ࡿࡍ㛵㐃ࢀࡑࠊࡀࡿࢀࡉᑟධࡀࢺࢫࠉ ᭶ࡢ⌮⛉ᩍᮦ◊✲࡛ࡣ㹇㹁㹒ᩍ⫱ࠊࡀࡓ࠸࡚ࡗᢅࢆ

ࠋࡿࡃ࡚ࡗ࡞ᚲせࡶࡳヨ࡞࠺ࡼࡢ࠶ࠉ

⳥⏣ጤဨ

ࡇࡇࠉ �� ᖺࡢᡂᯝࡀ⣲ᬕࠊ࡛ࡢ࠸ࡋࡽ➨㸱ᮇࡿࡍ࠺ࢁࡸࠊࡀᑠࡃࡉぢࠋ࠺ࡲࡋ࡚࠼㐣ཤୖࢆࢱ࣮ࢹࡢᅇࠊࡣࡢࡿ

ࡀᚲせࡿࡍᙉㄪࢆ㒊ศࡢࡋᢲࠊ࠺࠸ࡔࡢࡿࡍ࠺ࡇࡣ㸱ᮇ➨ࠊࡢ࠸ࡽࡄࡿࡆୖࢆࢺࢵࢣࣟࡽዪᏊᰯࠋࡔኚ࡞࡞ࠉ

ࠋࡿ࠶ࠉ

ᒾᑿጤဨ

࡞ᑡࡣᏛᰯࡘᣢࢆᶵჾࠊࡀࡔ௦ࡿ㍕ᩍ⛉᭩࡞㹎㹁㹐ࡸࠋ࠸ከࡀᚐ⏕ࡓࡗᣢࢆࣝࣕࢩࣥࢸ࣏ࠊࡋ㉁ၥࡃࡼάⓎ࡛ࠉ

࣮ࣛࣈࢸࢡࠋ࠺ᛮ࠸Ⰻࡿ࠼ࡶᚐ⏕ࡢ㹑㹑㹆௨እࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡲᜨ࡚ࡁ࡛ࡀࡇ࠺ᐇ㝿ࢆࢀࡑࡣΎᚰ࡛ࠋ࠸ࠉ

࠸ฟ᮶࡚ࡀࢫ࢚ࣥࢧ࡚࠼⪄ศ࡛⮬ࠋ࠸࡞ࡋ࠺ࡼ࠼⪄ࠊ࡚ࡋࡾࡤ࣓ࣔࡣ࡛⩏ㅮࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡶᏛ࡛ࡣࢢࣥࢽࠉ

ࡿࡧఙࡽࡉࠊࡃ⾜Ꮫࠊ࡚࠼ࡉ㹑㹑㹆࡛ᢲࡢ㧗ᰯࢆ♏ᇶࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ࠸Ⰻࡶ࡚࠼⪄ࢆࡇ࡞ᇶᮏⓗࠊ࠺࠸ࡃࠉ

ࠋ࠺ᛮ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࠉ

⛙㔝ጤဨ

ࠋࡓࡗ࠸࡛ࢇ㐍ࡲࡲࡢゎ༑ศ⌮ࠊࡾ࡞ࡃ࡞ࡀ㛫ࡿࡵᅛࢆᇶᮏࠊ୰࡛ࡿྲྀࡃከࡶ㈹࡚ࡗ࡞ࣝ࣋ࣞࣁࠊࡳ㐍ࡀ✲◊ࠉ

��ࠊࡓࡲࠋ࠸Ⰻࡍ┤ᗘぢ୍࠺ࡶࢆᇶᮏࠊᶵࢆࡢࡍᣦ┠ࢆ㸱ᮇ➨ࠉ ᖺࡢ㹑㹑㹆ࡢ⤒㦂࡛ᚓࠊࢆ࢘ࣁ࢘ࣀࡓ♫㑏ඖ

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍཧຍ࡛ࢇ႐ࡶᚐ⏕ࠋ࠺ࢁࡔ࠺ࡽࡓࡗసࢆᩍᮦࠊ࡚࠸࠾ព࠺࠸ࡿࡍࠉ

➨㸰ᅇ㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ
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【参考　生徒の課題研究発表実績（2015 年 12 月迄）】
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